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序◆続・襲撃！




「徳とく川がわ慶よし彦ひこ、覚かく悟ごするのだァぁぁああ！」
　サムライ少女、長ちよ宗うそ我か部べ盛もり親ちかの放った鑓やりは、観覧席の慶彦を真まっ直すぐに襲おそった。
　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく、全校格技大会準決勝。
　生徒会長の慶彦が高覧する、その面前で繰くり広ひろげられる御ご前ぜん試合だ。
　予選を勝かち抜ぬいた中にいた豊臣方の武将たちは、晴れて慶彦に接近する大義名分を得た。御前試合は模造武器ではなく、真しん剣けんを以もつて行う。そのため、武器を携けい行こうして近づくことができる。
　これほどのチャンスはない！
　さらに、この日のために真さな田だ幸ゆき村むらが仕し掛かけたトラップが作動し、場内が混乱する。警備の注意も思わず散さん漫まんになる。そこを盛親は見み逃のがさなかった。
「ぬぅ！」
　すぐさま周りを囲んでいた旗本親衛隊の隊士が飛び出す。
　いかに鋭するどい投とう擲てきといえど、たった鑓一本。身を挺ていして防ぐことは可能。抜ばつ刀とうした刀で飛んでくる鑓を一いち撃げき、叩たたき落おとす、というところ、
「な、にっ!?」
　鑓先が、爆ばく発はつした。いや、爆発するように分ぶん裂れつした。
　かくして一本のはずの鑓先が、十倍の細い、針のような矛ほこの群れとなる。
「これぞ長宗我部流、鑓そう矛む蜂ほう針しん弾だんなのだ！」
　勝ちを確信した盛親が言い放つ。その言葉のとおり、いまは十本に分かれた細鑓は、襲いかかるスズメバチの群れにも、あるいは大たい気き圏けん再突入で分裂する弾だん道どう弾だんの弾だん頭とうにも似ていた。
　たった一本で槍やりぶすまを作ることのできる、飽ほう和わ攻こう撃げきを可能にする恐おそるべき技でありそのための鑓だった。
　もはや剣けんで弾はじく、落とすのも間に合わない。そう見た隊士たちが、我先にと鑓の切っ先の前に身をさらす。
　槍ぶすまには、人間の壁かべ、楯たてで対たい抗こうするほかない。
「うぐぁ！」
「おうぉお！」
　我わが身みを楯にした隊士たちからくぐもった叫さけび声ごえが上がった。そのまま倒たおれる者。仲間に支えられる者。まだ剣を手に、なんとかかまえを取る者もいる。
　これほどの状じよう況きようの中、慶彦は寸すん毫ごうも動かなかった。床しよ机うぎに腰こしを下ろしたまま、視線も揺れない。両りよう隣どなりの太た刀ち持もち、それに馬標を支える少年たちが、恐きよ怖うふの表情ですくみあがっている。身体が逃にげようとするのを、かろうじて踏ふみとどまっていた。
　大きな犠ぎ牲せいを払はらいながらも、襲撃を防いだ、と見えた。
　盛親ら、豊臣方の千せん載ざい一いち遇ぐうの機会は潰ついえた。
「まあああだあああ、なのだぁああああ!!」
　盛親にはもう一本の鑓がある。同じく多弾頭に分裂する鑓。だとしても、すでに生徒会側はその攻こう撃げきを知っている。倒れた隊士たちに代わって、他の隊士たちがさらに多くの人間の楯たてを作って慶彦を守ろうとしている。
　さらには、豊臣方チームを目がけて隊士たちが殺さつ到とうしてくる。一方向だけではない。
「おのれ、よくも慶彦さまを！」
　並んで配置されていた生徒会のサムライチームも、豊臣方チームに襲いかかってくる。
　本多忠朝、立花宗むね茂しげのふたりのサムライ少女が長い髪かみを振ふり乱みだして鑓を振るえば、藤とう堂どう高たか虎とら、井い伊い直なお孝たかも抜刀して向かってきた。
「どうするのじゃ！　退くしかなかろう！」
　すでに幸村は大鉄てつ扇せんをかまえている。側には後ご藤とう又また兵べ衛えが、ぴったりと寄より添そって長大な五丈じよ鑓うやりをかまえていた。
「いや、あと寸刻！」
　毛利勝永が言う。その大鎌がまはすでに立花宗茂の鑓を受けている。なんとか弾はじき返かえした。
「バカな！　すでに機会は失われておるのじゃぞ……！」
　幸村は盛親を見る。
「うぅぅ、こっち来るなー！　なのだー！」
　盛親の残った一本の鑓は、こうなるともう投げることができない。防戦いっぽうになっていた。
　もはや襲撃は失敗した。そう考えざるを得ない。そして幸村たち豊臣方チームの進退もまた、極きわまった。
　誰だれもがそう思った。
「幸村！」
　慶彦がひとまず無事とわかると、柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらは幸村を気き遣づかった。それは千せん姫ひめや十じゆ兵うべ衛えたちも同じで、
「おチビちゃん！」
「ゆっきー！」
　駆かけ寄ろうとした。一時的に加勢しようと。
　そのとき、だった。
　慶彦の観覧席でも、護衛の隊士たちが豊臣方チームへ攻せめ寄せようとしていた。
　蜂針弾を食くらって倒れた隊士の一部はすでに担かつぎ出だされている。仲間たちを傷つけられた復ふく讐しゆ心うしんからも、鑓を放った盛親を生かして帰す気はなかった。
　が、そこに隙すきが生じた。
　犠牲こそ出たものの豊臣方の攻撃を防いだ、との認にん識しきで、旗本親衛隊の隊士たちの意識は攻撃のみに奪うばわれてしまった。
　ゆらっ、と影かげが動いた。
　それは慶彦の背後。いつの間に忍しのび寄ったのか、親衛隊の隊士のひとりがいた。
　不自然ではあるが、隊士であればまったくおかしいわけではない。ましていまのこの混乱では、ふだんの護衛フォーメーションを崩くずして動くのも考えられる。
　だから慶彦の太刀持ちや、馬標を支える少年たちも、不ふ審しんには思わなかった。が、その隊士が手の届くほど近く慶彦に歩み寄ったとき、
「ぁ……慶彦さま！」
　思わず声を上げた。
　それをまるで合図のように、隊士は懐ふところから匕あい首くちを取り出す。もはや太た刀ちが抜きつけられないほどの近さだったから、短い匕首は好都合だった。むろん、そのために用意した物に違ちがいない。
　隊士は匕首を振りかぶることもない、そのまま慶彦の背中に向かって、
「滅めつせよ、徳川慶彦！」
　突つき出した。
　匕首の刃はが、その背中にめり込む寸前、慶彦がわずかに身をよじって振り向むいた。
　氷のような眼まな差ざしが、襲しゆ撃うげ者きしやを射る。思わず、手にした匕首を取り落としそうになるほどの視線の圧力。だが襲撃者の匕首の動きを止めるには、一いつ瞬しゆん、遅おそかった。
「何者！　離はなれよ！」
　太刀持ちの少年の、渾こん身しんの体当たりを襲撃者が受けたときには、すでにその匕首は根元までも慶彦の背中に沈しずみ込んでいたからだ。そしてそれは、正確に左胸の、心臓を貫つらぬいていた。
「く……は……っ！」
　空気が漏もれるように、慶彦が発した。床机から立ち上がろうとして、膝ひざが砕くだける。膝をいったんついて、身体を支えることもできない。
　そのまま、崩れ落ちる。
　慶彦のために敷しかれた緋ひ毛もう氈せんの上に、倒れ伏ふした。
「御おん殿との!!」
「きゃぁあああああ!!」
　気づいた隊士が慶彦に駆け寄る。赤い毛もう氈せんに染しみこむ血を見た女生徒の喉のどから、長く悲鳴が上がった。
　そして襲撃者が自らの髪をつかむと、一気に引きむしる。その下から、隠かくされていた長い髪が現れて翻ひるがえった。
「我はジョアンジュスト！　明石掃部頭全登である！　義によって、徳川慶彦、討うち取とったのである！」
　明石全登だった。豊臣方のサムライ少女が慶彦の親衛隊の隊士にまぎれていたのだ。
　全登は長い前まえ髪がみのウイッグで顔を隠し、男子に変装していた。髪だけでなく、顔を覆おおった極ごく薄うすい透とう明めいのフィルムが、表情を一変させて男子に見せる。
　だがどれだけうまく変装しても、それだけでは親衛隊の隊士の振りをして潜もぐり込むことはできない。それを幇ほう助じよしたのは、生徒会の書記長、学園のナンバーツーたる松まつ平だい尊らた保かもりだった。尊保が豊臣方に通じ、授さずけた秘策とはこのことだったのである。
「よくやったのだ！　全登！」
　盛親が叫ぶ。
「な、なんじゃ。このような謀はかりごとが……！」
　予想を超こえる、裏切る展開に、幸村も動転した。そして、
「慶彦さまが!?」
「お兄さま！　お兄さまあああ!!」
　宗朗も、千姫までもが事態に気づいて声を上げる。観覧席へ駆け寄ろうとした。
「担たん架か！　担架を！　御殿をお運びせよ」
「捕とらえよ！　曲くせ者ものを捕らえよ！」
「生かして帰すな、押おし包つつめ！」
　あちこちで叫び声が上がり、場内は再び混乱と興奮のるつぼと化す。それを待っていたように、
「うぬ！」
　全登が、懐からいくつもの煙えんし硝よう玉を取り出す。立て続けに投げつける。辺りはたちまち煙えん幕まくに覆われた。
「こっちもだ、盛親！」
「おう、なのだ！」
　呼応して、勝永、盛親も煙硝玉を破は裂れつさせた。豊臣方チームの周りは、もうもうたるスモークで視界を奪われる。
　最初の盛親の鑓は、隙を作るための呼び水だったのだ。
　襲撃に失敗したと見せて、旗本親衛隊を豊臣方チームのほうへ呼び寄せる。慶彦から引ひき離すことにもなる。
　さらには心理効果。襲撃を結果的に防いだ、という心理は親衛隊の隊士たちを高こう揚ようさせ、行動を加速させる。持ち場を離れても、一気に豊臣方を殲せん滅めつしようと我先に動く。
　これには、一度失敗した襲撃が、これ以上あるはずがない、という思いこみを伴ともなっていた。
　だから全登の襲撃には最良のタイミングを作り出すことになり、それはそのとおりに実行された。
「一対一ならば、何ほどのことはないのである！」
　全登は本来の武器、金砕棒を持ってはいなかったが、太刀だけでじゅうぶんだった。
　煙幕で視界があいまいになった生徒会の隊士たちはそれでなくとも思い切って剣を振るうことができない。そのうえ同どう士し討うちまでも恐れなくてはならなかった。
　こうなれば、サムライたる全登にとっては何のことはない。隊士に紛まぎれているであろう人造サムライに対しても、数で押されることはないのだから、各個撃げき破はしていけばいい。
　それは勝永、盛親にとっても同じだった。
「どんどんかかって来いなのだ～！」
「もうじゅうぶんだ、盛親。脱だつ出しゆつする！」
　やり過ぎて勝永にたしなめられるほどだ。
「幸村殿どの、わたしに続かれよ！」
　勝永が振り返って幸村に言う。幸村は躊ちゆ躇うちよした。
　いまはひとまず、降りかかる火の粉を払うように防戦だけをしていたが、勝永たちについていけばもはや宗朗のもとへは戻もどれない。
　だが、軍師としての興味が勝った。
　勝永たちを呼び出し、操あやつる、「その者」の正体を突き止とめるとしたら、いましかない。彼かの女じよたちについていくしか。
「う、うむ」
　幸村が応こたえる。又兵衛がうなずいた。
　又兵衛は幸村を抱だきかかえると、肩かたの上へ持ち上げた。肩かた車ぐるまの態勢。幸村的には不本意だが、それを言っていられない非常時だ。
「ウキキーッ！」
　さらに、猿さるの佐さ助すけが幸村の肩へ駆け上あがる。三段重ね。
「幸村さま、しっかりおつかまりを」
「わかっておる」
　幸村が又兵衛のセーラーカラーを手た綱づなのようにつかむ。そのテンションを確かめると、又兵衛は五丈鑓を手に、一気に跳ちよ躍うやくした。たちまちその場を離り脱だつしていく。
「あ、ゆっきー！　べーたさん！」
　十兵衛が手を上げる。思わず追おうとするが、
「たぁ、なのだ！」
　盛親が投げた超ちよ小うこ型がたの閃せん光こう弾だんに視界を幻げん惑わくされる。
　すっかりスモークが吹ふき流された後には、幸村、又兵衛を含ふくめ、豊臣方のサムライ少女たちはすっかり姿を消していた。
壱◆慶彦、死す
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　平誠二十某ぼう年ねん。
　大日本国は大いなる変化の時を迎むかえていた。
　四百年以上続いた徳とく川がわ幕府は、制度そのものが老ろう朽きゆ化うか、硬こう直ちよ化くかし、すでにゆっくりと衰すい弱じやくしつつあった。
　それは社会にも表れていた。徳川幕府と将軍に対する民衆の拭ぬぐいがたい不満が抵てい抗こう活動となって噴き出すと、幕府はこれに対して徹てつ底てい的てきな弾だん圧あつで臨んだ。
　そのころ。
　武士の学園たる武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくに、豊臣恩おん顧この武将たちが、次々と現れていた。
　真さな田だ幸ゆき村むら、後ご藤とう又また兵べ衛え。そして毛利勝永、明石全登、長宗我部盛親……。
　これに対抗するように、徳川方にも多くの武将たちが現れる。
　サムライ。
　かつての武将、剣けん豪ごうの名を持ち、その刀技の一部をも受うけ継つぐ者たち。
　それらはすべて、学園に集つどう十代の少女たちにのみ、顕現していた。姿形はかつての武将とは異なっても、その志はそっくりそのまま。まるで関せきヶが原はらか、大坂の陣じんの再戦を期するかのようだった。


　柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらは武應学園高等部一年。
　その名の通り、江え戸ど時代から続く江え戸ど柳生家の嫡ちや男くなんである。
　現在は学園内の剣けんじ術ゆつ道場を任されていた。そこはいつしか「柳生道場」と呼ばれて多くの生徒たちが剣術を習い、練習の場として賑にぎわっていた。
　武應学園の生徒会は、一名を旗本生徒会とも言い、かつて徳川家の親しん藩ぱんや譜ふ代だい大名を務めた名家の子し弟ていたちで占しめられていた。
　生徒会長は、徳川慶彦。徳川宗そう家けの嫡男であり、いずれは現在の将軍義康を襲って、第二十六代将軍となる者である。
　旗本生徒会は学園内の反対派生徒を逮たい捕ほし、追放していった。生徒たちの間では、これを「豊臣狩がり」と称しようして恐れるようになる。
　そんな生徒会のやりかたに反対する宗朗にも、生徒会は攻撃を仕掛けてきた。
　ところが、そこへ墜おちてきたひとりの少女。
　生まれたままの姿に大小の刀を抱いた柳生十じゆ兵うべ衛え。子どものように安らかな寝ね顔がおを見せていた、と思うと、ひとたび覚かく醒せいするや、悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき強さを発揮する「剣姫マスターサムライ」となる。
　それは宗朗との、不意に訪おとずれた「キス」によって。


　サムライ、すなわち「士」は、「将」と契けい約やくすることで「剣姫マスターサムライ」となり、その力を何倍にもすることができる。
　つまりサムライにとって「将」はパワーの源であり、その名の通り主と仰あおぐ絶対服従の対象なのだ。「将」においては、「士」と契約し、そのサムライを手足のように使うことで大きな戦力を得る。
　これが「将」と「士」の契約関係だ。
　一度結ばれたら、その契約はどちらかが滅するまで永遠である。
　ところが十兵衛だけは、ふだん甘あまえん坊ぼうの「妹」なのに、キスすることで剣姫マスターサムライ・十兵衛が現れる。それも、わずか数分しか顕現できない。
　そんな異例ずくめの十兵衛に引き寄せられるように、幸村と又兵衛が現れ、慶彦の実じつ妹まいである徳とく川がわ千せん＝千せん姫ひめや、その配下の風紀委員長・服はつ部とり半はん蔵ぞうまでが戦いののちに宗朗と契約し、宗朗の「剣姫マスターサムライ」となっていった。
　さらに生徒会の刺し客かくとして差し向けられた直なお江え兼かね続つぐとも。


　松まつ平だい尊らた保かもりは旗本生徒会にあって、ナンバーツーといえる書記長の要職にある。紛れもない慶彦の片かた腕うでだった。
　慶彦の意を受け、いまや反生徒会の牙が城じようと目されることになった柳生道場を内ない偵てい、攪かく乱らんするための手を次々と打つ。場合によっては壊かい滅めつさせることも辞さないという仕し儀ぎで。
　最初には紅毛の騎き士しダルタニアンが。さらには兼続がそうだったし、そうして次に差し向けられたのは列れつ堂どう義よし乃の。しかしその真の姿は、裏柳生総そう帥すいの柳生義ぎ仙せんだった。義仙はまた、慶彦と「契約」した「剣姫マスターサムライ」でもあった。
　宗朗を取り込み、ひいては自身の裏柳生と表の柳生を統合しようという義仙の企みは、宗朗をはじめ、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちによって挫ざ折せつする。


　御ご前ぜん試合。
　本来は恒こう例れい行事として行われている学園の格技大会。
　慶彦は自らの御前において行われるこの試合に、宗朗を含む柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちすべての参加を求めた。
　宗朗たちが勝てば、学園の生徒に対する弾圧を即そつ刻こく止め、すでに逮捕、放校となった生徒たちの釈しや放くほう、復帰。そしてこの学園、ひいては日の本に起こっている異変の秘密を、慶彦の口から明かすこと。
　しかし宗朗たちが破れた場合。宗朗自身が、慶彦との「契約」を結ばなければならない。「将」と契ちぎることができるのは、「士」であるサムライ少女だけだが、
「なぜなら、ぼくは『将』をしのぐ『将軍』だから、なんだよね。『将軍』は『将』と『契約』することができる。『将』を『将軍』の『臣』として、意のままにできるのさ。そういうこと」
　いつものようにひょうひょうと言うその真意は、これまで宗朗が「契約」したサムライ、すなわち宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちは、宗朗が慶彦の「臣」となることで、そっくり慶彦の配下に収まることとなるのだ。
　この機会を逃のがすまじと現れる、豊臣方のサムライ少女たち。毛利勝永、明石全登、長宗我部盛親。御前試合を利用して、生徒会長の慶彦を討つと誓ちかう。
　そして勝永ら、豊臣方「剣姫マスターサムライ」の背後にいるであろう、謎の存在。
　相反する感情に引き裂さかれながら宗朗のもとを離れた幸村は、ついに慶彦討滅計画の引金を引く。そして、御前試合本戦は阿あ鼻びき叫よう喚かんの渦うずと化した。
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「……これが、おぬしたちの」
　幸村は大空くう洞どうにそびえる大坂城大天主の妖よう気き迫せまる威容を見上げて、つぶやいた。
　武應学園は富士の裾すそ野のにその広大なキャンパスを有している。一説には、首都の大おお江え戸ど城が陥かん落らくした際には、徳川将軍がこの武應学園に籠こもって戦うためだ、とも言われている城じよう郭かく構えの学園。
　それゆえ、広大な敷しき地ちの一部は富士の樹海とも重なって、辺境はほぼ人も通わない未み踏とうの地となっていた。
　この、樹海と富士の湖こし沼ようが入り組んだ、どこかひどく陰いん鬱うつなその場所。その地下が、大きくえぐれた巨きよ大だい空くう洞どうになっていることは、だから学園の者は誰ひとり知らないはずだった。
　そしてそこに、いつからか豊臣家の大坂城大天主が築かれていたことも。
　湧わき出した地下水が空洞に湖を作り、その中心からそびえる岩場と一体となって、漆しつ黒こくの天主がそびえている。ところどころに金を豪ごう奢しやに配し、天てつ辺ぺんの高こう欄らんは血のような赤だった。
「あれ、は……」
　その高欄に、人の影を感じて幸村は目を凝こらした。
　ごく小さくしか見えないが、色とりどりの十じゆ二うに単ひとえに、長い黒くろ髪かみが背中までも届いているのがわかる。
　表情など見えないはずなのに、真しん紅くの唇くちびるが笑いの形になったように見えて、幸村は背筋にゾッとしたものを感じた。
「さぁ、入られよ、幸村殿。御お方かたさまもお待ちであらせられる」
　勝永が言い、視線を天主の麓ふもとに戻した。岩と一体になった石いし垣がきの一部が意外なほどに静かに口を開けると、そこから跳はね橋ばしが現れた。
　跳ね橋がゆっくり下りて、地下の湖に橋がかかる。
「我らの城だ。もちろん、幸村殿の護まもるべき城でもある。そうであろう」
　勝永がわざと、試ためすように言った。
「むろん、そうじゃ！　参るぞ、又兵衛」
　幸村は言い放つと、跳ね橋に歩を進めていく。
「はい、幸村さま」
　又兵衛が従いながら、油断なく辺りをうかがっていた。
「ゥキ……」
　佐助も又兵衛の肩につかまりながら、どこか不安なようすを見せる。
　やがて迫せまって来た大坂城天主の入り口が、大きな暗いあぎとのように見えた。


「慶彦さま！　慶彦さまは……！」
「お兄さま！　通して！　お兄さまのもとへ！」
　宗朗が言い、千姫が声を上げる。生徒会棟とうの入り口に当たる巨きよ大だいな櫓やぐら門はしっかりと閉ざされ、多くの旗本親衛隊の隊士たちで固められていた。
　全登に背後から刺さされ、倒たおれた慶彦は生徒会棟の医務室に運び込まれている。宗朗と千姫は、争あらそうように生徒会棟へ走った。千姫には半蔵が付き従っている。
「千を誰だれだと思っているの！　生徒会副会長にして、慶彦お兄さまの妹よ！　風紀委員会の責任者でもあるわ！　わかったの？　わかったらそこを通しなさい！　千をお兄さまに会わせなさい！」
　千姫が憤いきどおるのも無理はない。宗朗も声をそろえた。
「慶彦さまのケガの具合はどうなんだ？　大事ないのか。ぼくは柳生道場を預かる柳生宗朗だ！　慶彦さまとはお側そば小こし姓ようのころからお仕えして……」
　しかしふたりをさえぎるように、大おお柄がらな隊士がのっそりと進み出てきた。
　上着の下ボタンを外して腰こしの大小を露ろし出ゆつさせ、すぐに抜ぬけるようにしているのが、緊きんち張ようを物語る。
「我は熊くま岡おか二左右衛門と申す者。こたびの御前試合の本丸警備を仰おおせつかっており申す」
「それなら話は早いわ！　いますぐこの門を開けなさい！」
　すぐに千姫が言う。熊岡の胸むなぐらをつかみかねない勢いだ。
　だが熊岡は怯ひるむことなく、頭を振ふった。
「千姫さま、それに柳生宗朗。両名は旗本生徒会に弓引く『豊臣派』と断じられた。いまはまだ逮たい捕ほ拘こう束そくの命は下っておらぬが、いずれ詮せん議ぎもあるはず。まして御殿を襲おそった犯人は、豊臣方を名乗るサムライあるいは『剣姫マスターサムライ』と調べがついている。ゆえにこの門を通ること、まかりならず。ご沙さ汰たあるまで道場で謹きん慎しんされるべし！」
「な、なんだ、って」
　完全に拒きよ否ひされただけでなく、いまや慶彦襲しゆ撃うげきの一味としての嫌けん疑ぎさえ、宗朗たちにはかけられているのだ。
「何を言っているの！　千がそんなことするわけないじゃない！　あれは豊臣のサムライたちが……！」
　言いながら、千姫もどんどん自身の不利に気づいていく。そのうえ千姫は、この御前試合の直前に、自ら生徒会と決別する旨むねを宣言していた。
　いつまでも生徒会に席を置きながら、宗朗の道場にいるのは二心を疑われても仕方がない。そのための、旗き幟しを鮮せん明めいにする宣言が、いまここで不利に働いてしまう。
「どうしても、っていうのね！　しかたない。これだけは、使いたくなかったけれど……！」
　一歩下がった千姫が、薙なぎ刀なたをかまえる。
「御お姫ひいさま！」
　すぐに半蔵が、援えん護ごする位置についた。
「ダメです千姫さま、ここは……！」
　宗朗は言うが、しかしいつでも刀を抜けるように、態勢を作ることは怠おこたらない。
「ここで刃にん傷じように及およぶおつもりか！　生徒会棟本丸に刀を向けるは、御殿に刀を向けると同じ！　謀む反ほんとして即そつ刻こく逮たい捕ほとなるが、よろしいか！」
　むろん、熊岡も退かない。配下の隊士たちが腰の物に手をかけて、散開する。
　一いつ触しよ即くそ発くはつの空気に、宗朗が千姫を抑おさえようとする。
「ここで斬きり合あうようなことがあっては、本当に生徒会に弓引くことになってしまう！　ここは退いてください、千姫さま！　慶彦さまのことは、あとでぼくが！」
　だがそんな忠告も、理性的に受け入れられないほど千姫は張はり詰つめていた。
　薙刀から闘気があふれ出す。全身が青白くゆらめく。「剣姫マスターサムライ」の気が迸ほとばしる、その一歩手前の兆候。
「御姫さま、いけません！」
　半蔵も止めるが、もしものときはどこまでも供をする覚かく悟ごでいる。
　半蔵が手をかけた背中の忍にん者じや刀もまた光を放ち、装そう甲こうスカートからは無数の刃はがセットされて顔を出だした。
「それ以上やるならば、本当に謀反と見なし申すぞ！　実力で逮捕するが、よろしいか！」
　熊岡が最後の警告を発した。
　宗朗は思う。
（千姫さまと半蔵が本気を出せば、一いつ般ぱんの隊士なんてひとたまりもないぞ。どんなに鍛きたえていても、「剣姫マスターサムライ」の力のまえには赤子の手をひねるようなもので……）
　だがそのとき、宗朗たちは徹底的に生徒会の攻こう撃げきを受けることになるだろう。これまでのグレーゾーン的な存在が、完全な「敵」となるのだ。
（そうなったら……）
　だがそうする間に、新たな動きが生徒会側に。
「ここは通さぬぞ！」
　櫓門の屋根の上に、陣じん羽ば織おりを素す肌はだにつけた長い髪かみの少女の影かげが現れる。
　ひとりだけではなかった。櫓門の屋根だけでなく、そこから続く塀へいの屋根のあちこちに、総勢十人もの少女たちの影。いずれも刀や鑓やり、あるいは弓といった得物をたずさえ、かまえている。
「生徒会の……サムライか！」
　立たち花ばな宗むね茂しげ、本ほん多だ忠ただ朝ともといった、名のあるサムライたち。また、御前試合予選で敗れた、島しま津づ紗さえ花か、大おお友とも貴たか子こら、人造サムライたちも。
　こうなると、戦力の優ゆう劣れつはつけがたくなる。「剣姫マスターサムライ」の力は、「契約」していないサムライには圧あつ倒とう的てきに勝まさるものの、数では向こうが上。最終的に排はい除じよすることができたとしても、そうとうに手こずることもありえる。そのうえ、
「あれは……！」
　生徒会のサムライ少女たちのさらに向こう、なす紺こんのシックな戦せん闘とうドレスに身を包つつんだ金色の髪の美少女が。いまは、目元を覆おおうマスクはなく、端たん正せいな顔立ちをさらしている。
「ニア！」
　宗朗が叫さけぶ。千姫と半蔵も気づいた。
　ニア＝シャルル・ド・ダルタニアンが、本丸を形成する楼ろう閣かくの破は風ふの上に立っていた。両手の巨大な両りよ刃うば剣けん、クレイモアが鈍にぶい輝かがやきを放つ。
　ダルタニアンは無言で視線を宗朗に落とす。
　その表情には複雑な影が落ちていた。慶彦と「契約」しながら、その軛くびきから逃れたがっていたダルタニアン。しかしいまは、生徒会側の「剣姫マスターサムライ」として、向かってくるならば宗朗や千姫とも戦うだろう。それが「契約」の力でもある。
「あ、ニアさんだ！　ニアさーん！」
　とつじょ、緊きん迫ぱくした場に似合わない声が響ひびく。思わず呆あつ気けにとられるのは生徒会側の隊士やサムライたちも同じだ。その声の主はもちろん、
「十兵衛！」
　十兵衛だった。
「ちょ、ちょっ……！　この空気が読めないんですの!?　これだから乳に栄養分全部吸い取られてると言うんですわ！」
　兼続もいる。
　慶彦襲撃による混乱で、いったんは宗朗たちと離はなれてしまったのを、追いついてきたらしい。
　十兵衛の、場をぶち壊こわす登場でいったんゆるんだ緊張だが、
「ぬぅ！　またも『剣姫マスターサムライ』か！」
　熊岡がうなる。
　十兵衛も兼続も「剣姫マスターサムライ」だ。してみると宗朗たちの戦力が一気にアップしたことになる。再び緊張がピークにまで高まる。
「ん？」
　十兵衛は、相変わらず、頭の上に「？」が灯ともっているようだったが。
「とにかく、よ。力ずくでも通らせてもらうんだから！」
　やはり一いつ瞬しゆん、気がそがれた千姫だったが、薙刀を握にぎり直して再び迫る。
「千姫さま、ここはどうあっても……」
「宗朗は黙だまっていて！　どうしてもというなら、契約した『将』の力で千を従わせるといいわ！　そうでなければ、下がっていて！」
　千姫に言われて、息をのむ宗朗。
（「将」の力で、だって？　それができるのか。ぼくは千姫さまに、強制的な命令で……）
　いや、と思う。宗朗は首を振った。
　宗朗は「将」と「士」の「契約」を、主従の絶対的なものとは考えていなかった。考えなかった、と言ってもいい。
　それは宗朗と「剣姫マスターサムライ」の少女たちを結ぶ絆きずなではある。しかし命令系統ではない。
「ぼくは千姫さまから離れません。最後まで、お伴ともします」
　宗朗の言葉に、千姫は、
「ま……ぁ」
　一瞬、ポッと赤くなる。が、宗朗はすぐに付け加えた。
「くれぐれも、ここでことをかまえるのが目的ではない。慶彦さまにお会いし、そうできないならばその容態を知ること、それが目的です。ですから……」
「わかってるわ。千だって頭に血が上ってるわけじゃない。手加減くらい、できてよ」
「なら、いいです」
　千姫の言葉を聞いて、宗朗は納なつ得とくした。千姫もまた、宗朗の言葉を聞くことで、むしろ落ち着いてきている。
　さっきまでの、じゃまする者は「剣姫マスターサムライ」の力で誰だれ彼かれかまわず打うち倒す、というのから、うまくかわし、いなして突とつ破ぱしようとしている。
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　放射される気の質まで変わってきていた。
「さすがですね、宗朗くん」
　これには半蔵も舌を巻く。
「ニアさんは、十兵衛がお話ししてわかってもらうの」
「わかってくれるような相手ですの？　向こうだっていざというときは生徒会の看板を背せ負おってるんですのよ。……ええい、わかりましたわ！　わたくしも加勢すればよろしいのでしょ！　ふたりがかりならなんとかあの化け物じみた武器も抑え込めるかもしれませんわ！」
　兼続までもが加わった。
「お主ら、本当にやるというのだな！　よろしい。謀反の現行犯である！　いまから正式な逮捕を宣言し……」
　熊岡がついに抜ばつ刀とうしようと、鯉こい口ぐちを切った。そのとき、だった。
　突とつ然ぜん、櫓門の潜くぐり戸どが開く。正式な門もん扉ぴではなく、人ひとりが屈かがんで通とおり抜けできる程度の、連れん絡らく用出入り口だ。
　出てきた隊士が、熊岡に走り寄る。耳打ちして、メモを渡わたした。
「な、なん、だと……！」
　熊岡の表情が、みるみる変わっていく。同時に、全身から力が抜けたように、手にしたメモを取り落としていた。
「どうしたんだ。何が書いてあったんだ!?」
　宗朗が尋ねる。
　全員が、息をのんで注視する中、熊岡が呆ぼう然ぜんとひとこと、漏もらした。
「……御おん殿とのが、慶彦さまが……亡なくなられた……」
　それだけ言うと、がっくりと膝ひざをつく。
「な！　に……!?」
　宗朗もそれだけを絞しぼり出すのがやっとだった。他に何も、口から出てこない。考えることさえ、できない。
「お兄さ……」
「御姫さま!?　御姫さま……!!」
　振り返かえると、千姫が気を失っていた。倒れるところをかろうじて、半蔵が抱だき留とめる。
「いったい、どうなって……なぜ……！」
　反問しても答えはない。わかっていても宗朗の口をついて出るのは、そんなつぶやきだけだった。
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　いっぽうの大坂城。
　勝永らに先導されて城内を歩く幸村と又兵衛。
　ほとんど灯あかりのない暗い廊ろう下かをどんどん下っていく。
　しだいに空気が冷え、幸村は思わず上着の襟えりをかき合わせた。かすかに異いし臭ゆうを感じるときもあって、小さな鼻がヒクッ、と震ふるえた。
　まるで巨大な怪かい物ぶつの胎たい内ないへ潜もぐって、進んでいくような感かん触しよく。それは進むほどに自分の身が取り込まれ、溶とかされて消化されてしまうような錯さつ覚かくさえ感じた。
（おかしい。さっきからずっと下っておる。どれだけ地の底へ潜れば気が済むのじゃ）
　そもそもこの大坂城自体が、地下の大空洞にそびえている。
　幸村は訝いぶかしみ、前を行く勝永に声をかけた。
「どこまで行くのじゃ。もう四半時も下っておるぞ」
　四半時は大げさだが、近いほどの時間をずっと歩いていた。いくら巨大な城といえ、天主しかないのだから中は知れているはず。
（まさか、地上に出ているのは天主だけで、城の本体はまだ地面の下に隠かくされているということか？）
「勝永殿どの、いかに……ぅん？」
　ここで幸村が異変に気づいた。
　勝永のようすがおかしい。いや、あとの盛親も、全登も、さっきから言葉を発していない。盛親など、ここまでうるさいくらいだったのが、まったくの無言だ。
　足取りもまるでそれまでの活気を感じさせず、どことなく生気すらないように見える。
「幸村さま」
　又兵衛が小声でささやく。幸村も目で返した。そのうえでもう一度。
「勝永殿！　かつな……！」
　呼び止める声の途とち中ゆうで、勝永が振り向むいた。盛親、全登もいっせいに。
　その目に、光がなかった。
　心すらもどこかへ置いてきたようだ。幸村と語らった勝永、つねにテンションの高い盛親、静かだがつねに闘とう志しを燃やしている全登。
　かつて数百年まえには盟友だったはずの彼かの女じよたちの魂たましいの息い吹ぶきは、初めて会ったときから幸村に伝わってきた。
　だがそれがいま、いっさいない。
　勝永が口を開いた。
「……御方さまがお会いになられる。名めい誉よなことだ。幸村殿もいっそう励はげまれるがよい。御方さまは徳川の世を終わらせ、この世に豊臣の極ごく楽らく浄じよ土うどをお作りになる。そのために命を投げ出すのは武ぶ勲くんの誉ほまれ。末代までの名誉である」
　しゃべっているのに、ほとんど口が動いていない。虚うつろな視線は幸村を見ているようでも、その向こうの空間に注がれているようでもある。
（これは……）
　心を奪うばわれている。取とり憑つかれていると言ってもいい。そしてそんなことをする相手は……ひとりしか考えられない。
「何を言うておる。目を醒さませ、勝永！　おぬしらはその者に操あやつられておるのじゃ！」
　幸村は言うが、勝永らの反応はない。幸村は続けて、
「徳川を排除して新しい自由な世をつくる。そのために豊臣恩おん顧この我らがこの世に顕あらわれたのは偶ぐう然ぜんではない。じゃが、それと豊臣の専制政治を復活させるのは話が別じゃ。そんなことをすれば、こんどは民たみが豊臣を憎にくむようになる。我らが望むのはそうではないはず。真に民主的な……」
「勘かん違ちがいをしているのは幸村殿、あなたのほうだ。民衆は愚おろかで怠たい惰だで欲深である。彼かれらの好きにしていれば、いずれこの国は滅ほろびる。愚かな者どもを導くのは我ら選ばれた者のみ。そのためにはあらゆる手段をこうじるべきであり、そのために嘘うそ、策さく謀ぼう、その他の非合法的手段も積極的に用い、何らためらうべきではない」
「何、じゃと……」
「もうよかろう。徳川だの豊臣だの、ただの言葉遊びだ。真に必要なのはこの国を統すべるただひとりのお方。御方さまただひとり……」
「それではお主らは……いや、そなたは最初から……！」
　そなた、と幸村が言ったのは、勝永の向こうにいる「その者」。勝永の口を通していま幸村と語らっているであろう「御方さま」その人だ。
（やはり、こやつ……）
　そして幸村はすでに、「その者」の正体を正確に見み抜ぬいていた。いや、見抜け過ぎるからこそ、逆に……、
「そうだ。我らが御方さまこそ……淀よど君ぎみさま……！」
　そう言う勝永の顔が、ヌーッと笑った。それまで無表情だっただけに、異様に映る。見ると、盛親、全登も笑っていた。明らかに同じ者に操られている。同じ操られ方をしている。
「やはりその名か、淀君！　そこにおるのであろう！」
　幸村の言葉に応こたえるように、勝永たちの背後にゆらり、影が現れた。影は十二単に身を包んだ女によ人にん。長い髪が足元にまで広がっている。
　淀君、その人だ。
　前まえ髪がみに隠れてその表情はよく見えない。が、唇の朱しゆだけはしたたるほど鮮あざやかに濡ぬれ光っている。
　又兵衛が思わず、鑓を身構えようとして躊ちゆ躇うちよした。
　幻まぼろしであることはわかっている。だが淀君の存在は豊臣恩顧のサムライにとって大きな存在感を持っている。それが、よい意味だけでないとしても。
「よい、又兵衛。わらわはとて心は同じ。なればなお、淀よど殿どのに問いたき儀ぎあり！　豊臣方のサムライを操り、豊臣を待望する市し井せいの人々の希望を利用し、そなたの目指すものとはなんじゃ！　己おのれが欲望を満たすためだけではないのか！」
　幸村が叫んだ。場合によっては相手が淀君であっても、対決を辞さない覚悟だった。淀君が首をかしげた。
「あら、ちょっと……うるさい子でありんすねぇ。わちきに対して、そのような物言い、失礼でありんすえ」
　言葉使いも変わってきている。ペロッと出した舌の赤さが、薄うす暗くらがりの中でイヤになるくらい目立った。
「答えられぬのか。ならば、さらに問うがの。わらわと又兵衛をこんなところへ連れてきてどうするつもりじゃ。おおかたおぬしの欲望の、片棒を担かつがせるつもりじゃろうがそうはいかぬわ。わらわはいま、はっきりわかった。おぬしと行動をともにすることは、未み来らい永えい劫ごうない。わらわはわらわのやり方で、自由な世を作る手助けをさせてもらう」
（わらわの仲間と……いっしょにな）
　幸村の脳のう裏りに宗朗の顔が真っ先に浮うかんで、思わず赤くなる。ぶんぶんと首を振るが、もう遅おそい。それを隠すように、続ける。
「ま、まあ、ともかくじゃ！　おぬしとはいっしょにやる気はない。手先になるのはもっと御ご免めんじゃ。わかったら、帰らせてもらおう。そんなふうに勝永らを操るのも気色が悪いわ。早晩、解放してやることじゃ」
　それだけ言うと、幸村は又兵衛に目で合図する。又兵衛が小さくうなずいた。
「ウキ！」
　佐さ助すけもどこか怒おこったように声を上げる。ふたりがきびすを返す、というところ、
「待ちやれ。わちきの手の内に入らぬとな。すなわちわちきの敵でありんすえ。敵であるところの幸村、おんしをただで帰すと思うかや」
「ただで帰さねば、なんじゃ。ここでひと勝負するというなら受けて立つぞ」
　ジャ、と大鉄てつ扇せんを広げて見せる幸村。又兵衛も油断なく五丈じよ鑓うやりをかまえる。
「おぬしら、操られたでくの坊ぼうのサムライが、どれほどの剣姫マスターサムライだとしても、この幸村とそこなる又兵衛の敵ではないと知るがいいわ！」
　でくの坊のサムライ、とは勝永たちのことだ。いつでも大鉄扇を飛ばして勝永たちを打ち倒す、と幸村が動きを見せた刹せつ那な、
「おんしらはただでは殺さぬえ。苦しんで苦しんで、生きているのを後こう悔かいするくらい、いっそひと思いに殺してくれ、と懇こん願がんするくらい、うんと苦しめてくりゃるわ。ひゃっひゃっひゃ！」
　淀君が異様な笑いを見せると同時に、開いた口から舌を大きくはみ出させた。
　蛇へびが、用もないのに舌をチロチロと見せる、そんなふうにも似た仕草。が、その舌の中央に、
「五ご芒ぼうの星……じゃと？」
　徴しるしが舌に刻まれていた。だが幸村や十兵衛の剣姫の徴マスターサムライが、鮮かに肌はだに浮き出した桜色の痣あざだとすると、まるで焼き印のように禍まが々まがしい。
「おぬし、まことに淀殿か!?　いや、そのような姿……」
　幸村が皆みなまで言うよりも、淀君が速かった。
「墜おちやれ！　ひとりとして這はいだした者のない地じ獄ごくの穴へとな！」
　言うと同時に、幸村の立っていた床ゆかが大きく下へ向かって開いた。
「何！　じゃ……と！」
　足場を失い、落下する幸村。
　さすがの剣姫マスターサムライも不意を衝つかれた。とっさに穴の縁ふちに向かって飛ぶことはもちろん、鉄扇を投げて反はん撃げきすることも、ロープ代わりにからめることもできない。
「幸村さま！」
　迷わず又兵衛が跳とんだ。幸村を追って穴へと飛び込む。空中で幸村をつかむと、その身に抱きかかえて、一直線に落ちていく。
「これは手間がはぶけたというもの。ひゃっひゃっひゃひゃ！　あとでようすを見に行ってやるでありんす。指の一本一本をへし折り、全身の骨を砕くだいてやるか、それとも薄うす皮かわを一枚一枚剥はぐか、ひゃっひゃ、ゆっくり考えてやるからの。楽しみに待っているでありんす」
　そこまで言うと、淀君の幻げん影えいが消えた。勝永の顔からも表情が消える。まったくの無表情に戻もどった勝永たちが、廊下の奥おくへと進んでいく。
「ゥ、ゥキ！　ゥキキ……！」
　すっかり人ひと影かげがなくなったのを見計らうように柱の陰から顔を出したのは佐助だった。
　幸村を追って又兵衛が飛び込む瞬しゆ間んかん、佐助を肩かたから払はらい落としていたのだ。もちろん、佐助を助けて、この場に残すためだ。
「ゥキュゥ……」
　幸村たちが落ちた穴の縁に手をかけ、漆しつ黒こくの闇やみを見下ろす佐助。
　しばらくけんめいに底を覗のぞこうとしていたものの、ブルッ、怖おじ気けを振るったと見えると、穴から飛とび退のいた。
「ウキュ、ウキュキュ……！」
　怖こわい物を見た、というように震えながら壁かべにへばりついた。
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「始末、なさいましたか」
　尊保が淀君に言う。
　大坂城大天主最上階、高こう欄らんの間。薄暗がりの中に、淀君と尊保のふたりだけがいた。
　暗がりを好むのか、部屋の中に灯りはない。各層の軒のき下したに吊つるされた行あん灯どんだけが青白くかすかに室内を照らしている。
　淀君と尊保のふたりの影が、長く延のびていた。淀君の十じゆ二うに単ひとえがたっぷりと広がって、色のない世界にそこだけがとりどりの錦にしきで彩いろどられている。
「あの程度で『剣姫マスターサムライ』をどうにかできるとは思っておらぬでありんす。おそらくはいまごろ、地下の石牢ろうに閉じこめられているはず。あとでたっぷり楽しませてもらうこととするでありんす」
　ゾッとする笑いを見せる淀君。
「この城の中にいる限り、彼女たちは本来の力を発揮することはできません。御お方かた様のお力が城に満ちて、剣姫マスターサムライの能力を奪い取っておしまいになる」
　尊保が言って、やはり笑った。
　ふたりの間には、毛もう氈せんが敷しかれた上に水盥だらいが置かれていた。いま、水盥の水面がボゥッと光って、覗き込む淀君の顔を下から照らす。
「ときに尊保や。慶彦を弑しいしたのはまことでありんすかえ」
　ふと、淀君の口調が疑問を孕はらんだものに変わる。尊保は怪け訝げんな表情を見せた。
「間ま違ちがいございません。わたしが手配いたし、勝永らを使って仕上げました。全登の匕あい首くちが慶彦さまの背中を深くえぐったところは、わたしも遠眼鏡で見ていましたゆえ」
「さても面めん妖ような。それがまことであれば、慶彦を示すこの星座には、とうに凶きよう星が訪おとずれているはず。それがどうでありんすえ、いまだに煌こう々こうと輝いているでありんす」
　そう言う水盥に映る星々は、光こう芒ぼうをときに強く、ゆらゆらと光を発している。が、不意に暗く翳かげりもする。
「これは……まだ慶彦さまのお命、あるのやもしれません。しかしながら、それは危あやういものにて、このように瞬またたいているのではないかと」
　尊保の言葉に、わずかに焦あせりが感じられた。それを見み透すかすように、淀君がふーっ、とため息をつく。
「さようでありんすか。慶彦の命、まだ尽つきぬというのであれば、次の手を打つにも決め手を欠くでありんす。はてさて、いかがいたしたものでありんすやら」
　水盥から顔を上げると、にっこりと笑った。
　平伏ふくしている尊保からは、淀君の姿がまるで圧するように迫せまって来る。みるみる大きくなり、部屋中を包み込むように感じる。
「ぁ……ぁ！」
　パチン、と音がした。淀君が手にした扇せん子すを鳴らした音だ。と同時に、淀君の身体はもとに戻っていた。いや、もとから動いても、大きくなってもいない。すべては錯覚。尊保の錯覚なのだ。
　尊保は額に滲にじむ汗あせを感じながら、言った。
「さすればこの尊保、いまいちど慶彦さまの容態を確かめて参ります所存。淀君さまにいまだ心労をおかけいたしますが、あと少し、ご辛しん抱ぼうを」
　あらためて平へい伏ふくする。
　淀君は尊保の背中を眺ながめながら、ひゃっひゃ、と笑った。
「よい。そのように怖がらずともな。おぬしとわちきの仲でありんす。ふふふ、もしも慶彦がまだ生きておったら、そのときは、わかっているでありんすなあ」
「はい。間違いなくとどめを。今度こそわたしの手で」
「たのんだぞえ尊保、いや……ふふふ、ひゃっひゃひゃ……！」


「……許さない」
　ぽつり、とつぶやく声に、半蔵が気づいた。
「御お姫ひいさま、お目醒めになったのですね！」
　生徒会棟本丸の医務室。ベッドに寝ねかせられた千姫の傍かたわらには半蔵が、涙なみだぐんだ顔にようやく笑えみを浮かべた。
　慶彦死す、の報を耳にして千姫が倒たおれ、そのまま医務室に運ばれたのだ。結果的に、生徒会棟に入ることはできたわけなのだが……。
「お兄さまは!?　お兄さまの……」
　亡なき骸がらは、とは言いたくない。半身を起こす。千姫の言葉が詰つまった。
「慶彦さまは、学園の大学病院のほうへ搬はん送そうされたそうです。一度はここへ……この場所にも運ばれたそうなのですが、やはり傷が深いということで……」
　半蔵もまた、目を伏ふせる。
「……お兄さまが、ここに……」
　触ふれていたシーツを、その手がギュッとつかむ。半蔵が肩を貸して、千姫がようやく立ち上がった。その肩に半蔵が、上うわ掛がけを掛かけた。
「千姫さま、気づかれましたか」
　ベッドを仕切っているついたての向こうで言うのは宗朗だ。
「いるの？　宗朗。入って。ううん、千がそっちへ行くわ」
　半蔵の腕うでを、もういい、と解いて、千姫がついたてを開く。
「あ、まだこっちは……！」
　宗朗が止めようとした。が、もう千姫はついたての向こうを見てしまっていた。
「な、何よ、これ……」
　床一面が血に染まっていた。治ちり療よう用のベッドはもちろん、壁にまで血が飛び散っている。血を拭ふき取ろうとした跡あとまでが生々しく残っていた。
「御姫さま！」
　いっしゅんふらついた千姫を、半蔵が受け止める。しかしその腕を振ふり払って、千姫はベッドまで歩いた。
「ここに、お兄さまが」
　最初に慶彦が搬送された場所なのか。おびただしい血の跡は、慶彦のものとしか考えられない。
「千姫さま、ここにいてはお身体にもさわります。いったん道場へ戻って……」
　宗朗が言うが、千姫はじっと血の染しみこんだベッドを眺めて動かない。
「許さない……豊臣のサムライども、絶対に許さないわ！」
　絞り出だすように言うと、燃えるような瞳ひとみを上げる。涙はなかった。悲しみを闘志に代えて、その力で立っている。
「連中はどうしたの？　生徒会の、旗本親衛隊で足取りを」
　半蔵に向かって言う。
「は、はい。いま、全力で捜そう索さくしている、とのことです。風紀委員会のくノ一たちも全員、出しました」
　返す半蔵に、千姫は指示する。
「おまえも出なさい。それに……あのおチビちゃんはどうしたの」
　それが幸村のことを言っているのは明らかだ。宗朗も、半蔵もそれはわかっている。が、いまは考えるのが苦しい。
「そう。やっぱりなのね。豊臣方のサムライたちといっしょに逃にげたということ。ほら、そうじゃない。けっきょく豊臣の手先なのよ。いままで道場で、いっしょに生活していたから、知らないうちにだまされていたのよね」
「千姫さま、幸村は、まだ……」
　宗朗が取りなそうとする。だがそれを千姫は、その鋭するどい瞳とともにきっぱりとはね除のけた。
「なにを言ってるの？　宗朗、おまえも見たでしょう。おチビちゃんたちが豊臣のサムライたちに交じって生徒会の親衛隊と戦っているところ。あの騒さわぎのまえから、そういえばおチビちゃんの態度が変だったのよ。千も最初は巻き込まれただけかと思っていたけれど、最初から荷か担たんしていたんだわ！」
「いや、そうと言い切るのは」
「あの……」
　そのとき、半蔵が言いにくそうに、手にした物をかざして見せた。
「なに、それは」
　塩ビ袋ぶくろの中に、電脳携けい帯たいが入っていた。
「御ご前ぜん試合の、豊臣方チームのいた場所に落ちていたのを、わたしの部下のくノ一が見つけて届けてきたんです」
「それ、って」
　その携帯に宗朗は見覚えがあった。ときおり外出するときに、外から電脳網もうに入ってなにやらするために、幸村が持っているもの。あるいは又兵衛に持たせているものだ。
『株価は生き物じゃからのお』
　ようは幸村の資金源である、株の売買に使われるらしい。
（幸村の……いや、でも）
「電脳携帯なんて、同じものがいくつもあるんだし」
「いいえ、じつはこの携帯の個人データを見てみました。使用記録も。それによると……この携帯電脳の持ち主は、幸村さん。そして、使用記録によると、あの騒ぎの発ほつ端たんとなったスピーカーからの異音、それにどうやら関係するらしい、アクセスが……」
　慶彦襲しゆ撃うげきの直前、試合場に設置されたスピーカーがいっせいに異音を発するというアクシデントが起こった。
　異音といっても、まるで聴ちよ覚うかくを蝕むしばむような音波で、一いつ般ぱん生徒の中には気分の悪さから倒れたり、意識を失う者も続出する。
　結局この異音騒ぎがもとで警備が乱れ、盛親の鑓の一いち撃げきを許すことになった。それを仕組んだのが幸村だったとしたら……。
「そう……そうね。ようやくわかったわ。あのおチビちゃん……いいえ、幸村はわたしたちの敵、お兄さまを殺した、敵なのよ！」
「千姫さま！」
「違ちがうと言うの？　千が何か間違っているなら、はっきり言いなさいよ、宗朗！　いい？　幸村は豊臣方と結けつ託たくして……ううん、一員としてあの騒ぎを起こした。お兄さまを殺す計画を事前に知っていて、千たちに黙だまっていたのよ！　これが裏切りでなくてなんなの？」
　もはや、幸村、と言い捨てる千姫に、それまでの感情はなかった。
「確かにそう、だけど。でも、幸村にもきっと事情が。それを幸村自身の口から聞くまでは……ぼくは、決めつけられない」
　宗朗が言う。その表情に苦くじ渋ゆうがにじみ出ていた。
「はっ？　何言っているの？　宗朗、おまえ、この期ごに及およんで幸村を信じるとでも言うの？　そんなバカなこと……」
「……信じる。信じます。ぼくは幸村を、信じる」
「宗朗くん……」
　半蔵も、宗朗を見る。
　千姫はイラついたように眉まゆを尖とがらせた。
「そう。そんなにあの幸村がいいのね。いいわ！　だったら宗朗、おまえも千の敵なんだから！　口だけじゃないわよ。本気で……」
　自身が寝かされていたベッドの横に立てかけられていた薙なぎ刀なたを手にすると、宗朗に刃やいばを向ける千姫。
「御姫さま！」
「許さない。お兄さまを殺した豊臣は許さない。その豊臣に味方するなら、宗朗、おまえも許さないわ！」
「違う！　違います。幸村だから、じゃない。ぼくは、ぼくの友だちを、事情も聞かずに疑ったりはしない。ぼくと契ちぎったみんなを、みんなのことを、信じてる。それは千姫さまでも同じです。もし何か千姫さまに起こったとしても、ぼくは疑うよりも、信じることをしたい。それだけの繋つながりが、ぼくたちにはあるはずだから！」
　宗朗の言葉と、真まっ直すぐにぶつかってくる瞳は、千姫を一いつ瞬しゆんの間止めた。みるみるその頬ほおが赤くなっていく。が、それに気づいた千姫が、急いで首を振る。
「な、何を言っているのよ！　調子のいいことを言ったって、ごまかされないんだからね！」
　そう言うと、自身を叱しつ咤たするように表情を険しくする。とはいえまだ頬に赤みが残っていたのだが。
「わかったの!?　わかったなら、千を行かせなさい。それとも『将』の力で千を思い通りにするの？　やれるなら、やってみるといい。どんなことをされたって、千はきっと、お兄さまの仇かたきを討うつんだから……！」
　やはり千姫の決意を覆くつがえすことはできないのか、宗朗も半蔵も、そう思ったときだった。
　ポン、ポン、パチパチパチ。
　気の抜ぬけるような拍はく手しゆの音。まるでバカにされているような、そんな響ひびきに千姫が鋭い視線を向ける。宗朗も半蔵も、その拍手の主を振り返った。
「やぁ、じつに勇ましいね。うん。なんだかぼくも、グッと来ちゃったよ。たまには死んでみることだね」
　その声。そしてもちろん、見慣れたその容姿は……。
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　武應学園の本城ともいえる、生徒会棟本丸から隔へだたること数百メートル。そこに学園の大学校舎があった。
　各学部棟、教員棟などに交じってある医学部と大学病院。学園大学の規模は本城をもしのぐほどで、防衛上はいわば出丸、支城の役割を果たしている。
　いまこの大学病院の集中治ちり療よう室しつに、慶彦の姿があった。
　すでに手術は終わったのか、多くの点てん滴てきや酸素吸入器が繋がれ、その身体は包帯やギプス、それにチューブとパイプに覆われて、素す肌はだが見えないほどだ。
　厳重な警備に護まもられているはずの大学病院の建物、ましてこの治療室のある最上階が、なぜかいまはほとんど無人だった。
　通気口から流れる空気に、ほんのわずか香かおりが混じっていた。
　いつのまにか最上階のフロア全体に充じゆ満うまんした香こうが、それを吸い込む者の神経に作用してひどいだるさや眠ねむ気けをもたらす。
　瀕ひん死しの慶彦を護るために、この階だけで二十人以上の親衛隊の隊士が詰めていた。しかしそれらのうち、かろうじて控ひかえ室しつなどに戻れた者はまだいいほうで、廊ろう下かにそのまま倒れる者も続出していた。異変を本校舎へ伝えることもできないまま。
「……だらしない、ものですね」
　廊下を塞ふさぐように伸びた隊士の身体を避よけながら言う、それはかつて生徒会ナンバーツー、書記長の要職にあった松平尊保だ。
　いまだ尊保が裏切ったことを知る者はほとんどいない。そのためもあって、この大学病院へも大っぴらに入ることができ、工作を容易にしていた。
「慶彦さま、あまり手間をかけさせますとこちらも淀よどの御方さまの手前、荒あらっぽいことをしなくてはなりません」
　誰だれにともなく言うと、集中治療室のドアを開け放つ。
　患かん者じやのためか、いまは照明を暗めに落とした室内に、機器類のＬＥＤなどが緑や赤の灯あかりを灯ともしている。セットされたディスプレイに、心しん拍ぱくや脈みや拍くはくを示す数値、それに心臓の動きを表すドットが波打ちながら、尾おを引いて流れていた。
　ピッ、ピッ、と電子音がリズムを奏かなでる。
　尊保は慶彦のベッドに近づく。傍らに立つと、その身体を見下ろした。
「ずいぶんお変わりになられましたね、慶彦さま。それに、こんなに多くの機械に繋がれて、さぞ苦しいことでしょう。それもいま、終わりにしてさしあげます」
　慶彦の口もとには呼吸のためのマスクがつけられて、顔の半ばを覆おおっている。わずかに目元は見えていたが、その目ま蓋ぶたは重く閉ざされていた。
「思えば、わたしをずいぶんと重用してくださった。数ある小こし姓よう出身の者たちよりも、この武應学園中等部で初めて会ったわたしを見いだし、側において生徒会の書記長にも抜ばつ擢てきしてくださった。感謝していますよ。おかげでずいぶんわたしも仕事がやりやすくなった。慶彦さま、あなたという人をたっぷり観察することも、できました」
　尊保はすっぽりと身体を覆ったマントの内側へ、手を差し込む。
「せめて、苦しまずに。わたしからの、たむけです。徳川慶彦……」
　マントの中の手を、尊保が取り出そうとして、固まった。その手首をつかむ者がいたからだ。
「な……に！」
　思わず自らの腕を見る。その手首を握にぎっていたのは、
「慶彦……さま!?」
　つい、まだ「さま」を付けてしまっていた。尊保が視線を慶彦の顔へ上げる。そこでまたショックを受ける。
「……！」
　慶彦が、目を開けていた。口のマスクはそのままに、目だけが見開かれて、尊保を真っ直ぐに見つめている。
「ぁ、ぅ……！」
　尊保の表情が驚おどろきに変わる。恐きよ怖うふの色すら浮かんでいた。
「な、なぜ、いや……おまえは、誰だ。慶彦ではないな！」


「お兄さま!?」
「慶彦、さま……！」
　医務室に現れた慶彦は、ふだんどおりの姿だった。
　特別あつらえの制服をローブのように着こなしている。顔にかかる長い髪かみをかき上げる。するどい目が、しかしどこか冗じよ談うだんめいて笑っていた。
「お兄さま……ま、まさか……？」
　驚きのあまり、千姫が言葉が出せずにいる。その肩を慶彦が抱だいて、
「本当の、本物だよ。ははは、疑ってるなら、いくらでも証しよ拠うこを見せてやってもいい。そうだなあ、小さいころのことで言えば、千は六つになるころまでオネショが止まらなくて、幼よう稚ち舎しや年長組のお泊とまり会に行くのが怖い、って泣いてたこととか、どうだい。オネショを治そうって、愛宕あたご神社からお守りを取り寄せて毎日一いつ生しよ懸うけ命んめいお祈いのりしてたっけ。かわいかったよねえ」
　思いもかけぬ暴ばく露ろ話をサラッと言ってのける慶彦。
「な、な……何、を……!!」
　あっと言う間に千姫が、見たこともないほど真っ赤になった。聞いていた宗朗や半蔵までもが赤くなる。
「千姫さま、そんなことが……」
「御姫さまの……」
　半蔵は別の意味でも頬を染めているようだ。
「どう？　本当にぼくだろう？　これで証明できたかなあ」
「そんなことで証明してほしくありません！　なんで千のそんな、オネ……な、なんて、言わなくていいですから、もおおおお！」
　プーッと膨ふくれる千姫が、慶彦の胸をポカポカ殴なぐった。殴りながら、その目め尻じりにみるみる涙がたまって、ひと筋こぼれ落ちた。
「御姫さま……」
　半蔵ももらい泣きしている。
「でもうれしかったよ。我わが妹が、ぼくのためにあんなに悲しんで、怒って、仇を討つとまで言ってくれるなんて、さ」
　まだ駄だ々だっ子このように胸を叩たたいている千姫を、包つつみ込むように慶彦が抱きしめる。
「ぁ……」
　千姫もまた、安心したようにその胸に顔を埋うずめた。
「よかった……」
　ようやく宗朗も、言葉を発することができた。あまりの展開、そのうえあまりの暴露話に、反応することすらできなかったのがようやく解けたような気がする。
　まずは安あん堵ど。そしてムクムクと湧わき上がってくるのは多くの疑問。
　それにもまた、先回りして慶彦が口を開いた。
「ぼくが本当に死ぬとでも思ったのかい？　豊臣の連中にやられるとでも？　ふふふ、よく考えてみればわかることさ。ぼくが御前試合をわざわざ催もよおしたその理由を、ね」
「それは、ぼくたち柳生道場の……」
（いや、違う。それは表面的な理由だったんだ。慶彦さまの真の目的は……）
　宗朗も気づいた。
　御前試合に、いわば隙すきだらけの姿をさらす生徒会長。それを事前に公表することで豊臣方のサムライたちをおびき寄せる。現に勝永らが、このときを逃のがさずと現れ、慶彦を襲しゆう撃げきしてきたではないか。
「では、すべて計算ずくだった、ということでしょうか」
　半蔵が言う。半蔵もまた、衝しよ撃うげきを受けていた。
「まあ、明石が後ろから来るとは思わなかったけれどね。しかし、あの鑓やりに関しては予想がついていたから、百パーセント防ぐことはできる計算だったよ」
「百パーセント、防げる……」
　慶彦の言葉に、宗朗はなぜかザラッとした違い和わ感かんをおぼえた。しかし千姫はまだ、慶彦が無事だったことのうれしさに満足してしまっている。
（あの鑓から慶彦さまを護るために、親衛隊の隊士が何人も犠ぎ牲せいになったはず。この部屋の血の跡は……それに……）
　宗朗がそれに気づいたとき、千姫と半蔵もまた、思い至っていた。
「じゃあ……」
「では……」
　本物の慶彦がここにこうしている。ならば全登の凶きよ刃うじんに倒れたのは影かげ武む者しやなのか。その影武者とは……。
「あの『慶彦』さまは、いったい……!?」
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「おまえは、誰だ……！」
　言うなり、尊保はつかまれた手首を振りほどきながら飛び退すさった。その尊保の向こう、ベッドの上で「慶彦」がゆっくりと半身を起こしていた。
「あなただったのですか……松平尊保、その正体、ただの生徒会役員ではないと思っていましたが」
　呼吸用酸素のマスクを口からはずす。ベッドから脚あしを下ろし、床につく。その間も目はまっすぐに尊保を捉とらえて離はなさない。
「その目……」
　尊保が言う、その目、とは。
「慶彦」のふたつの目。ひとつは翠みどり。そしてもうひとつは、燃えるような、血の赤に揺ゆらめいている。
「まだわかりませんか。いや、わかっているけれど、認めたくないのですか。おのれの、失敗を」
　そう言って笑う「慶彦」はもうベッドから下りて立ち上がっている。
　全身のあちこちが包帯に巻かれていた。とはいえ、手て脚あしなどはほとんど剥むき出しだ。
　その手脚が、あきらかに男のそれではない。
　それまで毛布に包まれていた胸。たっぷりと盛り上がって、巻かれた包帯を押おし退けている。
「その姿……義仙か！　柳生……」
「いかにも、です」
　そう言うと「慶彦」＝義仙は笑った。顔の、アゴのラインに手をかける。そこからグルッと剥き上げるように、薄うすく張り付いていた変装を取り去った。
「わたしは柳生義仙。気づくのが遅かったようですね」
　バサッ、と背中まで届く銀色の長い髪が現れた。眼帯こそないが、そこに現出したのは紛まぎれもない柳生義仙だ。
「影武者、だと。慶彦の影武者をおまえが務めていたというのか」
「その通り。この襲撃は最初から慶彦さまの看破されていたこと。そこに本物の慶彦さまがいらっしゃるわけがない。この義仙が影武者となって、おまえたちが襲おそってくるのを待っていました」
　ゆらっ、と義仙が歩くと、尊保が一歩、二歩と下がる。もう背中の後ろはすぐに壁だった。
「だが、襲撃は成功したはず。全登の匕首がおまえの背中を突つき刺さすのを、わたしも遠眼鏡で見た。それに全登自身、その感かん触しよくを感じている。刃は物ものが肉を突き刺し、骨に当たるその感触を」
　もしかすると重じゆう傷しようを負ったのは確かなのではないか。慶彦ではなかったが、影武者の義仙が代わりに刺されたのなら。
「ふふ、義仙が怪け我がをしたのか、知りたいですか？」
　だがその身のこなし、表情は明らかに、深手を負っている者のそれではない。
　義仙はわざと、首のあたりの包帯を解といた。とたんに緩ゆるんで、垂たれ落ちる胸回りの包帯。義仙は胸を押さえると、尊保に背中を向けた。
「……ない。傷が……どこにもない、と」
　腰こしの辺りまで包帯は垂れ落ちて、義仙の裸はだかの背中がすっかり見える。髪までもかき上げて見せる白い背中に、醜みにくい匕首の傷口はまったくなかった。
「どうやったか？　簡単です。あの明石とやらは、刺す直前にわたしを見た。義仙のこの目を、見たのです」
　そう言ってふたたび向き直る、剥き出しの義仙の目。その色いろ違ちがいの目を見て、尊保はハッと気づいた。
「魔ま眼がん……！　そうか。その目で全登の……！」
　わかってみれば簡単だった。
　全登が凶刃を振るう直前、義仙の扮ふんした慶彦は振り返かえった。肩かた越ごしに全登を見る義仙の目。全登の視神経に飛び込み、魔眼の力は一瞬にして、認にん識しき力りよく、筋力、それらのコントロールを奪うばい取とる。
　結果、全登の振り下おろした匕首は絶ぜつ妙みような距きよ離り感で義仙の背中を滑すべるようにかすり、ごく浅く切きり裂さいた。
　勝永たちの襲撃は予想されていたので、義仙は全身に血ち糊のりを仕込んでいる。
　加減された全登の匕首が制服とその下の血ちの糊りぶ袋くろだけを切り、激しい出血とともに義仙は倒れた。
　そして切った当人の全登には、偽いつわりの感触もしっかり残っている。ほんとうに匕首を心臓まで突き立たてた、その応こたえ。肉を切り裂き、切っ先が肋ろつ骨こつに当たって滑り、さらにその先へと潜もぐり込んだ。そう確信させるものだ。
　全登はだから、嘘うそは言っていない。
　確実に慶彦を殺したと思い、それを勝永らにも伝える。その確信は同じサムライどうし、勝永と盛親にも共有されて、事の成功を疑わない。そうして大坂城へと引き揚げて行った。
「なるほど、そういうことか。魔眼ね……よくやる。そのうえでこのわたしをおびき出そうと」
「襲撃が失敗したとわかれば、それを確かめに来るのはわかっていました。対外的に、慶彦さまが絶命した、と流しておけばなおさらのこと。あとは誰が来るか。失敗した全登や勝永であるはずがない。となれば、彼かの女じよたちを操あやつっている者。あるいはその者に極きわめて近い者しか、ありえません」
　ゆらっ、と義仙が近づいてくる。
　半ば解とけ落ちた包帯の下、たっぷりと覗のぞかせた胸が一歩ごとに揺れる。濃こい肌はだの色がわずかな照明の下で見せる微びみ妙ような陰いん影えいが、ひどく妖よう艶えんに映った。
「さすがは慶彦さま、と言うところか。すべて見通していた、とね」
「そのとおりです。今回のことは、本当の敵であるおまえたちをあぶり出すこと。御前試合も、わざわざ警備の薄いところへ慶彦さまを曝さらして見せたのも、すべてはこのため」
「我ら、豊臣方を手玉にとった、と？」
　尊保が言うと、義仙は軽けい蔑べつしたように笑った。
「おや、この期に及んでもまだ芝しば居いを続けるつもりですか。そもそも『豊臣方』など、ありはしないのでは。『豊臣方』を騙かたる者がいるだけ。それは、世の『豊臣待望』の空気を利用し、あまつさえ味方につけようというものかもしれませんが、しょせんは薄っぺらな偽ぎ装そうに過ぎない。本当の敵は、『豊臣派』でも『豊臣方』でもない、『豊臣家』そのものでももちろん、ない……」
　義仙はもはや尊保からも手の届くところにいた。尊保のほうは、壁を背にしてもう下がる余地がない。
　追おい詰められた、と見えたところ……、
「いい読みだ。だが、これは……！　予想できた、か！」
　言うや、尊保がマントの内側に入れていた両手を抜き放つ。同時に、長く大きなマントを一気に脱ぬぎ捨すて、義仙へと叩きつける。
　マントを避けて跳とんだ義仙に向かって、ふたつの銀色の筒つつ先さきが向けられる。義仙が目を見張った。だがそれは、自身を捉えた銃じゆ口うこうに対する驚きだけではなかった。
「貴様、女、ですか……!?」
　尊保の姿が一変していた。
　緋ひ色いろのロングコートとその下には、身体にぴったりと張り付いたボディースーツ。そのスーツが、たっぷりとした胸の膨らみをあますところなく露わにしている。
　容よう貌ぼうまでも変わっていた。
　変装とも違い、それは顔を変えるものではなかった。しかしいままでどこまでも松平尊保として男ふうに作られた顔が、眉は細く、唇くちびるは朱あかく、髪は、これまでも長いものを結ゆわえていたのが、豊かに広がってより女子らしく見せる。
「つまりは『豊臣』の……いや、『その者』の『剣姫マスターサムライ』だと？　貴様は……」
　義仙の問いに、かつて尊保だった女子は笑って答えた。
「いいだろう。この姿、見られたからには、教えてやろう。自分を殺す者の名くらい知らなくては、未練が残るだろうからな。これから行く黄よ泉みでも肩かた身みが狭せまかろう。聞くがいい。……我が名は、由ゆ井い民かき部べ之のす助けた橘ちばなの正しよ雪うせつ……！」
　名乗りを受けて、義仙の顔が怪け訝げんに陰かげる。
「由比……正雪。なるほど、そういうこと、でしたか」
　由比正雪とは、いわゆる由比正雪の乱と呼ばれる慶けい安あんの変を引き起こした江え戸ど時代の軍学者である。
　江戸と大坂で同時に蜂ほう起きし、江戸幕府の転てん覆ぷくを狙ねらったが謀はかりごとは事前に漏もれ、正雪は自じ刃じんして果てた。なお正雪の父母ら一族係けい累るいをはじめ、かねてよりの後こう援えん者しやなども全員が捕とらえられ、磔はりつけ、斬ざん罪ざい、獄ごく門もん、女子は賤いやしい身分に貶おとしめられるという苛か烈れつな刑けい罰ばつを科せられた。
　由比正雪の魂たましい、それは江戸幕府と徳川家への計り知れない恨うらみを呑のみ込んでさまよい、そして、
「サムライとして転生した。いえ、召しよ喚うかんされたのですか……」
　義仙のつぶやきは、もはや正雪には聞こえていなかった。
「終わりだ！　慶彦さまではないおまえに恨みはないが、じゃまするならば排はい除じよするほかない。このまま逝いってもらう！」
　間かん髪はつを容いれず二丁の短たん銃じゆうの、ふたつの引金が引かれる。
　ガギュギュギュギュルルルル……！
　轟ごう音おんとともに筒先から炎ほのおが噴ふき出した。そしてやはり銀色の弾だん丸がんが、青白い炎をまとって撃うち出されていく。
　これに対する義仙の動きは速かった。一瞬にして、床ゆかに伏ふせる。だが弾丸もまたそれを追うようにカーブした。
「……！」
　ホーミング弾だん。
　あきらかに、通常ならばありえない動き。
　弾丸はまるで、正雪の能力の一部であるように自在に操れるのか。
　しかし義仙はただ床に伏せただけではなかった。そのまま滑るように、ベッドの下へ身を隠かくす。そこまでは弾丸も追うことはできない。
　ジュッ。まるで蒸発するように、床に当たった弾丸が消えた。やはり実体ではなく、正雪の力が弾丸の姿で飛び出してくるのだ。
「隠れても無む駄だだ。こんどはベッドもろとも撃ち抜く！」
　だが正雪は驚かされる。ベッドは傾かたむきながら急に持ち上がると、正雪をめがけて迫せまってきた。いや、ベッドが投げつけられた、というのに近い。
「くっ！」
　ガギュッ！　ガギュルルルルゥム！
　正雪の拳けん銃じゆうが二度三度と吠ほえる。二丁の拳銃から飛び出す青白い弾体が、ベッドのシーツにめりこみ、貫かん通つうする。
　だが一度投げつけられたベッドの勢いは止まらず、正雪は拳銃を握った両りよ腕ううでで頭や顔をかばわなければならない。
　それが、一瞬の隙を生んだ。
　かろうじてベッドを払はらいのけた正雪の首に、ぴったりと当てられる鋼の刃。それも、完全に首を挟はさみ込んでいる。
「大、鋏ばさみ……！」
　義仙の得物、大鋏だった。
　一見すると分厚い刃の直刀にも見えて、鍔つばの部分が蝶ちよう番つがいになっている。
　長い柄えは上下に分かれていて、握って開くと刃も開き、大きな鋏になる仕組みだ。
「いつ大鋏を持ち込んだのか、と言いたいようですね。最初から、ベッドの裏に張り付けてあったのです」
　御前試合を装よそおって「豊臣方」をおびき寄せたのも罠わななら、こうして「慶彦」の生死を確かく認にんするために正雪がやってくるのも計算のうち。
　となれば、武器を用意していないわけはなかった。
「ぐ……！」
　正雪がうめき声を上げる。その首に大鋏の刃が食い込んでいた。鋏の銀色の金属肌にひと筋、赤い血が走って切っ先から滴したたり落おちた。
「武器を離してもらいます。指一本でも動いたら、このまま首を断たち切りますよ。義仙としてはそのほうがずっと簡単でいいのですけれど、少々しゃべってもらいたいことがありますから」
　大鋏の両方の柄に力を込めれば、てこの原理で正雪の首など簡単に断ち落とされてしまうだろう。
　正雪は青白い顔にわずかな笑えみを乗せて、義仙を見た。
「指一本、動かさなければよいのだな」
「な、に……？」
　次の瞬しゆ間んかん、まだ手にしていた正雪の拳銃が火を噴いた。が、たしかに正雪は少しも動いていない。
　わずか一ミリでも動けば、義仙は本当に大鋏で正雪の首を刈かるつもりだった。慶彦の言いつけは正雪をおびき寄せ、情報を聞き出すこと。
　が、義仙としてはどちらでもいい。殺してしまっても言い訳は立つし、慶彦の命令の本質は正雪をおびき寄せ、迎むかえ討つことだ。結果はそのときのこと。
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　しかし正雪は撃った。そして本当に指一本、寸すん毫ごうも動かしていなかった。
　正雪の拳銃には銃じゆう把はあっても引金がなかった。
　弾丸は正雪の能力で発射されるもので、物理的な火薬の発火、薬室内での爆ばく発はつなどは必要ない。当然銃じゆ弾うだんの補給や、薬やつ莢きようの排はい出しゆつもなかった。
　ギュギュギュルルル！
　撃ち出された弾丸が弧こを描えがく。広くない病室内で百八十度向きを変えると、背後から義仙に襲いかかった。
「！」
　これに対する義仙の動きも速かった。
　襲い来る銃弾は二発。しかも義仙の斜ななめ後方、右と左から来る。一度に払いのけるのは不可能と思われた。
　キン！　ガッ！
　金属音が響く。実体弾でなくとも金属粒りゆ子うしを帯びているのか、義仙の大鋏の一いつ閃せんで火花を散らしながら銃弾はふたつともまっぷたつになり、次には消えていた。
「その鋏は……」
　こんどは驚くのは正雪の番だった。
　ひとつ、と思われた義仙の大鋏がふたつに分かれていた。
　もとはひとつの鋏型。しかしいま、蝶番から分離して、ひとつひとつが義仙の両手に握られている。いわば二刀流。
　これがあるから、別方向から飛び来る二発の銃弾を義仙は払い落とすことができた。
「裏柳生、鋏きよう刃じん二天流の戯……」
「だが、前ががら空きだ！」
　大鋏のくびきから逃れた正雪が、こんどは真っ直ぐにかまえた銃を撃ち放つ。だが真っ直ぐ向かってくる銃弾を撃ち落とすのは、義仙にとって造作もない。
　ガシャ、ガシャァアアアン！
　弾ひかれた銃弾は、こんどは窓ガラスを破ってそこで消滅めつする。義仙の振るう大鋏が室内の医いり療よう機器にぶち当たり、コードにからまり、それを無理やり破は壊かいして壁かべが崩くずれるほどの大きな傷がつく。
「……」
「くっ……！」


　ガシャァアアアン！
　ガラスの割れる音を耳にして、宗朗は上を見上げた。
　学園の大学病院。その正面玄げん関かんにさしかかったところだった。
「何が起こっているの？」
「銃じゆ撃うげきの音もしたようです。御お姫ひいさま、ここは危険かと」
　千姫が言い、半蔵がその身を気き遣づかう。
　生徒会棟とうの医務室で無事な慶彦を確かめたあとのこと。
『じゃあ、あのとき刺されたのは、誰だったんですか!?』
　宗朗の問いに、慶彦は笑って答えた。
『さあ、行ってみるとわかるんじゃないかな。それにそろそろ、敵が来ているかもしれないしね』
　敵、とは誰なのか。そもそも、御前試合で敵の凶刃を受けた偽にせの「慶彦」とは。
　わからないまま、宗朗、千姫、それに半蔵は、「慶彦」が安置されているというここ、大学病院へ急いでやって来たのだ。
「慶彦さまの言う、敵が来てるっていうのか。だけど、あそこにいる『慶彦』さまって、いったい……！」
　宗朗が躊ちゆ躇うちよする中、千姫が言った。正面玄関に飛び込もうとする。
「行くわよ、宗朗！」
「しかし御姫さま、敵が誰かもわからず、危険です。ここはこの半蔵が」
　半蔵の進言はもっともだ。しかし千姫がきっぱり言う。
「ううん。お兄さまは無事だった。それはいいわ。だけれどお兄さまを狙った敵が、そこにいるのよ！」
「まだ慶彦さまを刺した敵とは」
　宗朗も言うが、
「いいえ、敵の一派ならなおのこと、生かして捕らえて、口を割らせなきゃね！」
　千姫はむしろ溌はつ剌らつとしている。宗朗も、心配は杞き憂ゆうだと安心した。
（そうか、千姫さまは戦うことでさっきまでの沈しずんだ気持ちを吹ふき飛とばしたいんだ。ならぼくも……！）
「お伴ともします、千姫さま！」
「そうこなくちゃよ、宗朗！　行くわよ！」
「ぁ、御姫さま、半蔵も！　お伴します……！」
　半蔵もあわてて従う。
　三人はエレベーターを使わず、階段で最上階まで駆かけ上あがった。
　エレベーターに仕し掛かけがなされていた場合、または待まち伏ぶせされていたら、三人が一度にダメージを負ってしまうこともありうる。
「ふぅ……」
　最上階の十階まで来ると、宗朗は鼻び孔こうに感じるかすかな刺し激げきに眉まゆをしかめた。すぐに千姫たちも気づく。
「これは、香こうですね。ですが、香かおりの中に何か成分が含ふくまれているようです」
　半蔵が、鼻にハンカチを押し当あてながら言う。同じくハンカチを持った千姫が、
「この匂におい、どこかで……」
　おぼえのある匂いに、記き憶おくをたぐり寄せようとする。その間にも、
「あ……！　警備の……だいじょうぶか！　おい！」
　廊下の端はしに倒たおれている親衛隊の隊士に駆け寄よると、宗朗はその胸に手を当てた。鼻孔にも指をかざす。
「こっちにも、みんな倒れているわ！」
　控ひかえ室しつを覗いた千姫も声を上げる。
「気を失っているだけみたいだ。でも、これでは警備が……」
　その結果が意味するところを想像して、三人は先を急いだ。廊下の端、「慶彦」の病室へ。
「……これ、が！」
　無む惨ざんに破壊された病室の扉とびらを前に、宗朗が一瞬言葉を詰つまらせる。
「何してるの！　すぐにこじ開けて！　半蔵！」
「は、はい！」
　壊こわれた扉を強ごう引いんに吹き飛ばし、病室の中へ入る。そこもまた、荒あれ果はてていた。
　機器類はすべてなぎ倒されて床に散乱し、あるいはコードでぶら下がっている。重機でえぐったような跡あとが壁にいくつもついていた。一部は中の鉄筋が剥き出だしになるほど。
「あれは」
　半蔵が言うまでもなく、それは全員の目に大きく映っていた。
　ドアの対面側、そこにあったはずの窓が窓まど枠わくごと壊れ、壁に開いた穴になっていた。ビュッ、強く風が吹きつける。
　すでに闇やみに変わりつつある空が、洞ほらのように視線を呑み込む。
　その向こうにかすかな光を見つけて、宗朗が窓まど際ぎわに走り寄った。もとは窓枠だった壁の断だん片ぺんに手をかけ、身を乗り出す。
「何なの？」
　千姫、半蔵も加わって、目を凝こらす。光は病院の屋上から壁、ふだんは人が上れない櫓やぐらにまでめまぐるしく動いて、またたく。
「戦っている……あれは、きっと！」
　宗朗は気づいた。その光点の正体、ひいては慶彦の影武者の正体に。同時に窓の向こうに身を躍おどらせていた。
「宗朗！」
　驚く千姫の声を背中で聞きながら、屋根伝いに光点のもとへと急ぐ。
弐◆義仙と宗朗
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　やはりすっかり暗くなった道を歩く、こちらは十じゆ兵うべ衛えと兼かね続つぐ。
「ぷーん！」
「なんですの。ハエでもいたんですの？」
　兼続の言葉に、十兵衛はがプイ、と顔を逸そらす。
「違ちがうもん。怒おこってるの！　ぷーん！　って」
「そういえばほっぺたがフグのように膨れていますわね。食べ残したお菓か子しでもしまってあるのかと思いましたわ」
「違ーうの！　フグってなによぉ！　十兵衛、リスじゃないもん。頬ほお袋ぶくろなんてないってばぁ！」
「あら。リスの頬袋は存じてますの。フグは知らないくせに。妙みように偏かたよった知識ですこと」
「フグも知ってるよお！」
「では答えてごらんあそばせ」
「フグはねえ、河フ豚グ屋さんの軒のき先さきに吊つるしてある提灯ちようちん！　でしょ？」
　十兵衛の答えに、兼続はハーッ、とため息を漏らす。
「それ、因果関係が反対じゃございませんの！」
「インカ文明？」
「違いますわっ！　因・果・関・係！　インカ文明を知ってる人がなぜフグを知りませんの!?　だいたい、フグの身を全部取って、あとの皮を提灯にするものですわ！　逆！　逆ですわ！　じゃあ、河豚屋さんではなにを食しますの!?」
　兼続に詰め寄られて、十兵衛がニコッと笑う。
「河豚屋さんで食べるもの？　お刺さし身みとかお鍋なべでしょ？」
「そーれーがー！　フグだっての！　ですわ！　はぁ、はぁ、はぁ、もういいですわ。あなたと話していると頭がおかしくなりそうですわ」
「ぐっちゃん、頭悪いの？」
「悪いのはオラでねえ、そっちだぁ！　……あ！　ぉ、おほん！　と、とにかく！　ほら、もう笑ってるじゃございませんの」
　興奮から思わずお国言葉が出てしまい、あわてて繕つくろう兼続。こんどは十兵衛がそう言われて、
「あ、そうだった。十兵衛、怒ってるんだから。プーッ……」
「いまさら膨ふくらませなくてもよろしいですわ。なぜそのように怒っているのか、そっちを説明なさいませ」
　兼続に言われ、十兵衛がようやくハァ～、息を吐はく。
「だって。十兵衛もいっしょにいたかったのに！　道場へ帰ってなさい、って、お兄ちゃんが」
　生徒会棟の門前での騒さわぎ。倒れた千せん姫ひめを医務室へ運ぶと、宗朗は十兵衛たちに帰宅するように命じていた。
「十兵衛も千姫さんについていてあげたかったのにい！　ぐっちょんと帰ったってつまんないぃ！」
「ぐっちょん違いますわ！　ぐっちゃん！　じゃない！　兼続！　『ぐ』しか合ってませんの！　……というより、わかりましたわ。それ、ですわ」
「それ？　どれ？」
　十兵衛が自分の身の回りをキョロキョロする。またも兼続の大きなため息が。
「その態度、ですわ。いいですこと、慶よし彦ひこさまが亡なくなられて、千姫さまがショックでお倒れになったのですわよ。子どもが遊んでいていい場面ではありませんわ」
　兼続たちはまだ、襲撃された「慶彦」が影武者だったことを知らない。
「十兵衛、遊んでなんかいないもん。お兄ちゃんの役に立ちたかったんだもん。お兄ちゃんを、助けたかった、のに……」
　拗すねたように口を尖とがらせる十兵衛。その表情は寂さびしそうでもある。
「忙いそがしいですわね。こんどはテッポウウオですの。それに、別に宗朗は、あなたをじゃまにしたわけではないと思いますわよ。いまはあの幸ゆき村むらも、又また兵べ衛えさんもいない状態ですわ。いちおう留守居に服はつ部とりのくノ一たちが道場にいるとしても、わたくしたち剣姫マスターサムライがいないことには、なにかあったときひとたまりもありませんわ。あ、ひとたまりといっても、人ひと魂だまとか、たまり醤じよ油うゆとかとは関係ありませんのよ！」
　兼続は先回りして言うが、十兵衛は不思議と反応しない。じっと考え込んでいる。
「……もし？　さしみ醤油とも違って……」
「そっか！　うん、わかったの！」
　突とつ然ぜん、元気に声を上げる十兵衛。兼続がビクッ、と驚おどろくほどだ。
「なんですの、驚かせないで……」
「お兄ちゃんは、十兵衛に大事な仕事をくれたの。まかせて、くれたんだよね？　十兵衛がすごーく強いから？　すごく、いい子だから？　えっと、そういうのって……」
「信じているから、ではありませんの」
「信じて……そう、それ。それ、だよね、ぐっちゃん！」
　一転、笑え顔がおの十兵衛に、兼続はまた小さくためいきをついた。しかしその兼続の顔もまた、
「しかたありませんわね、あなたは」
　苦くし笑ようよりも、あたたかい笑いの形になっていた。
「うん。ぜったいそうだよ。だって、おうちはいちばん大事なところだもん。おうちがなくなっちゃったら、ご飯も食べられないし、あったかい布ふ団とんで眠ねむれないし、気持ちいいお風ふ呂ろにも入れないよ。だからお兄ちゃんは、いちばん大事なおうちを守れ、って、十兵衛に言ってくれたんだよね。おうちがなかったら、ぐっちゃんみたいに犬小屋に住まなきゃならなくなっちゃうもん。ね！」
「ぶっ！　犬小屋ではありませんわ！　コテージ！　何度言ったらわかりますの、あれはわたくしのコテージですの！　それに、なんですの、なにげに聞いていれば、最後はわたくしの犬小屋……じゃなくて！　コテージをバカにして！　そうとうひどいですわよ、それ！」
　こんどは兼続がプーッと頬ほおを膨らませるところ、不意に十兵衛が黙だまった。
「なんですの。また驚かせようと……なるほど、これ、でしたのね」
　兼続もまた、声のトーンを落とした。
　そのまま歩いているように見せて、全身の筋肉を適度に緊きん張ちようさせていく。身構える、でもない、あらゆる方向に、即そく座ざに対応できるよう、筋肉の「伸のびしろ」を意識しておく。
「何人、ですの」
　兼続が言い、十兵衛が答えた。
「……十五、十六……二十で数えるの、やめちゃった。とにかくいっぱい、みたい。でも……」
「そうですわね。どうも『気』が変ですわ。生徒会の追っ手かと思いましたけれど、これは……」
　兼続は背中の大鎚づちをいつでも抜ぬけるように、肩かたを軽く回した。
　すでにふたりを取り囲むように、二十以上の敵が集まって来ている。もう視界の端に、動くものを明めい瞭りようにとらえられるようになってきていた。
「殺気がないよ。でも、絶対に来る、それはわかるの」
「人ではないようですわ。もしかすると、『式』」
　式、式神。以前、兼続が体内に術式を施ほどこされ、操られたのも式だった。そしてそれは、生徒会の松まつ平だい尊らた保かもりによって、である。
「人じゃないなら、十兵衛、手加減しないの！」
　十兵衛が、腿ももの三池典太の柄に手をかける。
「もとより、わたくしもですわ！」
　兼続も大鎚を手に、身構えた。
　同時に、最初の敵が横よこ殴なぐりに襲ってきた。


　ビュッ！　空気を切り裂く音とともに、十兵衛の大た刀ちが逆袈け裟さに斬きり上げられる。その切れ味はすさまじく、赤茶けた影かげが一刀のもとに両断される。
「やったぁ！」
　声を上げる十兵衛。
「そのくらいでよろこんでいる場合ではありませんわ！　上を！　ご覧なさい、ですわぁあ！」
　上、つまり屋根伝いに迫って来た敵が、次々と跳ちよ躍うやくしてそのまま覆おおい被かぶさるように襲いかかってくる。そうでなければいったん着地し、低い姿勢で足元を薙なぐように斬りつけてきた。
　それは遠目ならば、忍にん者じや装束を身にまとった、まさしく忍者と見えたろう。だが、
「な、なによぉ、これ！」
　ザッ、とまっぷたつになるその身体。
　フォルムは女性ふうの、つまりはくノ一なのだが、衣装の外観がそのまま表面をすべて覆っている。
　つなぎ目がなく、頭ず巾きんの目元が切り抜かれているのも、そのように見えているだけでじつは繋つながっている。ようは、生身の身体が衣服に包まれているのではなくて、外も中も均質な塊かたまりだった。
　刀は腕うでと一体になって、直接腕から生えていた。
「次々と！　キリが、ありませんわぁ！」
　兼続はもう、一体一体の影を直接狙うのではなくて、ハンマー投げのように大鎚をグルグルと回していた。
　ほぼそろえた両りよ脚うあしを軸じくに、コマのように回る。グシャッ！　ベシャッ！　次々と人型が粉ふん砕さいされ、あるいは押しつぶされて地面に叩きつけられる。
「もーお！　イヤだぁ！」
　十兵衛の刃はも、逆袈裟から袈裟に、また逆袈裟にと、人型を斬り捨てていた。
　いまの十兵衛は剣姫マスターサムライではないが、それでも宗朗や幸村たちとの修しゆ行ぎようの成果、それに天てん賦ぷの才で、そうとうの剣けん技ぎを身につけている。この程度ならば、疲つかれさえしなければたやすい、とも見えた。
　が、
「なにか、おかしいですわ！」
　兼続がうめいた。
　振ふるっている大鎚がどんどん重くなってきている。多少重さが増えたくらい、剣姫マスターサムライの力ならばなんということはないはず。それがどんどん、動きが鈍にぶくなってくる。速さを奪われている。
　兼続は自身の回転を止めて、見た。
「な、なんですの、これ！」
　大鎚から地面へ、無数の糸が走っている。というより糸で結ばれている。
　叩きつぶした人型の影は、そのまま粉々になりながら飛び散った。
　それが地面に落ちるのと、大鎚にへばりつくのとでバラバラになるだけでなく、破は片へんどうしが糸状に伸びて繋がり合っていた。
　人型を潰つぶせば潰すほど、多くの破片が大鎚にからみつき、それが無数の糸で地面に繋ぎ止められていくようなものだ。
「こ、これ！　くっついてくるよぉ！」
　兼続が見ると、十兵衛の太刀もまた、切っ先や刃にべったりと粘ねん着ちやくした破片が、地面に落ちた破片との間に多くの糸を引いている。
「いけませんわ！　これが狙いだったのですわ！　わたくしたちの動きを封ふうじるために、わざと斬らせたり潰させたりしていたのですわ！」
「じゃ、じゃあ、どうするのぉ、ぐっちょん！」
「だから、ぐっちょんではないと！　とにかく、相手をしてはダメですわ。逃にげるのです……ぁ」
　逃げる、と言った兼続が、もう自身の脚あしが動かないことを知って唖あ然ぜんとした。
「わたくしの、あ、脚が」
　べっとりと張り付いたものによって地面に繋ぎ止められている。靴くつを脱ごうとしたが、足首まで固められていた。
「十兵衛！　あなただけでもお逃げなさい、ですわ！」
「ぐっちょん！　……でも、十兵衛ももうダメみたい」
[image: 画像]
　十兵衛の足元にも、斬り捨てた人型の残ざん骸がいが多く積つもっていた。それが、ピッ、ピュッ！　下からも跳はねるようにへばりついてくる。十兵衛の腰あたりまで、飛び散った残骸と結びついていく。からめとられていく。
「このままでは……！」
　兼続はせめて大鎚を飛ばして十兵衛を救きゆ援うえんしたいと思ったが、それも果たせない。兼続の両手にまで残骸が粘着して、大鎚の柄と一体化してしまっていた。
　ヒュン、ヒュン、ビュッ、ブッ……パシャパシャパシャ、バシャ……!!

　最後は豪ごう雨うのように、降り注いできた。
　最初のものよりも粘ねん度どが低いのか、もはや人型の原形もあまり保たれていない。それが屋根から集中的にふたりへ、降り注ぐ。
「きゃぁあああっ！」
「イヤぁあ！　ですわぁあ！」
　とうとう顔にまでへばりついた影が、鼻や口を覆って声までも奪っていく。
　ついにはすっかり身体ごと埋うめられてしまった。
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　キンッ！
　何度目、何十回目かの金属音とともに、正雪の放った銃弾が青白い光とともに四散した。そうさせたのはむろん、二刀に分けた大鋏を持った義仙である。
「なかなか、やるものだ」
　いまだ両手の拳銃の狙いを外さず、正雪が言う。
「そんな紋もん切きり型がたのフレーズ、つまらないですよ。その程度では四十点くらいしかさしあげられませんね」
　義仙が笑う。が、その目も、口もとも笑ってはいない。
　ふたりが対たい峙じしているのは病院の屋上だった。屋上といっても瓦かわ葺らぶきで、人が出られるようにはなっていない。
　強い風が吹きつけると、ふたりの長い髪かみが梳すかれるようになびいた。
　義仙の身にまとっているのは、病室のベッドに寝ねていたときの包帯だけで、それもあちこちがかなり破れ、ほつれてやはり風になびいている。胸や脚から覗のぞく素す肌はだが、しっとりとした光こう沢たくに濡ぬれ光るようだ。
「飛び道具相手に、一対一でよくやった、と言いたい。わたしなら八十点はつけてやれるよ。が、そろそろ決着を、つけさせてもらいたい」
　正雪が言う。こっちは笑った。
「採点、感謝します。と言いたいところですが、そろそろ決着をつけたいというのはこっちのセリフですよ。これまでの戦いで、どうやらその拳銃の特性がわかってきましたから」
「この銃の？」
「ええ」
　義仙は言うと、両手の二刀を蝶番で組み合わせた。再び鋏の形になる。が、二丁拳銃を相手に、ひとつにした鋏では不利なはず。
　義仙はその目で尊保を見み据すえながら、
「ふつうの実じつ弾だんを撃ち出す拳銃と違って、一度に一発しか撃つことができない。撃った弾が断ち切きられるか、飛び過ぎてしまうか、つまり前弾が消しよ滅うめつしない限り、次弾は発射されない。そうですね」
　こともなく言ってのけた。
「っ！　それを……」
　正雪の顔色が変わる。義仙はさらに、
「その拳銃の弾だん丸がんは、あなたの能力が作り出す物。いわば精神の一部。しかし弾丸として撃うってしまうと、コントロールはかなり限られる。おそらく射程は百メートルといったところ。かなり短い。それもコントロールできるのはその半分ほどの距きよ離りでしょう。また、射程の限界で弾は消えるようですが、自分で消滅させることはできない。それが可能なら、外れた時点で弾丸を消滅させて、次弾を装そう填てん、発射できますから。それなら連射ができる。それをしないのは、コントロール外の距離に飛んだ弾丸は、射程の限界で自然消滅するのを待つしかないから」
　そう言うと、チロッ、舌先で唇をなめた。
「果たしてそうかな。やってみるか」
　正雪が義仙に向けた拳銃の、引金に力を込める。
「それがあなたの放つ、最後の弾丸……です！」
　義仙が飛んだ。いや、正雪に向かってたったの一歩で、迫り来る。
　ガン!!　正雪の拳銃の発射音はまったく同時でひとつに聞こえた。二丁から放たれた弾丸が、義仙に殺さつ到とうする。
「な、に……!?」
　義仙は弾丸を受けない。大鋏で弾く、斬ることもしない。その代わり、対象に向ける面積を極力少なくする。
　といっても伏せたりすることではない。それでは正雪に向かうスピードが失われる。
「ふぅ」
　一いつし瞬ゆん消えた、と見えた義仙は身体を横に向けて回転した。側転の要領だ。大鋏も離はなさずに。
　正雪の目線には、義仙の両脚だけが一瞬見えて消える。タネを明かせば簡単だが、これがもっとも対象に対する暴ばく露ろ面積が小さく、なおかつスピードも殺さない方法だ。
　いっぽう正雪の撃った二発の弾丸は、標的を失って飛び過ぎる。義仙のはるか後方へ飛んでいった。
「終わりです」
　義仙の顔が起き上がり、同時に二本の角のように巨きよ大だいな大鋏が迫る。正雪の首を完全に挟み込んだ。
　義仙と正雪が向き合う。その顔と顔は、鼻先さえ触ふれそうな近さ。義仙がさらに言う。
「あなたの知っていることをすべて吐き出せばこの首、落とすのをやめておきますが。あなたの背後にいる、おそらくは……」
　正雪は義仙の視線を受け止めながら、
「裏柳やぎ生ゆうの言葉が信じられるとでも？　それほどわたしは愚おろかではない。それに……」
　クスッ、と笑った。義仙の眉が、不快さに動く。
「ならばこの場で討うち果たします。その首、慶彦さまに献けん上じようして……」
「勝ったと思っているのだろうが、それがもっとも危あやうい時と知るがよいぞ」
「何……」
　ハッタリ、と片づけるには正雪の表情に気がかりなものを義仙は感じる。その感覚は背後に警けい鐘しようを鳴らしていた。
　そしてそれは、的中する。


「……あれは、義仙！　それに……」
　宗朗が屋根の上から義仙を見つけたのが、正雪が発はつ砲ぽうする一瞬まえだった。宗朗に続く、千姫、半はん蔵ぞうもまた、屋根の上のふたりに気づいた。
「もうひとりは誰だれ？」
「あれは……まさ、か」
　半蔵は、忍者の習性で夜目が利きく。すでに正体を現した正雪に、かつての生徒会書記長の面おも影かげを見つけて当とう惑わくする。
　パン！
　距離を置いた発はつ砲ぽう音おんは、意外にも乾かわいた小さなものに聞こえる。正雪の武器が両手の拳けん銃じゆうと知らない宗朗は、わずかに対応が遅おくれた。
「危ないです！」
　青白い撃発の光に、半蔵が警告を叫さけぶ。
　正雪の発射した銃弾は、義仙を襲おそうと見えた。そして義仙がこれをかわし、正雪に迫る。大鋏ばさみでその首を挟はさみ込み、ついに落とす、と見えたその刹せつ那な、
「ぅ、あ!?」
　銃弾はそのまま飛び続け、宗朗を襲っていた。
　むろん、偶ぐう然ぜんではない。正雪は病室のありさまから、いずれ追っ手がこの屋上までも迫ってくることを予期していた。
　それが宗朗たちであることが、窓枠だった壁の穴をくぐって外へ出てくる、その姿でわかった。
　それが正雪に見えて、義仙に見えなかったのは両者の位置、アングルから来る正雪の幸運。
　だが、いずれ近づいてくる宗朗を利用しようと考えたのは、正雪の戦略だ。
　正雪から見て義仙と宗朗は一直線上に重なった。そのときを狙ねらって拳銃を発射する。銃じゆう弾だんを義仙がかわし、正雪に大鋏をつきつける。
　その間にも銃弾は飛び続け、宗朗を撃つ。
「慶彦さまの剣姫マスターサムライであるおまえが、あの男に惹ひかれているのは興味深いこと。この要素は使える、とね」
　正雪の言葉に、義仙の表情が見たこともないほど険しくなる。
「宗朗……！」
　義仙に、背後の宗朗を助けることはできない。
　救援に動く。銃弾を大鋏で弾はじき飛ばす。大鋏を飛ばしても、無理だ。間に合わない。
　それは宗朗も同じだった。
「宗朗くん！」
　銃弾の軌き跡せきを見切った半蔵が叫ぶのと、何事かを感じた宗朗が刀を抜くのが同時だった。次の瞬間、宗朗にも見える。自身に向かってくる二発の拳けん銃じゆ弾うだん。
（避さける……！　いや、刀で受ける……！　間に合わな……！）
　間に合わない。回かい避ひも防ぼう御ぎよも。誰もがそう思った。
「……!!」
　義仙が動いた。いや動きは最小限だ。義仙は向かい合う正雪にさらに近づいた。顔をぶつけるように。事実、鼻も頬も触れる。そうして狙うのは、
「なん、だと……！」
　目と目。義仙の右目。魔ま眼がんが正雪の目を見据える。距離は数センチ。ふつうに見つめてさえ相手を言いなりにする魔まの瞳ひとみが、ごく至近距離で正雪をとらえていた。捕つかまえていた、と言っても。
「くっ……ぅううぁ！」
　正雪の、剥むき出しの意識の中ちゆ枢うすうを鷲わしづかみにされ、揺ゆさぶられる。脳と神経がバラバラになる衝撃。
　その結果、
「うく!?　弾が……！」
　宗朗の身体をかすめていく。
　正雪の銃弾は、わずかに逸れた。軌き道どうが変わった。正雪の意識に魔眼で介かい入にゆうした義仙が、とっさにコントロールを奪うばい、本来ならば射程外の距離にある弾丸の軌道を変えたのだ。
　恐おそるべき、強力な魔眼の力だった。
「だが……わたしもわかったぞ！　おまえのその目の力！」
　正雪は義仙を突つき飛ばす。顔を離した。たったいま魅み入いられた目を押おさえる。
　義仙は動かない。あまりに強い魔眼の照射は、義仙の意識や神経すらも反動でマヒさせてしまっていたのかもしれない。
　その義仙に正雪が、
「おまえの魔眼。一度にひとつの強制力しか持たない。そしてそれが達成されると強制力は解除される。いくつもの強制力を同時に使うことはできないし、魔眼を発揮させるにはある程度の時間、見つめることが必要」
　この場合、顔と顔が触れ合あうほどの接近を許し、魅入られたことが正雪のミス。しかし、
「次の魔眼を使うにはさらに時間が必要のようだ。いわば装填、チャージのタイムラグがある。しかし、わたしの銃じゆうは！」
　正雪の銃が義仙に向けられる。ほとんど距離がない。銃じゆ口うこうが義仙の胸に直接押しつけられる。
「おまえの言ったとおり、一度に顕けん在ざい化かできる銃弾は、一丁で一発のみ。一発撃てば、その弾が消滅するまで次は撃てない。だがこの近さならば……！」
　そのときには、すでに正雪の銃弾から逃のがれた宗朗が向かってきていた。千姫、半蔵も。
　半蔵が、
「受けてください！　流星小破斬！」
　メイドスカートの裾すそを回転させながら、無数の小しよ片うへんを飛ばす。だがそれも、
「間に合わぬ！」
　ドッ、ドッ、ドッ！
　短い間かん隔かくの三連射。それも、銃口が対象と密着しているからこそ。飛び出した銃弾は一瞬で着ちや弾くだんする。それゆえ次弾が装填されすぐに発射される。
「義仙!!」
　その光景を目まの当たりにした宗朗が叫ぶ中、二丁の拳銃の、合わせて六連射が義仙の身体に撃ち込まれる。
　たちまち、薄うすい包帯の上に、真しん紅くの花が咲さいた。
　グラッ、義仙の身体が崩れる。そのころ、正雪目がけて放たれた半蔵の小破斬が次々と来らい襲しゆうして、正雪は飛とび退すさる。
「終わりだ！　慶彦の剣姫マスターサムライ！」
　笑いが夜の屋上に響ひびいた。正雪は背を向けると、そのまま大きな跳ちよう躍やく力りよくを活いかし、わずか数歩で病院棟の他の屋根までも駆け抜ける。
　翻ひるがえった上着がそのまま闇に消えた。
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「義仙っ！」
　崩れ落ちる義仙の身体を、駆け寄った宗朗がかろうじて抱だき留とめた。
「義仙！　義仙、だいじょうぶ……」
　か？　と聞くことはできなかった。
　抱きかかえた宗朗の手にも、身体にも、あっと言う間に鮮せん血けつがうつって、浸しみていく。押さえる手の指の間から、滴したたり落ちた。
「宗朗……さま」
　義仙が、声を絞しぼり出した。
「しゃべるな。いますぐ医者を」
　宗朗に、義仙がわずかに微ほほ笑えんで首を振る。その顔からはっきりわかるほどに血の気が引いていくのが見えた。
「いえ、もう……」
「なに言ってる！　治るに決まってるじゃないか！　ここは、病院だぞ。学園の大学病院だ。大日本の、もっとも進んだ治ちり療よう法ほうを研究しているところなんだ。は、はは、義仙は運がいいよ。そんなところでケガをするなんて。すぐに治ちり療ようしてくれるぞ。ちょっと入院すれば、おそらくまえより元気になって出てこられるさ。な！　だから、変なこと考えないで、治療して……」
　言いながら宗朗は胸が詰まって、苦しくなるのを感じた。
　抱いている義仙の身体から、温かさがどんどん失われている。血が流れすぎていた。腕に感じる重さまでも、じょじょに軽くなってくるような。
　だが宗朗の言葉に合わせるように、義仙は小さく笑って見せた。
「そう、ですね。しばらく入院するのもいいかもしれません。ただし、入院の介かい護ごは宗朗さまが毎日してくれる、というなら、です」
　この場に及およんでも、悪いた戯ずらっぽい響きがある。宗朗は大きくうなずいた。
「するさ。するよ。毎日つききりでもいい。介護するから。よく、なって……」
「本当でしょうか。口先だけではありませんか。介護というからには、毎日義仙の身のあらゆることを、不自由な義仙に代わってしてくださらなくてはなりません」
「あらゆる、こと」
「はい。治療はお医者さまがなさるとして、いちばん頻ひん繁ぱんなのはお小水の世話です。一日にたぶん五、六回かそれ以上。なさってくださいますか？」
　義仙に見上げられて、宗朗のほうが真っ赤になる。
「い、いや、そういうのは女性の介かい護ご士しの人が」
「いいえ、宗朗さまがなさるとおっしゃいましたし、義仙は宗朗さまにお小水の世話を望んでいます」
「……わ、わ、わかった。それは、なんとかしよう。だから」
（ここはともかく、何でも「うん」と言って……）
「ここは『うん』と言ってやり過ごそう、と？」
「わ！」
「約束は、果たしていただきますよ。それと、毎日身体を拭ふき清めることも必要ですし、回復してきたら入浴の介かい助じよも必要になります。これも、宗朗さまがなさってくださいますね」
「なんでそういうのばかり!?　ふつう、食事を口に運ぶとか、寝ね返がえりさせるとか、手足をマッサージするとか、そういうのじゃないのか」
「そんなことは、別のかたにやっていただきます」
「いや、だからそれを！」
　宗朗が言うと、クスッ、と義仙が笑った。
「罰ばつ、ですよ」
「罰？」
「義仙と、サムライの契ちぎりをしてくださらなかった宗朗さまへの、罰です。たぶん、最後、の」
　そう言うのと、パッと口もとに血の花が散るのとが同時だった。
「義仙！　いま、すぐ……！」
　抱かかえて病院へ、いますぐ病院の中へ連れて行かなくては、と思う。だがそれを、義仙が腕をつかんで止めた。
「もう、時間がないようです。義仙が知ったことを伝えます。……あの者は、松平尊保。生徒会書記長として慶彦さまの側にあった、あの尊保です。しかしその正体は、何者かのサムライ、あるいは剣姫マスターサムライ、由比正雪」
「由比正雪だって！　それじゃあ、松平尊保は」
「はい。最初からその『形』は女子だったはず。偽いつわってこの学園に、慶彦さまのもとへ近づいたのも、生徒会を掌しよ握うあくし、慶彦さまを害するがため」
「だけど、何のために……いったい誰の？　剣姫マスターサムライというなら、その『将』は誰なんだ」
「おそらくは、豊臣方の中心人物。しかし同時に、『豊臣』を騙かたる者でもある」
「豊臣を騙る……豊臣方による、徳とく川がわへの反乱じゃないのか？」
　宗朗が言うと、義仙はかすかに弱々しく首を振った。そう見えた。
（いけない！　本当に……）
　支える宗朗の手が、もう冷たくなってくる。義仙の身体の中心に確かなものがなくて、肉も骨も神経も、崩れたスポンジのようだ。
「正雪の武器は……両手の、拳銃。弾丸は能力が作り出した物。撃ったあとも、操あやつることができますが、一度に撃てるのは一発のみ……」
「わかった！　もうわかった！　しゃべるな義仙、しゃべると……」
　ギュッ、と義仙の手が、宗朗の制服の裾をつかむ。まだこんな力があったのかと思う、強い力だ。だがその手も、真紅に染まっている。
「義仙は、慶彦さまの剣姫マスターサムライ……。でも、あなたの剣姫マスターサムライであれば、どんなにか、よかった……」
「義仙！　ダメだ、行くな！　ここにいろ！　ここに……」
　義仙がどこかへ行ってしまう気が強きよ烈うれつに押し寄せて、宗朗は、つい、行くな、と言ってしまった。死ぬな、とは言いたくなかった。
　その気持ちがわかるのか、義仙は血に濡れた唇くちびるで笑った。唇だけが鮮あざやかで、真紅のルージュを引いたようだった。
「……口、づけを……」
「え」
「最後に、ひとつだけ、望みを……義仙の、望みです。おかしいですか。義仙はもう、宗朗さまをだましたりはしません。だましても、宗朗の心を、持っていくことは、できそうにない、から……ケホッ！」
　パッ、と鮮血が散った。
「義せ、ん……」
「はや、く……。義仙の顔が、血で全部、汚よごれてしまう、まえ、に……」
　義仙の目ま蓋ぶたが、閉じられていく。魔眼の光も消えていく。
　宗朗は義仙の手を取った。ギュッと握にぎりしめる。そして、
「……」
　唇が、ふれ合う。
　血でヌルッ、と滑すべった。こみ上げてくる血のにおい。
　触れている義仙の唇は、どんどん冷たくなっていく。
　必死に、宗朗は義仙の身体を抱きしめ、手を強く握った。それでも、抜け落おちていく命は繋ぎ止められない。
「……っ」
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　唇が、離れた。
　義仙の目はまだかろうじて細く開いて、宗朗を見つめている。が、その瞳にもう光はなかった。おそらくもう、見えてはいないのだろう。
「……うれしい」
　義仙が小さくつぶやく。
「うれしい……。って、こういうこと、なんですね。人を殺して、ほめられたり、人を壊こわして……そうして、ケホッ！　慶彦さまに、声をかけられると、とても、高こう揚ようした、誇ほこらしい気持ちになって、だから、なんでも、しようって、思っていた……。だけれど……違う……」
「もう、いい。もうわかってる。もう、しゃべらなくて……」
　が、義仙は最後の力で宗朗の握った手に自身も力を込める。
「満たされる……最後に義仙は、宗朗に、満たされて、それで……死ねるのが、うれしい……とても、うれしい。とても……」
　義仙の手から、力が抜けていく。あわてて宗朗が握るが、もう応こたえる力がない。
「義仙……義仙？　義仙！」
　宗朗が見つめる中、眠るように義仙は目を閉じていた。その口もとに、ほんのわずか笑えみを残して。
「ぎせ……ウソ、だろ。義仙……ウソだって……義仙、ぎ……!!」
「宗朗！　ドクターを……！」
　叫ぶ声がして、近づいてくるのは千姫だった。無理やりにこの屋上へ、中にいる病院の医師を連れてきたのだ。持てるだけの医いり療よう器具を携えた医師たちが、かろうじて、けんめいに屋根をよじ上ってきている。
「宗朗、いまそこに」
　だがいち早く宗朗のもとに駆け寄った千姫は、声を失った。
「御お姫ひいさま、ご無事で！」
　半蔵もまた、姿を見せた。尊保を追っていたのが、捕とらえられずに戻もどってきたのだが、やはり異様な空気に立ちつくす。
　宗朗が動かない。
　義仙をしっかり抱いたまま、少しも動かなかった。そうすることが、彼かの女じよの魂たましいを呼よび戻す一いち縷るの望みであるかのように。
「……宗……あきら」
　千姫もまた、すべてを悟さとって薙なぎ刀なたを力なく下ろす。宗朗の声が、小さく聞こえてきた。
「……ぼくの、せいだ。ぼくを守ろうとして、義仙は……。そうしなければ、義仙が敵を倒していた。ぼくが出てこなければ、ぼくさえここにこなければ、彼女は、義仙は死なずに……！」
「宗朗、そうじゃない……」
「違う！　違う……。ぼくが、彼女を死なせた。ぼくが、義仙を……。ようやく、初めて、心を開きかけていた。もっともっと、ふつうに、きれいで、かわいい、女の子に……しあわせに、なれたのに……なんで、なぜ、こんな……！」
「宗朗くん……」
　半蔵も、かける言葉を失っていた。
　ふたりの見守る中、宗朗は義仙の身体を抱いて、動けない。
　ようやく雲間から顔を出した半月が投げかける光に、濡れたように義仙の双そう眸ぼうが反射して輝かがやいた。
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「なんじゃここは……。まったく、わらわをこんなところへ落としおって」
　ここは、学園地下の大坂城、そのまた地下の、水牢ろうの中である。
　淀よど君ぎみの乗りうつった勝永、ひいては淀君自身の幻げん影えいとの話の途とち中ゆう、廊ろう下かの床ゆかが開いてまっすぐ落ちた先がこの水牢だった。又兵衛は幸村を抱いてかばい、自分の身を楯たてにするように落下した。幸い、ある程度の水深のおかげでケガをせずに済んでいる。
「幸村さま、何か見えましたか」
　又兵衛が言う。その身体は、首まで水に浸つかっていた。
「うーむ。なにしろ暗くてよく見えぬが……この壁かべを上るのはどうやらそうとう難なん儀ぎのようじゃのう」
　そう言う幸村は、又兵衛に肩かた車ぐるまされるかっこうで上を見上げていた。
　水牢は全体が井い戸どのような構造になっている。縦穴が深く掘ほられ、底に水が溜たまっているのだ。
　幸村の身長では水の上に顔が出ないので窒ちつ息そくしてしまう。そのため、又兵衛が肩の上に乗せているのだった。
　水牢の中は灯あかりもないから、顔の前にかざした自分の手すらよく見えない。
　どうやら直径二メートルほどの円えん筒とう状じようの縦穴は、石でできているのだろうが、びっしりと表面にコケが生えていてすべりやすく、とても素す手でで上れるものではなかった。
「さて、どうしたものかのう」
　幸村は腕を組んで思案する。が、すぐに、
「無理じゃ。上れもせぬし、横穴もない。出られぬわ」
「出られません、か」
　又兵衛の声は取り立てていつもと変わりがない。消しよ沈うちんしているのかどうかもわからなかった。
「それよりも、あの女じゃ。淀よどとやら、あれがいったい何を考えておるのか、じゃ」
「はい」
「勝永らを使い、慶彦を襲わせたのはあの女に間ま違ちがいなかろう。そのような術、並の『将』にできるとは思われぬ」
「はい」
「わらわはまえまえから引っかかっておったのじゃ。こたびの学園のこと、ひいては大日本国のこと。ただ単に徳川への不平不満から起こったこと、というだけではない。まして徳川と豊臣の争いというのでは断じてない」
「はい……コポッ」
「つまり、すべては仕組まれたこと。徳川の世への不満、豊臣への待望。その感情は世にくすぶっておった。だがそれをさらに煽あおり、豊臣方のサムライを使って騒そう動どうを拡大する。その行き着く先はなんじゃ。学園の乗っ取り？　幕府の転てん覆ぷく？　徳川将軍を弑しいすることかや。違う。いや、それらをすべて含ふくんだ先にあるものじゃ。それはこの大日本国の……」
　熱弁を振るう幸村に、しかし下から又兵衛が訴うつたえる。
「コポコポ……はい、幸村さま。ときに水が、増えてきています。……ゴボッ、もう、息が……」
　水牢の水位がじょじょに上がってきていた。
　肩車された幸村も、もう腰こしの辺りまで来ている。幸村をかつぐ又兵衛は顔まで半ば水に浸かって、呼吸も難しくなりつつあった。
「ふむ。わらわも気づいておったわ。じゃが、好都合ではないか。足が底に着かなくなったら泳げばよい。このまま水かさが増えれば、この水牢の落とし口にどんどん近づくということじゃ。いずれ出られるではないか」
「はい。そうですね」
「ぬかったのお、淀めが」
「はい。……ときに、幸村さまは、泳ぎには」
「わらわは泳げぬ！　わかっておろう」
「……はい」
　もちろん又兵衛が幸村をかついだまま、立ち泳ぎすることであり、もう水位はそのようになっていた。


「……だいぶ水が増えたのお」
　その後も水は増え続け、すっかり浮うかび上あがった幸村と又兵衛は、暗くら闇やみの中で見上げていた。
「そろそろこの牢の落とし口にも近づいたころで、ん……？」
「はい？」
「痛っ！」
　幸村がなにかを見つけて、伸のび上がった。瞬しゆ間んかん、額をそのものにぶつけて屈かがみ込む。
「幸村、さま!?」
　気き遣づかう又兵衛の肩の上で、幸村は再び手を伸ばす。
「格こう子しじゃ！　鉄てつ格ごう子しがはまっておる！　落ちてきたときにはなかったものじゃ。これでは落とし口まで泳いで上がれぬ。
「……たぶん、そんなことだと思っていました」
　水の増加とともに中に落とした物が入り口まで浮かび上がってくるのを防ぐため、途中に鉄格子が設けられていたのだ。
　落とした相手を殺すための設備。当然と言えば当然なのだが。
「じゃが、これしきの鉄格子、わらわの……」
　幸村が大鉄てつ扇せんを振りかぶる。が、ふつうならば鉄棒程度難なく両断する鉄扇の刃が、キンッ！　弾き返かえされた。
「何じゃと！」
「幸村さま、どうやらこの水牢自体に、何か……」
　又兵衛が言いたいことはだいたい当たっていた。暗くて見えないが、幸村の頭上の鉄格子や水牢の壁の一部にも、呪符が張られている。淀君の能力によって、強化されていたのだ。
「何ということじゃ。これ以上水が増えたら、溺おぼれ死じんでしまうではないか！」
「……はい」
　そこからもさらに水は増え続ける。とうとう又兵衛も幸村を担かついでいられなくなった。高低差から、又兵衛が先に水すい没ぼつしてしまう。
　又兵衛は幸村を肩から下ろし、身体の前で抱いて立ち泳ぎを続ける。ふたりが並んで、格子と水面との間の、残りわずかな空気を吸うことになる。
「いかがしたものかのお」
「はい。水が入ってくる隙間がおそらく牢の底にあるはず。それを塞ふさいでまいります」
「おお、それじゃ！　じゃが、どうやって塞ぐのじゃ。栓せんなどはないぞ」
「……これで」
　又兵衛が水の中から手に持った物を持ち上げてみせる。白くて長い布。
「それはおぬしの」
　サラシだった。又兵衛の胸をいつも締しめ上げている白布だ。
　又兵衛は頬ほおを染めてうなずくと、幸村をさらに抱き上げた。
「つかまっていてください。わたしは潜もぐって、塞いでまいります」
　幸村は格子につかまりながら、
「うむ。しかしそれならば、水が増えてきたところでやるべきじゃったのお。それならわずかに屈み込むだけで済んだものを」
「幸村さまが、水が増えれば出られるからいい、と」
「……うむ。まあよい」
「では、行ってまいります」
　ドポッ……。又兵衛がその場で頭から水に潜っていく。身体を反転させる瞬間、水面にプカッ、と裸はだかのヒップが浮かび上がって、すぐに消えた。
　又兵衛が消えたあとの幸村が、格子の間から見上げるようにして言った。
「そろそろ危なくなって来たのお。少し遅おそいようじゃが……」
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「……けっきょく水は増えておるではないか」
「はい。水の入り口はひとつではありませんでした。牢の壁と床が接するあたり、ぐるりとわずかな隙すき間まが空いていて、そこから水が……ですので、わたしのサラシだけでは足りずに……」
「わらわの着物まで使ってしまっておるではないか」
　幸村の上着や烏え帽ぼ子しまで、穴を塞ぐために使われてしまっていた。
　つまり幸村はいま白スク水だけ。又兵衛など、上着まで破って一部を使ってしまっていたから、下帯のほかはかろうじて胸を覆う程度の、ボロボロの上着姿で水に浮かんでいるのだった。
　それでも水の増加は止まらず、それまでよりは緩ゆるやかではあっても、確実に増えてきている。それは幸村たちの肩かた口ぐちから、顔を半ばまでも浸ひたすようになって、ついには、
「こ、これ以上はもう、保たぬぞ！」
「はい。困りました」
　もはや鉄格子の隙間に顔を押し込めるようにして、なんとか鼻や口を水面上に出だしているありさまだった。
「ぷ……ぷは！　いかん。ほんとうに溺れてしまうではないか」
「はい。幸村さま、わたしの空気を、お吸いになりますか」
　見ると、又兵衛が口いっぱいに空気を吸い込み、頬を膨ふくらませている。どうやらそれを口移しで幸村に供給しよう、という意図のようだが。
「……いらぬわ！　この場合、わらわもおぬしも同じ立場なのじゃから、口移しで空気を分け合っても意味がないではないか！」
　幸村の言うとおりだった。
　どちらか一方がもう水中に没ぼつしているというならともかく、ふたりとも格子の隙間から顔を出して空気を吸っているのだから、立場は同じ。
「はい……」
　どうやらやってみたかった、というのが本音のようだった。頬を染める又兵衛。
「まったく、遊んでおる場合ではないぞ。それにしても、遅すぎる。ええい、主人の危機に、いったい何をしておるのじゃ！」


「……ウキ？」
　何かに呼ばれたような気がして、佐さ助すけは振り返った。だがそこには誰もいなくて、頭をかく。
「ウキュウ……」
　暗い廊下を、ずっと佐助はウロウロしていた。
　幸村と又兵衛が結果的に縦穴に落ちる寸前、佐助は幸村の肩かたから落とされ、隠かくれた。
　そのため、水牢へ落ちることも、勝永たちに見つかることもなく、こうしていられるのだが、
「クン、クン……ウキ」
　さっきから佐助はずっと、幸村が落ちた穴のあたり、つまり廊下の床のにおいを嗅かいでいた。
　廊下の床は、いまはぴったりと閉じ合わさっている。そこから幸村のにおいがわずかにするのだが、いくらひっかいても床は開かず、途と方ほうにくれていたのだ。
「ウキ、ウキ……キュウ……」
　佐助は必死に考えていた。
　主人の幸村がピンチなのは間違いない。又兵衛もいっしょだ。そしてきっと幸村は佐助の助けを待っている。
　猿さる並みの、というより猿そのものの頭で必死に必死に考える。
　そうだ。幸村が穴に落ちたときの状じよう況きようを思い出すのだ。なにかヒントが隠されているかもしれない。
　思い出せ。思い出せ。思い出せ……。
　……。
　バナナ！
　……。
「ウキューッ！」
　唐とう突とつに、バナナが脳の中心に浮かんで、佐助は歓かん声せいを上げた。小こ躍おどりして、よろこぶ。思わず飛び上がった。
　黄色いバナナ。ちょっと青あお臭くさいけれど甘あまそうな匂い。ぷっくりと太くてみずみずしいその形……。
「ウキュ、ウキューッ！　……ウキュ？」
　だが自分の手を見ても、バナナはない。あれ、どこに行ったかな？　周りを見てみる。足の下もジャンプして。上？　ない。
　バナナはない。もともとない。佐助の頭の中にしかなかったのだ。それも、イメージが消えてなくなっている。
「ウ、キュウ……」
　消沈する佐助。バタッ、と倒たおれた。
「キッ!?」
　瞬間、イメージが出た。こんどは幸村が縦穴に落ちる寸前のイメージ。自分が倒れたことで、やはり倒れるように落ちていった幸村のことがまざまざとよみがえったのだ。
　落ちていく幸村から、佐助は払い落とされて着地した。そのとき見えていたもの。
「……ゥ」
　幸村たちが落ちるのを確信した勝永（淀君）が、すでにきびすを返していた。そのまま歩み去るのも見ている。そしてその位置……。
　佐助はもう一度廊下の床に鼻を押し当あてる。クンクン嗅ぎまくって、幸村のにおいを特定した。ようは、縦穴の隠し床だ。
　これで幸村の落ちた位置はわかった。そして勝永がいた場所。
「キュ！」
　ぴょん、とひと跳びにその場所へ移動する。勝永のにおいはわからない。だがこのへんであることは間違いない。
　佐助はあちこちを嗅いだり、さわったり、ついには踏ふみならして、
「ゥキュ、キュ……キュッ!?」
　いいかげん飽あき始めてジャンプしたときだ。着地した足が、さらに潜り込む。床の一部がペダルのように下がった。
　ギコ……！
　そして別の場所で、音とともに床が開いた。幸村が落ちた隠し床だ。佐助は隠し床を開けるスイッチを探し出したのだ。
「ウキュ───!!」
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　ガラガラガラガラ……！
　突とつ然ぜん、鉄格子が開いた。と同時に、天てん井じように灯りが点ともる。いや、頭上の蓋ふたが開いて、廊下の灯りが届いたのだ。
「幸村さま!?」
　又兵衛が見上げる。その視線の先に、
「ウキュ、ウキュ！　ウキャー！」
　はね回りながら下を覗のぞいている佐助の姿。
　水牢の蓋ともいえる隠し床を開くと、鉄格子も開く仕し掛かけだった。途中の鉄格子が閉まったままでは、相手を牢の底まで落とせないからだ。
「なんじゃ、まったく遅かったのお。もう少しでこの幸村、左衛門佐が土左衛門佐どざえもんのすけになってしまうところじゃぞ」
　幸村も見上げて言う。
「左衛門……土左衛門」
　ややタイムラグを置いて、クスッと笑う又兵衛。
　残りの衣類を使って一時的に紐ひもを作り、佐助がそれを外に繋つなぐ。紐を伝ってよじ上ってようやく水牢を脱だつ出しゆつすることができたのは、その数分後だった。
「……見よ！　出られたぞ！　何事もわらわの計略どおり……く、くしょん！」
「何か、着る物をさがさなくてはなりませんね」


「……何じゃ、この衣装は！」
　幸村がそんな声を上げるのも無理はない。いま幸村と又兵衛の着ている衣装、それはどう見ても、紛まぎれもなく、
「バニースーツ、ですね」
　いわゆるバニーガールのコスチュームだ。
　切れ上がったレッグライン。ベアトップで肩は剥き出し、胸むなもとのカッティングも鋭するどく、谷間が深くきざまれている。
　首と手首にはカラーとカフス。脚あしはシーム入りの網あみタイツとハイヒールだ。
　なにより、お尻しりにボンボンのようなシッポと、カチューシャ型のウサ耳が見る目に痛い。
「ウキュ？」
　なぜか首のカラーとボウタイだけをした佐助もいる。
「なぜわらわがこんな格好をしなくてはならんのじゃ！　なぜ……」
　プルプル震ふるえる幸村。だがウサ耳は意外によく似合っている。
　といってもセクシーとか、お色気とかいうものとは真逆のベクトル。小学生の学芸会レベルで、という話ではあったが。
「すいません幸村さま。この衣装しか合いそうなものが……」
　じつは。
　水牢から脱出したはいいものの、衣類の一部をさらにロープにしてしまったため、幸村も又兵衛もボロボロのスク水や制服といった状態。
　いくら大義のためとか、事を為なすとか言っても、まず衣料事情をなんとかしなくては行動のしようもなかった。
　そこでとりあえず、手近な部屋を片かた端はしから探さぐっていたところ、偶然衣装部屋を見つけた……のはよかったのだが。
「他の衣装はみな十じゆ二うに単ひとえのような着物ばかりか、でなければ……」
　見るからに怪あやしそうなボンデージコスチューム、どこをどう覆おおうのかわからない紐のような水着、いまやむしろ希少価値なハイレグレースクイーンふうレオタード、かと思えば切れ込み鋭いチャイナドレス、ピンク色のナース服、メイドドレス、などなどなど。
「何なのじゃ、この品しな揃ぞろえは！」
　一見まともに見える婦人警官などのコスチュームも、どうやら身長百七十センチ程度用に仕立てられているようで、小さな幸村が着るとダブダブのブカブカ。かえって動きを阻そ害がいしてしまうので、やむなく、
「これしかないのじゃな、うむむ……」
　選せん択たく肢しがバニースーツだけになってしまったわけだが、それにしてもなぜこんな衣装部屋が、という謎なぞは解けない。
「……でも、かわいい」
　ポッ、と頬を染めて幸村を見つめる又兵衛。
　長身の又兵衛は他のコスでもじゅうぶん着られるのだが、幸村につきあってのバニー姿。あるいはおそろいを着たかったのか。
「ええい、おぬしは身体のメリハリにうまく合っているからいいであろうが、わらわは……なんだか胸がスカスカするのじゃ」
　あきらかに実際の胸と、バニースーツの胸のカップが描えがく曲線との間に三次元的な差がありすぎて、ひらたく言うとどうしても隙間が空いてしまう。
　それに較くらべて又兵衛は、ＦともＧともつかないボリュームのバストが、バニースーツのカップからはみ出しそうになっている。幸村とは逆だ。
　幸村には大きすぎ、又兵衛には小さすぎるサイズのバニースーツだった。
[image: 画像]
「でも、股またが……」
「股が、なんじゃ」
「キュンキュンして、歩きにくい、です」
　いつもは下帯だけの又兵衛には、ハイレグのバニースーツに網タイツ、加えてインナーという組み合わせは、かなり股間に違い和わ感かんがあるようだ。
「ええい、そんなことはどうでもよいわ！　とにかく、曲がりなりにも服は着れたのじゃ。これでもう後こう顧この憂うれいはないわ。あの淀という女に水牢の借りをきっちり返してやらねばの」
「はい」
「わかったら行くのじゃ！」
「ウキュー！」


「……この城はいったいどうなっておるのじゃ」
　バニー姿の幸村一行は、用心深く廊下を進んでいた。
　途中、あちこちの部屋を探るが、人ひと影かげはなく、重要な手がかりになりそうな物もない。
「あの者は……」
　幸村が言う。
「最初、天主の高こう欄らんから我らを見下ろしておった。となればやはり居るのは天主か」
　地下大空くう洞どうにそびえる大坂城大天主。地下の湖に浮かぶ島そのものを石いし垣がきにするようにそそり立っている。
　つまり天主しかないように見えるのだが、その実、天主の地下に広大な謎の空間を有している。幸村たちがいまさまよっている場所などもそうだった。
「おそらくは地下に、この城の核かく心しんがあると思うたが……」
　幸村はそれを探していたのだが、どうやら簡単にたどり着けるものではないらしい。あまりに広すぎるのだ。
「幸村さま、ここは……」
　又兵衛が立ち止まる。幸村もうなずいていた。
「やはり、そう思うのじゃな。どうやらここは、思ったよりも興味深い構造のようじゃ。じっくり調べてみたいが、いまはそうしている時間もない」
「キュ、キュ！」
　佐助がしきりに幸村のバニーのシッポを引っ張る。早くここを出たい、と言っているのか。
「うむ。やはりあやつの正体、確かめるのが先決のようじゃ。それには天主へ上がるほかあるまい」
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　大坂城天主の一室。
　外がひんやりと寒気を感じるのに、十畳じようほどのこの部屋の中は熱いほどの空気で満たされていた。
　たっぷりと湿しつ気けを含んで、部屋の中にいるだけでしっとりと汗あせが滲にじむ。加えて強い香こうの匂いが部屋中を包つつみ込んでいる。
　いくつか置かれた行あん灯どんが濃のう密みつな空気に煙けぶって、ときおり瞬まばたきするように光を弱め、またぼんやりと輝きを取とり戻した。
　壁や柱は、朱しゆ塗ぬりに金。多くの極ごく彩さい色しきの絵が、天井にまで描かれていた。
　視覚も触しよ覚つかくも嗅きゆ覚うかくも、この部屋にいる者は過かじ剰ように満たされ、暴走していくようだ。音はないはずなのに、地の底から湧わき出いでてくるにも似たものにやはり塞がれて、身体ごとゆらゆら揺ゆれているような気さえする。
「あぁ、ぅぅ、ん……」
　酔よったような声が上がる。
　大きく広げられた夜具の上、いくつもの白い身体がもつれあい、からみあっていた。
　その中心、ひときわ長く艶なまめかしい黒くろ髪かみが広がって、白はく鑞ろうのような肌はだをいっそう白く思わせる身体が、
「淀君さま、なんと、お美しくございます……」
　そう呼ばれるのは、淀君の裸らぎ形ようだった。
　言うのは、勝永だ。いまは自身の意識に戻っている。頬を染め、歓かん喜きを滲ませた笑みを輝かせていた。
　淀君が笑う。
「かわいい……かわいい奴やつらでありんすえ。もっと近う、もっと近う寄りなんし。ほれ、もっと……」
　薄うすい真紅の唇が笑うと、口の中はもっと血のような赤で、チロチロと動く舌が蛇へびのように見えた。
「盛親も、かわいがってほしいのだぁ」
　いちばん小さな長宗我部盛親が言う。身長でもそうだが、その身体は並の小学生女子よりもよほどぺたんこだ。れっきとした高等部一年なのだが。
「すばらしいのである。なにもかも、すばらしいのである」
　うわごとのように言うのは明石全登だ。
　着ているときにはわからなかったが、脱ぬぐと肉付きがいい。
　浅黒い肌と相まって、全身が弾だん力りよくの強いバネのようだ。スレンダーな勝永と好対照なプロポーションを見せる。
「ホホ、争あらそうてはいけまへんえ。仲良う、仲良う、なぁ。これ、そのように強う吸うては……ホホホ、よろしいおすえ、口をこっちへ……ン、ゥ……甘い、唇でありんすえ。もっと呑のみやれ……ホホホ……」
　とろけるように柔やわらかい乳とまだ固さの残る青い乳、丸みを帯びた背中と、肩けん甲こう骨こつが羽根のように浮かび上がった背中、白はく桃とうのようなみずみずしい尻と少年のような尻……。
　すべてが密着し、交じり合い、溶とけ合う。
　肌と肌が触ふれ合あい、汗が混じり合う。伸ばされた舌と舌がからみあうと唾だ液えきが混じって、こぼれ落ちる。すすり上げる。呑み込み、また吸う。
　サラサラ、サリサリ……。髪かみや産うぶ毛げや睫毛まつげや、あちこち、あらゆる体毛がこすれ合うと音を立てる。
　チュ……クチュ……。プチュ。わずかに粘ねん度どを含んだ液、ツルッと滑るようにこぼれる液、飛沫しぶきを上げる液……。
　お互たがいの間を行き来し、奔ほん流りゆうがひとつになる。
　上気した肌から立ち上る湿気と濃密な匂い。
　咽むせるほど甘く、ツンと嗅覚を刺し激げきし、ときに眉まゆをしかめさせる雑味が混じっているようで、それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった空気が部屋中に飽ほう和わしている。吸い込むと、チリチリと脳が灼やけるような熱さにおののく。
「ひぃ！　……ひぃ、ん、ひぁあ」
「きゃんっ！　きゃあああっ！」
「うぅぅ、ぁあああ、おおぉ」
　やがていくつもの神経と筋肉がピークに達して痙けい攣れんし、大きく震えると、ぐったりと崩くずれる。
　あとには、大きな波に洗われるように、胸を喘あえがせる裸ら身しんが残った。
「……かわいい奴らでありんすえ。おいしゅう、なにもかもおいしゅう、おしたえ。フフ、ホホホホ……」
　白い肌が丘きゆう陵りようのように連なる中から、むっくりと身を起こす淀君。
　長い髪がますます艶めき、肌はますます青白く冴さえ冴ざえの輝きを増すようだ。
「ときに……このお城にまた、招いてもいない客が来るようでありんす。いかがしたものでありんすかえ」
　淀君の問いに答えるのは、やはり身を起こした勝永だ。
「それならば、我らにお任せを。御お方かたさまのご懸け念ねん、払はらってまいりまする」
「も、盛親も行くのだ。盛親、なんだかとても疲つかれたのだ。でも、御方さまのために、すっごく戦うのだ！」
　盛親に続いて、
「ならば全登もまた行くのである。なにごとやあらん。この大おお坂さかの城を守り抜ぬくことこそ、我ら豊臣恩おん顧この武将の誓ちかいである」
　全登もまた、立ち上がっていた。
「たのもしいでありんすえ。たよりにしておすえ。すでに、正雪が慶彦の剣姫マスターサムライを討うち取ったようす。おまえたちもよい報しらせをこの淀に届けておくれでありんすえ」
　真しん紅くの唇が笑った。蛇のような舌がチロッ、とまた覗いた。
「……それに、もうひとつ、楽しいものも届いたようでありんすえ」


「ウキュ……」
　その部屋のようすを天てん井じよ裏ううらから眺ながめていた佐助。動物ならではのカンのようなものがはたらくのか、ブルブルと震え出す。
「ウ、ウキュキュ……！」
　逃にげ出す佐助は、幸村のもとへ舞まい戻る。幸村の袖そで、もといバニースーツのカフスを引っ張るが、
「何じゃ、いまそれどころではない。あれは、いったい……」
　同じく天井裏だが、幸村は別の場所から下の部屋を眺めていた。
　天主下の広大な構造を探たん索さくするのをやめて、まず淀君の正体を、と天主のいくつかの階層を探り、この天井裏にたどり着いたのだ。
　幸村の見下ろすそこに、異様なものが置かれていた。
　塗ぬり固かためられた人形かと思える物体。大きさも等身大、生きた姿をそのまま封ふうじ込めたようだ。
「剣けんが……」
　いつのまにか又兵衛も近づいて、顔を寄せていた。
　幸村も気づいていた。人形が刀を握っている。その切っ先だけが唯ゆい一いつ、裸のままに飛び出していた。
「あの刀……よもや」
　幸村のつぶやきに、又兵衛もうなずく。幸村は間違いであれば、と何度も目を凝こらすが、同じ答えしかこみ上げては来ない。
「三池典太……十兵衛……!?」
参◆淀の方
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「お兄さま!!」
　生徒会棟とうへ戻った千せん姫ひめが、慶よし彦ひこに詰つめ寄よっていた。傍かたわらにはもちろん半はん蔵ぞうがいる。だが宗むね朗あきらの姿はなかった。
「やぁ、早かったね。いや、遅かった、のかな。どっちにしてもそのようすじゃ、ずいぶんなことがあったようじゃないか」
　執しつ務む室しつの椅い子すに浅く腰こし掛かけた慶彦が笑う。いつもはべらせている旗本親衛隊の隊士たちは側になく、部屋の外での警護だけにあたっていた。
「義ぎ仙せんが！　……命を落としましたわ」
　千姫の声が震える。視線を落とし、ギュッと拳こぶしを握るのがわかる。だが慶彦はいつもどおりの淡たん々たんとした態度を崩さない。
「うん、知っているよ。ちょっと残念だったんだけどね。まあ、仕方がないね」
　手にしたティーカップを口元に運ぶ。
「ご存じ、だったのですか」
「ああ。義仙はぼくの剣姫マスターサムライだったからね。剣姫マスターサムライと『将』には、能力的な繋がりがあるのさ。だからケガをしたり死んだりすれば、主である『将』にも伝わってくるんだ」
「伝わって……それだけ、なの」
「ん」
「それだけ、なんですか？　ご自分の剣姫マスターサムライが死んだというのに、お兄さまはそれだけなんですか、それ以上、何もお感じにはならないの!?」
「御姫さま、どうか」
　半蔵が抑おさえようとする。が、千姫は止まらなかった。
「千は、あの者が嫌きらいだったわ。宗朗に近づいて、強ごう引いんに関係を迫せまるようなことをして、何でも見通しているようで、絶対に口は黙だまらないし、千のいちばん嫌いなタイプよ。そうね、あのおチビちゃんとはまた少し違ちがった、嫌いなタイプね」
　おチビちゃん、はもちろん幸村だ。
「それでも……」
　千姫の目め尻じりから、涙なみだがこぼれ落ちた。それでも顔をふせずに、慶彦を見つめ続ける。
「戦って死ぬなんて。それも、あんなことに……」
「宗朗がいないけど、どうしたんだい」
　慶彦はティーカップをソーサーに戻した。キン、と軽かろやかな磁器の音がした。
「宗朗くんは、まだ病院に。義仙さんの……側についていると」
　それは半蔵が説明する。
「ふぅん」
　慶彦は側に立てかけてあった太た刀ちを手にする。千姫も半蔵も、ハッとした顔になるが、弄もてあそぶように鯉こい口ぐちを切ったり戻したりするだけだった。そのたび、パチン、パチン、と音が響ひびいた。
　握りの紐も鞘さやも、純白の太刀。
「ダメだなぁ、宗朗も。こんなときは機き敏びんに動かなくちゃ。ピンチは逆にチャンスでもあるんだからね」
「で、でも！　敵というのは、あの松まつ平だい尊らた保かもりだったということで」
「いまは名を変えているらしいね。いや、本当の名に戻った、ということかな」
「本当の、名前……それが由ゆ比いし正よう雪せつと」
　半蔵が言う。義仙のいまわの際きわの言葉は、宗朗から伝え聞いていた。
　由比正雪の名を出されても、慶彦はその表情をほとんど変えなかった。
「由比……なるほどね。まあ、そんなところだと思っていたよ。そっかぁ。どうりで尊保のやつ、いっしょにお風ふ呂ろに入ろうって誘さそっても来ないと思ったよ。女じゃ、そりゃ来ないよねえ」
　わざとふざけたように慶彦が言っても、千姫はそこには反応せず、
「義仙を倒すほどの相手。敵の剣姫マスターサムライとしか思えないわ。それが由比正雪と聞いても、お兄さまは」
　千姫の言葉を、慶彦が繋ぐ。こんどは慶彦も冗じよ談うだんを交えない。
「これでわかったろう。ことは『豊臣派』対旗本生徒会だとか、徳とく川がわ対豊臣だとか、そんな簡単なことじゃない。ぼくらの敵は、民たみ草ぐさの豊臣への待望という感情を利用しようとしている、まあ、巧こう妙みような奴らとも言えるよね」
「ならば、それはいったい誰だれなの？　誰が義仙を」
「誰でもいい。というか、誰であっても驚おどろかないよ。まあ、察しはついてる。それに、奴らの芝しば居いめいた居場所なんかも、そろそろ見当がついてきたところだしね」
　はぐらかす慶彦に、千姫はまなじりに力を込める。
「言いたくないのでしたら、おっしゃらなくてけっこうよ。でもこれだけは言っておくわ。今回のことで、どれだけの犠ぎ牲せいが出たか、知らないとは言わせない。義仙の死……。それに、豊臣方のサムライたちの攻こう撃げきで、自じ慢まんの親衛隊にも多くのけが人が出ているはず。そんな犠牲を払ってまで」
「何を怒おこってるんだい。大事のまえの小事、だろ？　いいかい、一度戦いというものが始まってしまったら、どちらも無傷で済むなんてことはありえない。必ず犠牲は出るものさ。「将」たるもの、損害をつねに考えに入れながら、次の手を打たなくてはならない。損害を惜おしんで負けることでもあったなら、より多くの犠牲が出ることになるんだ」
　慶彦は刀をグッと引き寄せた。ギラ……抜き放つ。玉虫のように光を反射する刃はに、千姫も半蔵も、一いつし瞬ゆん目を奪うばわれた。
　続けて慶彦が、
「戦いは……勝たなくちゃならないんだよ。そうでなければやらないほうがいい。だが一度決意して、始まってしまった戦いには、必ず勝たなくてはならない。どんな犠牲を払っても、どれだけを失っても。最後に立っている者が、勝者だ。そして勝者だけが、すべてを、得る」
　太刀を一いつ閃せんした。いや、その刀の軌き跡せきは見えなかった。空気も、ほんのわずかにすらも揺れたように感じない。
　それほどの速さ。鋭さだ。そしてもう、刃は鞘の中に収まっている。
「千は、イヤ」
　千姫が、絞しぼり出すように言った。
「千は……宗朗だって、そんな戦いをいいって言うわけないわ。最初から、犠牲を前提とした戦いなんて」
「それがぼくと宗朗の、いちばんの違いさ。そしてぼくは宗朗さえ統すべる『将軍』でもある。これが答え、と言ったらいいのかな」
　慶彦が答える。
　千姫はわずかな間ののち、自身の持つ薙刀をクルッ、と持もち替かえた。そのしぐさがまるで薙刀を慶彦に向かってかまえる動作にも似て、半蔵をあわてさせた。
「わかりました。お兄さまのお考えはたしかに『将』たるものの道かもしれません。百人を殺しても千人を生かすならば善道。千人を殺しても万人を生かすならばそれが賢かしこい戦略。この大日本すら統べる覇道、帝てい王おう学がくかもしれません。それに較べて宗朗は、たったひとりの剣姫マスターサムライの死に涙して、立ち上がれないほどの悲しみにくれてる……バカ。ほんと、バカ！　バカだけど！　そんな、情けないほど人間的で、焦じれったくて、ふがいないけれど、殴なぐりたくなるけど！」
「御お姫ひい、さま……」
「だからなの！　お兄さまのその天才より、そんな宗朗を、千は選ぶわ！　だって、もう千は宗朗の剣姫マスターサムライなんだもん。考える必要なんて、悩なやむことなんて、なかったのよね！　あの優ゆう柔じゆ不うふ断だんバカについていけばいいんだから。とはいっても、いい加減、千が蹴けっ飛ばしてやらなきゃ、いけないみたいだけど」
　きびすを返す千姫。わずかに振ふり返って、器用にウインクするとそのままドアを開ける。あわててあとを追う半蔵。
「も、申し訳ありません。失礼、いたします」
　慶彦には半蔵が何度も頭を下げて、千姫の後を追う。ドアがスルッと閉まると、それまでの気負い立ったような空気がウソのように静まった。
「ふぅ」
　ため息のような、笑いのような、そんな声が慶彦の口から漏もれる。
「……すごいよねえ、女ってのは。我わが妹ながら、あれほど女になっていたとはね。女は怖こわいよ。女はね。だから、宗朗、女はきみに任せるよ」
　やはり自じち嘲よう気味の笑いに変わる。
　しかしその笑いも唇くちびるから消えると、
「……宗朗を護まもってくれて、礼を言うよ、義仙。そのはたらきは、無む駄だにはしないさ。千には言わなかったが、『将』は万人を救ったからって、千人の犠牲をよしとはしていないんだ。千人の犠牲を受け止めることのできる器を持つ者が、真の『将』なんだよね」
　自分で言って自分らしくないと思ったのか、慶彦はもう一度息を大きく吐はき出した。伏ふせた眼まな差ざしが開かれて、新たな光を帯びる。
「さて。敵もやってくれるじゃないか。ちょっとばかりこっちをなめすぎてるみたいだけど、そろそろ、ね」
　慶彦が言うのと、奥おくの部屋の扉とびらの前に、いつのまにかひとつの影かげがたたずんでいるのが同時のようだった。
　影はもちろん、華か麗れいな装そう甲こうドレスをまとった碧へき眼がんの剣姫マスターサムライ……。
「……御ぎよ意い、ジェネラル。我の意思とめずらしく合がつ致ちしたようだ。心おきなく、暴れさせてもらうとする」
　腰の巨きよ大だいな剣、鈍どん器きのような二本のクレイモアが、軽々と振り上げられる。ダルタニアンはひさびさ、まぶしい笑えみを漏らした。


２


「御お姫ひいさま！　御姫さま、本当に、よかったのですか、あれで……」
　慶彦の執務室を出て真まっ直すぐ生徒会棟のエントランスへ向かう千姫に、半蔵が並びかけて尋たずねる。
「よかったか、なんてわかんないわよ、そんなの千にも！」
　と、千姫はにべもない。
「しかし慶彦さまと旗本生徒会は」
「もう敵に回しちゃってるんだから、いまさら戻るなんて最初から考えてないわよ。うまく利用できないか、ってちょっと思ったけど、それももうナシね」
「でも」
　心配顔の半蔵に、千姫がつぶやいた。
「あのね、あのとき……ひとりの女として、千は義仙がうらやましかった」
「御姫、さま」
　ショックを受けた半蔵の顔。
「おかしい？　好きな人のために命を投げ出すって、それもとっさに迷わず……そんなことができるなんて、正直うらやましいって、思った」
「お、御姫さま……」
　ウルウル、ポロポロと涙をこぼす半蔵に、
「あ！　か、勘かん違ちがいしないでよ。一いつ般ぱん論ろんよ一般論！　千が宗朗を助けるために、同じことをしたいとか、そういうことじゃないんだからね。だから！　自分の好きな人を助けるために、義仙がそうした、そういう気持ちをうらやましい、って……ああ、もういいわ！　そうよ、千だって、宗朗のこと、す、好きっていうか、嫌いじゃないけど、だ、だから、あの場の義仙が千だって、助けたいと思ったはずよ。でも自分の命と引ひき替えにできたのかな、って、そう思うと……。だからなのよ。あの義仙だけれど、千の苦手で、はっきり嫌いかも。でも、あのときの義仙には、かなわない。女としても、剣姫マスターサムライとしても……ね」
　長い話をしたあとで、千姫は笑って見せた。
　半蔵はようやく安あん堵どの息を吐き出す。
「御姫さまは……きっと御姫さまも、あのとき同じことをしたと半蔵は思います。けど……まだ、死んではダメです。死んでは、イヤ、です……！　御姫さまが死んだら、半蔵は！　半蔵は……」
　つかの間、あっと言う間にこみ上げてくるものに、再び感情をつかまれて半蔵は喉のどの奥からしゃくり上げていた。また涙があふれる。
　千姫は小さく苦くし笑ようするように、半蔵をギュッと抱だき寄せる。
「バカね！　千が死ぬわけないじゃない。千が死ぬときは、いい？　とっくにおまえなんて死んじゃってるんだから、安心なさい！」
「はい！　はい……！」
　奇きみ妙ような論理だが、半蔵は何度もうなずく。まだ涙が止まらない。
「ごめんなさい。ごめんなさい。半蔵が御姫さまを護らなくてはならないのに。こんな……」
「そうね。千直ちよ轄つかつの風紀委員長失格よ。あとでうんと、お仕置きしてあげないとだわ」
「はい！」
「そこだけ返事いいって、どういうことなのかしら」
「……はい」
　呆あきれたように千姫が言い、半蔵が顔を赤くした。もう涙は止まっている。
「じゃあそろそろ、行くわよ」
「行く……どこへですか」
　急にモードが切きり替わったように言う千姫に、半蔵がまた戸と惑まどいの目を向けた。
「決まってるじゃない。あの尊保……由比正雪に借りを返しに、よ。いままで男子の振りをして、千をたばかってくれた礼もしなくちゃね！」
「ですが、正雪の居場所は……」
「それならもう、見当はついている。そうじゃなくて、半蔵」
　こんどは千姫が、悪いた戯ずらっぽい目で半蔵を見つめる。
「それは……」
「正雪を追っていったのはおまえよ、半蔵。姿を見せないけれど、いつも服部忍にん軍のくノ一たちが周りについている。いまもそうよね。あのときも、あとの追つい跡せきを任せたから、千や宗朗を心配して戻もどって来たのじゃなくて」
　あのとき、とはもちろん、正雪が義仙を撃うったあと逃とう走そうし、それを半蔵が追跡していったことだ。
「ご存じ、だったんですね」
「あたりまえよ。千を誰だと思っているの？　半蔵はダメッ子みたいに見えて、ちゃんとやるときはやってるって、知ってるんだから。でも千が独行しないように、黙っていた。報告はお兄さまや生徒会にだけ情報を上げて、千にはないしょにしておこうって？　甘いのよね。お見通しなんだから」
「はい。恐おそれ入いります。でも」
「でも、じゃないわ。ここでやらなくて、いつやるの。言っておくけど、義仙の弔とむらい合がつ戦せんなんかじゃないわよ。正雪に借りを返さなきゃ、女をやってる資格がないっての！」
「御姫さま」
「おまえもいっしょなんだから、覚かく悟ごなさい」
「は、はい！　……あの、宗朗くんは」
　半蔵が言うと、千姫はちょっと黙った。それから、
「宗朗は、もう少しほうっておくわよ。ここはわたしたちだけでやる。正雪ひとりくらい、千だけでお釣つりが来るもの。宗朗はね、あんな落ちた状態で来られたって、足手まといになるだけだもの。……まあもう少しくらい、義仙についてあげてるの、許してあげるって言ってるのよ。ふん！」
　最後はかぶりを振るように、言った。
「わかったら、行く……」
「待ってくださいですわ！　その道行き。わたくしも同行いたしますわ！」
　突然の声に振り返る千姫と半蔵。そこにいたのは、
「兼かね続つぐ？」
「兼続、さん」
　兼続だった。だがどこかいつもと雰ふん囲い気きが違う。もとい、コスチュームが違う。
「ブルマ」
「なぜ体操着なんですか」
　言われたとおりの体操着。それにボトムはブルマで運うん動どう靴ぐつだった。いつもの大鎚づちを背せ負おってはいるのだが。
「こ、これには事情が、ございますの！」
　それから兼続が語ったのは例の、くノ一の形をした粘ねん着ちやくする式神のことだった。
「では、その式神に襲おそわれて……？」
「ええ、気づいたときには、なぜか身ぐるみはがされていましたの。おぞましいですわ！　きっとこのかわいい、可か憐れんな、ラブリーキュートな兼続が失神しているのをいいことに、いたずらをしようとした不ふ埒らち者が……あ、危なかったですわ。目覚めるのがもう少し遅ければ、わたくし、傷ものに……！」
「かわいい、可憐、ですか……」
「ラブリーキュート、ねえ」
　半蔵と千姫が疑わしそうな目で見つめるところ、
「な、なんですの！　いたいけな美少女が倒れていたら、襲いたくなるのは当然ですわ！　幸い、わたくしの純潔は傷ひとつついておりませんので、ご心配には及およびませんことですわ！」
　粘ねん土どのような式神に全身を塗り固められて、不覚にも失神してしまった。が、目が醒さめると式神は消えていて、代わりになぜか、下着までボロボロになった姿で放置されていた、というのが兼続の話の概がい要ようだった。
「それ、ただの放置プレイなんじゃないの」
　にべもない千姫。
「まあ、放置プレイ……」
　なぜか赤くなる半蔵。
「放置プレイってなんですの！　と、とにかく、そういういきさつでしたから、学園へ戻って着き替がえたのですわ！」
「それでブルマと体操着、ねえ。それにしても、よくその程度で済んだわね。敵の狙ねらいはなんなのかしら」
「この場合の敵とは、わたしたちが追っている由比正雪とその一味、と考えていいのでしょうか」
　千姫が言い、半蔵が同意する。ハッ、としたように兼続が、
「それで、ですわ！　十じゆ兵うべ衛えがいっしょにいたのですけれど」
「十兵衛が？」
「さらわれましたのですわ！」
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「なんで十兵衛がさらわれたこと、早く言わないのよ！」
「言おうとしましたわ！　それをあなたがたがブルマだの体操着だのと、そっちの説明に時間がかかったからですわ！」
　兼続が目覚めたとき、十兵衛だけが忽こつ然ぜんと消えていた。兼続はその場に取り残されていたわけで、たしかに放置と言えるかもしれない。
　十兵衛が連れ去られたとしたら、それは淀よど君ぎみの大坂城しかありえない。
　この時点で千姫や半蔵たちは、淀君の存在までを知ることはできていない。しかし半蔵が放った服部忍軍のくノ一たちは、正雪の追跡で大坂城の位置をほぼつかんでいた。
　千姫、半蔵、それに兼続の三人はいま、十兵衛を救うために幻まぼろしの大坂城を目指しているところだった。
「それにしても、もうだいじょうぶなんですか、ケガなどは」
　半蔵がいちおう兼続を気遣う。兼続は胸を張って、
「平気ですわ！　豊臣方サムライの襲しゆ撃うげきでめちゃくちゃになってしまった格技大会の、お昼のお弁当が大量に生徒会棟に余っていましたの。それを所しよ望もうしましたら、いくつでも持っていっていいということでしたから、十個ほどいただきましたわ！　これでエネルギー補給も完かん璧ぺきですわ！」
「お腹なかがいっぱいになったとか、そういうこと、ですよね……」
　柳生道場の世話になることを拒こばんで、中庭に自ら作った犬小屋、もといコテージに住み、食事も学園での給食一食のみ、というのが日常の兼続には、文字通りおいしい展開、ひょうたんからコマ、というところのようだ。
「授業のない休日はなに食べてるのよ」
　千姫が言うのも無理はない。
「そ、それは」
　兼続は答えなかったが、じつは十兵衛や又兵衛から食事の残りを分けてもらっている、とは言えるわけがない。
　どちらにせよ、兼続にケガなどの大事はなかったようだ。だがないなりに、
「許せませんわ。この兼続を襲っておきながら放置するなど、そのなめきった態度、必ず後こう悔かいさせてやりますわ！」
　ギュッ、と大鎚を振りかぶる。弁当十個で、戦せん闘とう力りよくのほうは完全に回復しているようだ。
「幸ゆき村むらさんや又また兵べ衛えさんは、けっきょく正雪と行動をともにしている、ということになるのでしょうか」
　小さく半蔵が言い、千姫が眉を動かした。だが反応するまえに、別の場所から言葉が降ってきた。
「後悔させるとは、こっちのセリフなのだ！　徳とく川がわ千せん、服部半蔵！　こんなところへのこのこ出てくるとは、飛んで火に入る夏の虫なのだ！」
　舌足らずな物言い、そのとおりのミニ体型といえば、
「おう！　我は長宗我部右衛門太た郎ろう盛親なのだ！」
　大岩の上で、身体の数倍はありそうな二本の長なが鑓やりを突つき出す、盛親だった。
　さらに、
「我を忘れては困るのである。明石掃部頭全登である！」
「同じく、毛利豊前守勝永！」
　やはり並んで名乗りを上げる。三人の少女がそろって千姫たちを見下ろしていた。
　ダブルの長鑓の盛親。巨大な金砕棒の全登、それに、大鎌がまの勝永だ。
　勝永が続ける。
「そこ行くは、徳川宗そう家けの長女にして学園生徒会の元副会長、徳川千！　それに生徒会風紀委員会の元委員長、服部忍軍総そう帥すいの服はつ部とり半蔵と見受ける！　我ら豊臣三人衆、ここに尋じん常じようなる勝負を挑いどむものなり！　いざ、立ち会いめされよ！」
　だがこれを聞いて、
「な、な、なんですの！　さっきから聞いていれば、わたくしをガン無視ですわ！　どういうことですの！」
　思い切り反発する兼続。無理もない。が、リーダー格の勝永は、
「従卒を相手にしているヒマはない。ケガをしたくなければ、小学生は早く帰ったほうがいい」
　むしろ笑ってうながす始末。
「かーっ！　従卒ではございませんわ！　小学生でもございませんの！　わたくしは奥おうし州ゆうにその名を知らぬ者なしと謳うたわれた、直なお江え山城守兼続ですわ！」
　ここぞと主張する兼続。しかし、
「ウソなのだ！　そんなブルマの小学生が直江兼続のわけないのだ！」
「直江、つまりは上うえ杉すぎといえば西軍の重じゆ鎮うちんである。まさかこのようなちんちくりんのわけがないのである」
　盛親、全登が相次いでの否定発言。
「だーかーらー！　この格好は追いはぎにあってやむをえず……！　そっちの、そのミニ鑓やり使いに言われたくないっての、ですわ！　とにかく、このわたくしが直江兼続であることは間ま違ちがいなくて……！」
　ここへ来ても不幸爆ばく発はつの兼続だった。
　それまで黙っていた千姫が言った。
「なあに、あれ。ダサ」
「なんだとぉ！　盛親をダサいとは、許さないのだー！」
「ダサいからダサいって言ってんのよ。ああもういいわ。ウザいから話したくもないのよね。この千と対等に話ができるなんて思ったら、一千万光年早いっていうの！　わかったのかよこの陪ばい臣しんども！　ダサダササムライ！」
「お、御姫さま、お口が……少々品がないかと思われ……。それに、光年は距きよ離りの単位ですし」
「いいのよ！　こんな、虫以下の連中に示してやる品位なんて、千は最初から持ち合わせてないんだから」
　この発言には豊臣三人衆が猛もう然ぜんと反発する。
「いますぐ戦うのだ、こらぁ！」
「言っていいことと悪いことがあるのである！」
「どうやら手加減は無用のようだ」
　大岩から飛び降りるとそれぞれの得物をかまえた。
「御姫さま、ここはわたしが！」
　前へ出ようとする半蔵を、千姫が制する。
「悪いんだけど、千はいま、すっごくアタマに来てるのよね。だから思い切りやっちゃうけど、文句は言わないでよ」
　薙なぎ刀なたを手に、一歩進み出る。
「徳川千、なにごとやあらん。しょせんはお姫ひめさま剣けん法ぽう。剣姫マスターサムライとなったのもたまたまのことであろう」
　そう言う勝永を、千姫が冷たく睨にらんだ。
「そう言うおまえは何なのかしら。どうせ正雪の一味か、その背後にいる偽にせ豊臣の誰かに操あやつられているくせに」
「御方さまに対してなんということを言うのである！」
「御方さま？　そっか。ふうん、だいたいわかっちゃった。ならもう、いいわよね。やっちゃって。ちょっと挑ちよ発うはつしたら都合良く下りてきてくれたし、岩の上だといちいちそこまで跳とばなくちゃいけなくてかったるいと思ってたのよ」
　千姫に言われて、ハッとなる三人。たしかに高低差の利を自ら捨てている。
「都合がいいとはこっちのセリフなのだ！　受けるのだ！　長宗我部流、鑓そう矛む蜂ほう針しん弾だんなのだァ！」
「そんなもの、受けるわけないだろ、って言ってんのよ!!」
　千姫が大きく踏み出すと、それだけで地じ響ひびきのような衝しよ撃うげきが伝わった。
「ぁぁ……！」
　思わず半蔵が身を伏せる。次に来るものを予期してのことだ。兼続も生来の武芸者のカンで、大きく飛とび退のいていた。
　だが三人衆は遅おくれた。盛親の振りかぶった鑓が先に千姫の身体を貫つらぬくほうを信じた。しかし千姫は薙刀を両りよ腕ううでで腰こしにたばさむと、いっきに振り抜いていく。
「義仙の借りよ！　いま返してあげるから、受け取りなさいよね！　十兵衛をさらったことも！　おチビちゃんたちもどうせ、おまえたちにたぶらかされているんでしょうけど、まとめて千が、くれてあげるわ！　お釣りはおごりよ！　遠えん慮りよせずにとっておきなさいよね！　やぁああああ!!」
　薙刀のすさまじい剣圧が空気を切り裂さいて吹ふきつける。
　音速を超こえた衝しよ撃うげ波きはだった。その証しよ拠うこのように、あとからドンッ、という衝しよ撃うげ音きおんが降ふって来た。
「くぅぅううう!?」
「むぅぅ！」
　盛親の放った蜂ほう針しん弾だんも一瞬にしてすべてが消し飛ぶ。
「ぁああああ！」
　爆ばく風ふうのような衝撃に、三人ともになぎ倒されていた。
「勝負あり、です！」
　そしてその刹せつ那なを、半蔵は見み逃のがさなかった。衝撃波とともに間かん髪はつを容いれず彼ひ我がの距離を踏み越こえると、抜き放った忍にん者じや刀を突きつけていた。
「ですわね！」
　それは兼続も同じで、大鎚はいつでも盛親めがけて振り下おろされる態勢にある。
「く、くそ……！」
「あら、言葉が悪いわよ。女の子は品よくエレガントに、ね」
　目を盗ぬすんでひとり、下がろうとした勝永の首には、改めて千姫の薙刀、その切っ先が。千姫はクスッと笑うと、
「それじゃあ、知ってることをぜーんぶ、しゃべってもらおうかな。ちょっとでも隠したりウソをついたりしたら……」
　ぐいっ、と勝永の胸もとをつかんでひっぱり起こす。と、
「マジぶっ○す、からな！　おい！」
「ひぃぃー！」
　迫はく力りよくに思わずたじろぐ勝永。
「御姫さま、エレガントは……」
　オロオロする半蔵であった。
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「……ぼくは、最低だ……」
　大学病院の控ひかえ室しつで、宗朗はベンチに腰を下ろしながらずっと床ゆかを見つめ続けていた。
　もう二時間にもなる。少しも動いていない。
　義仙の亡なき骸がらは病院側に預けてある。いまは宗朗の背後にある、安置室に置かれていた。そしてこれから来る生徒会の人間が立ち会いのもと、検死されることになっていた。場合によっては解かい剖ぼうも。
　宗朗はそれまでここにいなくてはならない。
　検死に立ち会うのは義務ではなかった。だがその場になったら、どうしていいのかもわからない。
　……わからない。なにも、わからない。
　その思考の堂々巡りだ。
「義仙はぼくを助けるために……なぜ、ぼくは屋上へ不用意に上がってしまったんだ。なにかもっとやりようがあったはずだ。なぜあのタイミングで、尊保……正雪に利用されることになってしまったんだ。くそ！　くそ！　くそ！」
　拳でベンチを叩たたいていた。あまりの大きな音に、ようやく我に返る。
（ぼくが犠牲になればよかった。ぼくが義仙の代わりに。それで義仙が助かれば、それでよかった。だって義仙はあの場で正雪に勝っていた。勝つ寸前だった。それをじゃまして、なおかつ敵に利を与あたえてしまった。その結果義仙を殺してしまった。殺してしまった。ぼくが殺してしまった。ぼくさえいなければ、あんなことには……こんなことにはならなかった。どうすればいい。ぼくはどうすれば……ぼくはみんなの「将」だなんて、浮うかれていたんだ。きっと浮かれていた。その罰ばつだ。たったひとりの女性も守れないなんて、それが「将」か。「将」ってなんだ。そんなものが「将」のわけないじゃないか。義仙はぼくの剣姫マスターサムライじゃない。でもなりたがってた。最初は芝居だったかもしれない。ぼくやぼくたちを騙だまそうっていう芝居だった。でもあのときの義仙は、違う。違ってた。最後の……最さい期ごの言葉は、本物だ。偽いつわりなんかじゃない。ぼくの剣姫マスターサムライなら、って。ぼくも義仙が、ぼくの剣姫マスターサムライなら……剣姫マスターサムライなら、どうしたんだ。どうできた？　ぼくの剣姫マスターサムライなら、守れたのか。剣姫マスターサムライをぼくが守ることなんて、できるわけがない。圧あつ倒とう的てきに能力が違いすぎる。ぼくの剣姫マスターサムライなら守れたとか、それも思い上がりじゃないのか。ぼくはそもそも、最初からみんなの足手まといで、お荷物で……なのに、のこのここんなところまで出てきて、ぼくは道場で留守番でもしているべきなんじゃないのか。道場から一歩も出ずに、そこにいるべきなんじゃないのか。そうすれば義仙も、義仙も……）
「死なずに済んだんだぁああ！」
　最後は叫さけび声ごえになっていた。叫べばいいのだろうか。涙はもう出なくなっていた。悲しい、という感情すらない。後悔、罪悪、喪そう失しつ感、そして圧倒的な、悔かい恨こんの念。どうすれば、どうしていれば、どうすれば、どうしていれば……繰くり返かえす。繰り返す。
　目を落とすと、制服の胸にも腹の部分も、腕うでも、ぐっしょりと血が滲んで乾かわいていない。義仙の血。血。血。血。
　着き替がえを勧すすめられたが、立ち上がることも動くこともできなかった。
「ぼくは、どうすれば……」
『どうしようもないわよ』
　頭の中によみがえってくる。鮮あざやかな声。ほんとうに聴ちよ覚うかくに届いたように思った。
　千姫が、宗朗を残して出て行くときに、言っていた言葉。そのときは耳に入って来るだけで、少しも聞こえてはいなかった。
　いま不意に、染しみ入ってくる。
　動かない。動けない。顔も上げない宗朗に、千姫が言っていた。
『いまは、何を言ってもすぐには動けないだろうけど、誰が悪いとか、犯人捜さがしばかりしていると思うけど……。いい？　義仙じゃなくて、あれが千だったら……千だったら、同じことをするわ。それをよく考えて。自分を犯人にして責めるのはいちばん楽かもしれないけれど、義仙のことを想おもうなら何をしなければいけない？　わかっているはずよ。宗朗なら、わかるはず』
　それだけ言うと、千姫はもっと言いたい気持ちを抑えて、唇を噛かむようにして出て行った。本当は言いたいどころか、宗朗にずっとついていたい、その手を握にぎっていたいはず。それを、振り切って出て行ったのだ。
　うつむいていた宗朗には見えなかったが、言葉がいま、千姫の意思を伝えて来る。
「ぼくは……ぼくは……」
（……そう、か。千姫さまは、ぼくに教えてくれていたんだ。ぼくは、ずっと同じことばかり……。同じことばかり考えて、本当に考えなければいけないことから逃げていた。ごまかしていたんだ……）
「ぼくが、どうしたらいい、どうしていたらよかった、じゃない。ぼくは義仙を悼いたむ振りをして、自分のことしか考えていなかったんじゃないのか。ぼくは、もっともっと義仙のことを考えるべきだ。義仙が望むことを、するべきだ。義仙が生きていたら望み、ぼくに望んだことを……」
　いまやるべきは、それしかない。したいことも、それより他にひとつもない。
　そのこと。義仙の望み。それは、
「義仙はぼくの剣姫マスターサムライになった。最期の……いや、最後のキスで、ぼくの剣姫マスターサムライになった。ぼくとともにある。ぼくの剣姫マスターサムライで、ずっといる。ずっと……！」
（そうだ、ぼくがいまやらなければならないこと……）
　宗朗は立ち上がった。あまりに長く座すわっていたので、膝ひざが痛んだ。傍らに立てかけていた刀を握る。
「剣姫マスターサムライのみんなに較くらべたら、ぼくは最弱だ。それをいままでどこかで気に病やんでいた。なんとかみんなに追いつきたい。それが無理なら……無理に決まってる、だからよけい焦って突っ込んで、そんなところがあったんだ。でもそれは……」
（かえってみんなを危険にさらしてしまうことになる。ぼくのわがままでみんなを危ない目にあわせることはできない。それは、「将」のすることじゃない）
　これまで「将」であることを頭では理解し、やってきたつもりだった。だがその実、逃げ回まわっていたのではないか。まるで巻き込まれた、他人の運命のように、他人事として振る舞まっていたのではないか。
　一度として、自分から「将」の責務を果たそうとしたか。「将」として率そつ先せんして動き、剣姫マスターサムライたちを動かし、使ったか。
　そうではない。
　いつもただひとりの剣けん士しとして動き、結果として功を奏すことがあっても、見通すことはついにできなかった。ただの偶ぐう然ぜんと運だ。「将」は偶然と運をたよりにしてはならない。偶然も運も味方につけなくては。そのためには、
「何を、すればいい？　義仙……千姫さま、幸村……」
　このとき初めて、宗朗は自身を「将」として自然に考え、その為なすべきことについて深く考察するようになっていた。
「ぼくが「将」であること。それを刻み込むんだ」
　いままで心のどこかで認めたくなかったこと。ただの剣士でいたい。これまでの柳生宗朗のままでいたい、そう思っていた。「将」であることが重荷でもあり、「将」として振る舞うことでみんなとの関係が変わってしまうのでは、そんなふうに恐れていたのかもしれない。
　だがもう、逃げることはできない。
　宗朗は「将」で、十兵衛、幸村、又兵衛、千姫、半蔵、それに兼続は、「宗朗の剣姫マスターサムライ」だ。
「認めるんだ。認めるところから、発想していくんだ。そうすれば……『将』と『剣姫マスターサムライ』は、命令し、従うだけの関係じゃないはずだ。そうだ。ぼくは誰ひとりだって、失いたくない。もう誰ひとりも絶対に失わない。そのために、『将』として考えるんだ。本当の『将』になって、『将』としてみんなを護る。ぼくがみんなを真に護ることは、こういうことなんじゃないのか」
　義仙が教えてくれた気がする。千姫がヒントを与えてくれた。
　まだ答えは出ない。
　いま宗朗が「将」として何をすべきか。どう戦うべきか。いかに「剣姫マスターサムライ」たちを戦わせるのか。
　だが一歩は踏み出だせた。
　まず己おのれを知る。過かじ剰ようでも不足でもなく、己を正しく知る。そこから求められることも、為すべきことも見えてくるはずだ。
（ありがとう義仙。千姫さま。ぼくがやらなければいけないこと。これからつかまなければいけないこと。その最初の一歩が、わかった気がする……）
　刀の柄えを自然に握る。気負い過ぎでも、力の入れ過ぎもない。自然に左手で鞘をつかめば、右手はしなやかに柄をとらえて抜き放つことができる。最上の形で。
「幸村を探す。又兵衛さんもだ。ぼくの剣姫マスターサムライたちだ。ぼくが取り戻す。ぼくのもとに。そのために、みんなを集める。千姫さま、半蔵、兼続、それに十兵衛。千姫さまには、ぼくが説得しなくちゃいけない。だけど必ず分かってもらえる。わかってもらえるまで、ぼくがそれをする。ぼくがするんだ。そうして、幸村と又兵衛さんを、取り戻す！」
　いまは一刻も早く、みんなに会いたい。みんなといっしょにいたい。
（幸村たちが身を寄せている豊臣方……。その正体を突き止とめることだ。そうすれば）
　正雪を探し出し、叩くこともまた可能になる。
（これなんだね、義仙。きみに言われたように、ぼくはまだまだ柳生の総領としても未熟だった。いまもそうだって言われるだろうけど、すこしは「将」らしく、なったかな。なれるかな……）
　宗朗の思考は、しかしそこで断たち切られた。
　気配とともに、何人もの人数が近づいてくる。それが誰かはわかっていた。居住まいを正す。控え室のドアがノックとともに開かれた。
「生徒会、監かん察さつの者だ。柳生義仙の検死を行う」
　生徒会監かん察さつ部ぶの腕わん章しようをつけたふたりの生徒。むろん検死を実際に行うのは、その背後のふたりのドクター、それにアシスタントの看護師が四名だ。
「はい。お役目、ご苦労様です」
　宗朗はそれだけ言うと頭を下げる。
　来るとわかっていても、やはり辛つらい。いまこのタイミングで。ようやく持ち上がった心が、たちまち萎なえそうになる。
（こらえろ。ここはこらえる。義仙のためにも……）
「柳やぎ生ゆう宗朗だな。きみは立ち会うのか」
　監察の男が言った。
「いえ」
　宗朗が答えた。
　いままでは、立ち会うつもりだった。最後の最後まで付つき添そってやりたい、そう思っていた。だが、
（もう、そうじゃない。義仙はそれを望まない）
　望まないはず、ではなかった。はっきりと宗朗は確信している。だから立ち会わない。ここで待とうと思った。
「よろしい。では柳生宗朗、あとで事情を聴ちよ取うしゆさせてもらうからそのつもりで。では、行きます」
　監察が最後に言ったのはドクターに対してだ。
　もう一度礼をする宗朗の前を通り過ぎて、安置室に入っていく。そこで検死が始まるのか、別の処置室へ運ぶのか。
　だが全員が入りきってドアが閉まるまえから、もう混乱は起こっていた。
「……？」
　ドアが閉まる。しかしすぐにまた開かれた。監察がまっすぐ宗朗のもとへやって来る。詰め寄る。
「遺体はどこにあるんだ。遺体が消えているぞ！」
「何を言っているんですか。遺体なら……最初からそこに」
　見たくはなかったが、宗朗も安置室へ入る。
　ムッと血の臭においが吹きつけてくる。タイル張りの冷たそうな床に、まだ完全に凝ぎよ固うこしていない血が点々と、あるところは血だまりになっていた。
「ぎせ……」
　義仙、と言おうとして、宗朗の言葉が止まる。
　そこに、義仙の遺体はなかった。
　載せられていたはずの、ステンレスの安置台は、磨みがかれすぎたような鈍にぶい光を放っている。その金属にも多くの血が付着していた。
　なのに義仙がいない。肝かん心じんの遺体がどこにもなかった。
「なんだ。どうして……」
　宗朗にもわからない。忽然と遺体が消えるなど。どう考えてもありえなかった。しかし現実に義仙の遺体はない。義仙はここにいない。
「どういうことなんだ。説明してもらうぞ」
　監察の男が言うのを、宗朗は遠いところで鳴る音のように聞いていた。
　その胸は、理解できないまでもたったいま起こったことを不思議とありのままに受け入れている。
「義仙……」
（やってくれるよな。やっぱり義仙は、おとなしく死んでなんかいないんだな）
　いまもどこかでこの混乱を見ている気がして、宗朗の口もとが小さな笑いの形になっていた。
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「なによ、けっきょくあの子たち、剣姫マスターサムライじゃなかったっていうこと？」
　千姫が言う。
　勝永、盛親、全登の豊臣三人衆を一いつ蹴しゆうしたのみならず、恫どう喝かつによって大坂城や淀君などの情報までも聞き出している。
　半蔵と兼続を連れていま、その場所へ向かっているところだった。
「まあ、ただのサムライならばあの程度、とも言えますわね」
　とは兼続。
「それがおかしいと思うんです。松平さまの、正雪は確かに剣姫マスターサムライでした。義仙さんとも互ご角かくに戦っていたほどの能力です」
「そうよ。ただのサムライに義仙が負けるはずがないわ。いろんな事情が重なったとしても、ね」
　半蔵が言い、千姫も同意する。
「ならば、契けい約やくによって正雪を剣姫マスターサムライとしたのは淀君しか考えられません。淀君はなぜ、あの三人を剣姫マスターサムライにしなかったのでしょう。戦力のアップという見地から見ても、理解できないことです」
「ふつうのサムライじゃないとしたら、わたくしや十兵衛を襲ってきた式神とかですの？」
「それも考えましたが、少なくとも本人たちは物ものの怪けの類たぐいではありませんでした。となれば考えられるのはやはり、呪符の力かと」
　負けた勝永たちの身体を調べると、背中に怪あやしげな呪符が張られていた。
　勝永たちはサムライだが、その呪符で封ふうじられ、一時的に剣姫マスターサムライなみの力を有することになったらしい。どうやら淀君への忠誠心も呪符によるものらしく、剥はがすと我に返ったように詰きつ問もんにも素す直なおに応じるようになった。
「やっぱりどこかに徴しるしがあったのじゃない？　調べ足りなかったかしら」
　千姫が言うと、半蔵も兼続も、全力で首を振った。
「いえいえいえいえ、ですわ！　こんな道みち端ばたで、あんな姿にまでして全身くまなく調べるなんて、まさに鬼き畜ちくの所行ですわ！　目を疑いましたわ！」
「御姫さまの命令で口の中や目ま蓋ぶたの裏側や……まで調べました。あの子たち、涙なみだ目どころか、ベソをかいてましたよ」
「まったく、どんな羞しゆ恥うちプレイですの」
「羞恥プレイ……」
　頬ほおに手を当てている半蔵。胸のうちがキュンキュンしているのはないしょだが、千姫には丸わかりだ。
「なによあれくらい、負けたんだから当然でしょ。まあいいけれど、千たち相手にとんだ二軍だったわね」
　千姫が別の角度から話を振る。
「それにしても、よ！　あの子たちが豊臣三人衆って、それでおチビちゃんたちを呼んだのじゃなくて」
　話題を変える。というよりこのことが言いたかったようだ。
「はい。もともと幸村さんと又兵衛さんを入れて、大坂の役の、豊臣方五人衆というのが歴史的なカウントですから」
「だからなのよ。それを理由に引っ張り込まれたのじゃないかしら。おチビちゃんも内心では気にしていたところがあったのだろうし、そこを突かれた、というか」
　熱心に言う千姫に、
「御姫さま、本当は幸村さんたちのこと、気き遣づかわれていたんですね」
　半蔵が言う。うれしさがこもっていた。
「え!?　な、なんで千があんなチビとノッポの凸でこ凹ぼこコンビのことなんか、いちいち気遣ってなんか……でもまあ、ね、お兄さまも無事だったのだし、というより、よく考えたらあんなお粗そ末まつな罠わなでお兄さまがどうこうなるわけなんてなかったのよね。味方まで騙すお兄さまの芝しば居いに、千もちょっとだけ引っかかっちゃっただけだもん。影かげ武む者しやでなく本物のお兄さまだったとしても、ぜんぜん問題なかったと思うし」
「はい。はい」
　半蔵が何度もうなずく。千姫の弁解がやさしさから来るものだと知っているからだ。
「ようするに、おデコチビたちを許す、ということですの？　まあ幸村も、ふだん偉えらそうに利口ぶってても、ただの子どもということですわね！　今回のことでよーく反省するといいのですわ」
　兼続もその言葉にも、どこかホッとしたトーンがある。
　半蔵も兼続も、そして千姫も、幸村たちを案じているのだ。それがお互たがいにわかってうれしいし心強い。
「まあ、お尻しり一回くらいで許してあげるわよ」
　千姫が笑って言うと、半蔵があわてて、
「お尻一回……！　どういうお仕置きですか？　まさか……」
「え？　お尻を一回ぶってお終しまい、ということだけど」
　千姫の言葉に、たちまち真っ赤になる半蔵。
「まったく、なにを想像しているんですの？」
　兼続の視線も痛い。ますます小さくなる半蔵。
「ほら、行くわよ。もう間近なんだから」
　切り上げるように千姫が歩き出したところ、
「あ！」
　半蔵が声を上げる。
「なによ、またなにかお仕置きでも……」
「いいえ、違うんです。あの……たしか『士』＝サムライは必ず女性に顕あらわれ、『将』は必ず男性に顕れる、って……」
「そうよ。それがどうかしたの？」
　さらにいえば、サムライはこれまですべて、十代の少女にしか顕けん現げんしていない。
　半蔵が言おうとし、兼続と千姫もハッ、と気がついた。
「淀君って女よね」
「女どうしで、契約はできません」
「淀君が『将』のはずありませんわ。契約できなくて当然ですわ！　でも、それでは……淀君が、剣姫マスターサムライですの!?」
　次の言葉は、ほぼ三人同時に、口を揃そろえていた。
「淀君って、何者!?」


６


　暖かい霧きりが覆おおって、視界すら乳白色に煙けぶっている。
　霧は、たっぷりと湛たたえられた湯から立ち上っていた。
　まるで湖の地底の風景そのままを切り取った、あるいは流用しているような、あちこちに剥むき出しの岩いわ肌はだを見せるそこは、大坂城の湯ゆ殿どのだった。
　天主の基部となる石いし垣がきの中、ちょうど地下湖の水面のあたりが湯船だから、湖水をそのまま引いているのかもしれない。
　壁かべや柱までが岩そのものだが、浴よく槽そうや洗い場に当たる部分はきれいに岩を切り欠かれ、なめらかに研とがれていた。
　上から見るとほぼ円形に近い浴槽の端はし、ちょうど人ひとりが寝ねそべるベッドくらいの舞ぶ台たいになっている。
　いまその上には、真っ白い裸らぎ形ようを横たえた少女がひとり。
　長い緋ひ色いろの髪が湯に濡ぬれて、素す肌はだにからみついている。湯面に垂しだれ落ちてもいた。
　あおむけになってもほとんど崩くずれないバストが先を尖とがらせている。
　豊かな胸と引き替かえのように引き締しまったウエストと、また美しいフレアを描えがく腰こし回まわり。そこからみずみずしい太ふと腿ももと、伸のびやかなレッグラインへと繋つながっていく。
　それほどの見事なプロポーションとまるで似合わない、あどけない寝ね顔がお。おだやかに閉じられたまぶた。わずかに開いた唇が艶あでやかなピンクに濡れ光る。
「やはり十兵衛であったか」
　湯気に目をしばたかせながら言うのは幸村だ。相変わらずその姿はバニーガールスタイル。天てん井じようを移動してここまで来ていた。
「幸村さま、よろしいのですか」
　隣となりで又兵衛が言う。やはりバニーガール姿。天井の羽目板をずらした隙すき間まから、幸村と交こう互ごに下をのぞき見る。
「ウキ！」
　佐さ助すけも見る。見知った十兵衛を見つけたのか、声を上げた。
「しっ！　声を上げるでない。……粘土か水みず飴あめの塊かたまりかと見まごうものの中に人ひと影かげを見つけたときには何かと思うたが、まさか十兵衛であったとは」
　やはり天井から見下ろして見つけたものだ。
　わずかに外に出ていた刀、見覚えのある三池典太に気づいたが、人影がやはり十兵衛であったことに驚おどろく。
　浴室に運ばれたあとも、十兵衛は眠ねむったように動かない。だがその暖かさや湿しつ気けのせいか、身体にわずかに残っていたゼリーのような粘着物質は、どうやら完全に剥がれ落おちたようだ。
「このままでよろしいのですか」
　又兵衛がもう一度問う。幸村はわずかにかぶりを振った。
「あの淀よどとやらが十兵衛をさらわせたことに間違いはあるまい。となれば何の目的か。それをこれから確かめる必要があるのじゃ」
「でも」
「わかっておる。見殺しにするような真ま似ねはせぬ。それに、淀を襲う絶好の機会でもある。いつでもここから出られるようにしておくのじゃ」
「はい」
　だが幸村も又兵衛も、さほど待つ必要はなかった。ほどなく奥おくの扉とびらが開いて、淀君が現れたからだ。
「来おったか。いい加減おぬしの正体、見せてもらうぞ」


　格こう子し戸どが音もなく開いて淀君は浴室に素す足あしを踏ふみ出した。
　身につけているのは赤の襦じゆ袢ばんのみ。それもかなり着崩れていて、胸むなもとが大きく割れている。
　歩を進めるたびに、深く谷間を刻んだバストが妖あやしく揺ゆれた。
「フフ、わちきのかわいいサムライが、またひとり。柳生十兵衛。この者さえ手に入れば、あとは何もいらぬほど」
　淀君は襦袢や髪が濡れるのもかまわず、湯船に下りる。膝まである湯を静かにかきわけると、舞台の前にまで進んだ。
　湯気が十兵衛の裸ら身しんを乳白色に煙らせている。
　舞台、それに横たわる十兵衛を前にした淀君は、儀ぎ式しきの祭司のようにも見えた。
　天井の幸村は、淀君の声も聞いている。
「はて、まさか契りの儀式をするつもりか」
「でも十兵衛さんは」
　又兵衛も言う。
「うむ。十兵衛はすでに宗朗と契っておる。我らと同じく宗朗の剣姫マスターサムライじゃから、これ以上の契約はできぬはず。ただし十兵衛だけは特とく殊しゆじゃからな。契約の儀式……キスのたびに剣姫マスターサムライとなる謎なぞは解明されておらぬし、まさか、そうでないこのときなら再契約が可能になるのではあるまいな。は、待てよ……」
　このとき幸村も、気づいた。それは千姫たちが気づいたのと同じ疑問。
「サムライは女子に、『将』は男だけに顕れるもの。サムライと『将』が契ることによってのみ、契約が成立するのじゃ。なのにあの女は……いったい何をしようとしておるのじゃ」
　幸村が見つめる中、淀君が十兵衛の身体にかしずくように屈かがみ込む。
「かわいいかわいい、たいそう美お味いしそうな、この実よの」
　すっ、と肌はだをなでる。触ふれるかどうかという羽根のような手て触ざわりだ。十兵衛の頬に触れ、肩や二の腕をなぞり、胸をかすめて腹へ、そして下腹から脚あしへと下りていく。
　すっかり足先まで降りると、
「ンッ……」
　淀君が十兵衛の足に唇くちびるを押おしつけた。足の甲こう。それから裏にまで。
「なんとなめらかな肌よ。わちきにいっぱい食べさせておくなまし。ぶどうのような指でありんす。美お味いしい、果実の味でありんすえ」
　ぶどうの実、と言うのは十兵衛の足の指だ。一本一本をていねいになめ、口に含ふくんではなめ転がす。
　長い舌が露あらわになって、チロチロペロペロと肌をなめるさまが見える。舌は唇と同じ真しん紅くの、血の色だ。
「……なにをやっておるのじゃ、まさかあれがあやつの儀式か」
　天てん井じよ裏ううらの幸村がつぶやく。又兵衛が五丈じよ鑓うやりを手に引き寄せた。
「待つのじゃ、まだ」
　再び隙間から目を凝こらす。
　淀君は十兵衛の脚をすっかりなめ尽つくすと、じょじょにその唇と舌をこんどは逆に、足元からなめ上がっていく。
　くるぶしをなめ、ふくらはぎから膝へ、腿ももをたっぷりとなめ上げるころには、十兵衛の身体に変化が表れ始めた。
「ぁ……ぁ……」
　かすかに開いた唇から息が漏れる。声もかすかに交じっていた。
　暖かい湯気のせいばかりではない。素肌が内側からポーッと上気して、桜色に染まっていく。
　十兵衛の手が、脚が、わずかに身じろぎする。身体が揺れると、胸の頂点もふるふると揺れ動うごく。
「もっと楽しませてくりゃれ。もっともっと……そなたが楽しければ、わちきも楽しいでありんす。もっと、もっと、極ごく楽らくへ行ってくりゃれ。わちきもうんと楽しませてくりゃれ」
　十兵衛の内うち股またに顔を埋うずめた淀君がつぶやいていた。
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「ぁ、あっ……ん！　ぁ！」
　十兵衛が無意識に上げる声が大きくなる。頬だけでなく、全身がポッとピンクに色づいていた。
　身じろぎする。いまにも目を醒ますのでは、というほど身体が揺れる。
「……」
「……」
　天井から見つめる幸村も又兵衛も、無言で頬を染めていた。
「幸村さま、そろそろ」
「う、うむ……いや、待て」
　幸村は身をくねらせる十兵衛の肌、その胸を見つめた。桜の花びらの徴がくっきりと浮かび出していた。
「あれは、剣姫マスターサムライの徴。十兵衛にあっては、ふだんはないもの。浮かび上あがるときは、剣姫マスターサムライの……剣けん豪ごう十兵衛が現れるときだけのはずじゃ」
「将」と契ったサムライは剣姫マスターサムライとなり、身体の一部にその徴の痣あざが現れる。肌が上気したときにはよりくっきりと浮かび上がるが、そうでなくとも消えることはない。
　十兵衛だけが特殊で、ふだんはない徴が宗朗と契ることで……つまりキスをすると現れる。同時にふだんの妹十兵衛の人格は喪失し、剣豪十兵衛が出現する。徴は剣豪十兵衛の胸にはっきり浮かび上がっていて、紛まぎれもなく宗朗の剣姫マスターサムライである証拠だった。
「まさか、宗朗と契りのキスをしてもいないのに、剣姫マスターサムライになる、と？　それではあの淀と契ることになるではないか。そんなことはさせられんのじゃ！」
　幸村が自身の得物、大鉄てつ扇せんを引き寄せる。又兵衛も五丈鑓をつかんでいた。
　もとより、恍こう惚こつとして十兵衛の肌を貪むさぼっている淀君は隙すきだらけだ。天井を破って淀君に襲いかかる、とするところ、
「あれ……は!?」
　幸村の動きが止まった。又兵衛も、再び天井の隙間に目が吸い寄せられる。
「……ハァァ……」
　大きく息をつぐように、淀君が声を上げた。十兵衛の下腹から顔を上げる。そのまま身を起こした。長い舌をペロッ、となめあげる。
　朱しゆの襦袢はもう湯を吸って肌に張り付いている。
　淀君は襦袢の襟えり元もとに手をかけると、肌から剥がすように脱ぬぎ落とした。襦袢が足元に落ちて、血だまりのように見える。さらに湯の中に沈しずんでいく。
　淀君の素肌がすべて、露わになった。
　白いというより白はく鑞ろうのような肌も、湯の暖かさにほんのり上気している。
　襦袢が吸った湯のせいか、自身の汗あせか、しっとりと湿しめった肌からは玉になった雫しずくが伝い落ちる。
　たっぷりとしたバストの先からも、こぼれ落ちた。
「これからでありんすえ。これから……もっともっと、極楽へ、おまえを案内して……やるからな」
　淀君の言葉が変わってきていた。それに声も。
　大きく口を開いて舌を突き出す。長い舌が顎あごの下までも垂れる。その中心。真紅の舌に、切きり裂いたような五ご芒ぼうの徴があった。
「あれじゃ！　あれがあやつの徴じゃ！　女で徴を持つとなれば……やつは『将』ではないのか。まさか剣マスター……」
　だが幸村の言葉は途と切ぎれた。
　いつのまにか十兵衛に寄より添うように側そく臥がした淀君が、その頬から耳へと唇を這はわせていた。と、
「ぅ！　ん……！」
　十兵衛が小さく声を上げて身じろぎする。その耳たぶから小さく血の玉がポツッ、と浮かび上がる。崩れると、滴したたり落ちた。
　淀君が十兵衛の耳たぶを噛み破った、その血だった。
「いかん！　……ぐっ!?」
　幸村が思わず立ち上がろうとして梁はりに頭をぶつける。倒たおれそうになるところ、
「幸村さま」
　顔を並べて覗のぞいていた又兵衛が、受け止めようと動いた。
　が、それはそのまま、
「あ!?」
　バキッ！　薄うすい天井板を思い切り踏み抜ぬくことに。ふたりと一匹ぴきを合わせた重量はとても破損した天井板の支えられるものではなく、ひらたく言うと、
「ぅうあ！」
「きゃああっ！」
「ウキ！　ウキュ───!!」
　バリバリと天井を破ったふたりプラスワンはそのまま湯船の中へ派手に落下することになった。
　爆ばく雷らいでも投下したような巨きよ大だいな水柱が上がる。
「だ、誰ぞ!?」
　驚く淀君に、
「ぷ！　ぷはぁ！　……き、きさま！　まことに淀君か!?　でないとすれば、いったい誰だれじゃ！」
　ぐしょ濡れになったバニースーツ姿で、大鉄扇を淀君に突きつける幸村。一いつし瞬ゆん遅おくれて又兵衛も五丈鑓をかまえた。こちらもバニー。耳の先から湯が滴り落ちる。
「お、おの、れ……！　おまえたち！」
　淀君はそれだけ言うと、胸と下半身をとっさに手で覆った。みるみる真っ赤になる。
「……見たのかや、わちきの……」
　幸村を睨にらんだ。
「もちろんじゃ。おぞましくて目が潰つぶれるかと思うたわ！　女どうしでベタベタと気色の悪い！　そのうえ十兵衛にケガまでさせおって！」
　幸村の言葉に、しかしいままで真っ赤な裸身を怒いかりに震ふるわせていた淀君は、不思議と表情を変化させていた。動転していたのが、自信の笑いを取とり戻す。
「おぞましいでありんすと？　わちきの……許さない……絶対に許さないでありんすえ……！」
　伏ふせられていた淀君の目がカッと開く。黄おう金ごん色いろの、瞳ひとみが輝かがやく。
「許さんとはこっちのセリフじゃ！　十兵衛を返してもらうぞ！」
　幸村が大鉄扇を振りかぶる。又兵衛もすばやく展開して別方向から鑓を淀君へ突きつけた。
「おのれ……！　よくも……わちきの！」
　瞳の黄金が光を強めると、虹こう彩さいがキュッと縮まって一本の縦の線になる。その目はネコか、蛇へびのようだ。そして長い舌が突き出されて、
「いかん、何か来る！」
　先手を取って、幸村が大鉄扇を放った。又兵衛も鑓を繰り出す。
　ガン!!

　音よりも身体に届く衝撃の強さに驚く。銃じゆ弾うだんが一いつ瞬しゆんで大鉄扇と槍やりの穂ほを弾ひいていた。
「御お方かたさま！」
　浴室に響ひびく声。
　正雪だった。浴室の岩を背に、二丁の拳けん銃じゆうをかまえている。拳銃の筒つつ先さきは、幸村と又兵衛に合わされていた。
「正雪、よう戻ったでありんす。あれを撃うち果たしやれ！」
　いつのまにか、淀君が正雪の背後にまで下がっていた。又兵衛は十兵衛を抱だきかかえる。幸村が、片方だけになった大鉄扇をそれでもかまえた。
「誰じゃあれは。じゃが……飛び道具などなにごとやあらん！」
　再び湯殿内に銃じゆ声うせいがとどろいた。岩に反はん響きようし、湯気を震わせ響き渡わたる。
　しかし銃弾は幸村や又兵衛を狙ねらわず、湯船に落ちた。大きな水柱を立てる。
　湯の飛沫しぶきに交じってさらに弾だん丸がんが。幸村は警けい戒かいして再び飛び退すさる。だが飛沫が収まったとき、そこに正雪の姿はなかった。淀よど君ぎみも、消えている。
「……いったん下がりおったか。いい戦術じゃ」
　幸村も残った大鉄扇を下ろす。
「ウキュ！」
　佐助が安心したのか、肩かたに飛び乗ってきた。
　幸村、又兵衛、それに又兵衛はまだ湯船の中にいた。又兵衛が抱きかかえていた十兵衛を、平らな岩の上に下ろす。
「……ぅ、ぅ、ん……こほ、っけほ！」
　十兵衛が咽むせたように身じろぎする。目を開けた。
「おお、目が醒さめたか！」
　幸村が、又兵衛が覗き込んだ。佐助も。
「ゆっきー？　それに、べーたさん？　佐助……」
「そうじゃそうじゃ！　意識もしっかりしておるようじゃの！」
　幸村の顔に笑えみがこぼれた。安あん堵どがいっきに押し寄せて、笑みを通とおり越こして涙目にさえなっていく。
「ゆっきー……」
「うむ、うむ」
「変なかっこうー」
「そこか！」
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「着る物、なんでこれなの？」
　そう言う十兵衛の姿は、いわゆるレースクイーン。昔風に言うところのボディーコンシャスな超ちようミニスカワンピースだった。足元はハイヒールのブーツ。
「ぜいたくを言うでない！　裸はだかでないだけありがたいと思うのじゃ！」
　救い出した裸の十兵衛に着る物を、と、また例の衣装部屋へ引き返して、選んだのがそれ。
　ただし幸村と違ちがって、サイズは適度に合う十兵衛だったから、ある程度の選せん択たく肢しはあったものの、動きやすい衣装で、となると限られてくる。
「ゆっきーのこれ、ウサギさん？　どうしてこんな服ばかりなの？」
「知らぬわ！　あの淀とかいう女に聞いてみるがよかろう。一着二着ならまだしも、これでは毎日コスプレざんまいじゃ」
「コスプレ？　擦こするプレイ？」
「違うわ！　微びみ妙ように近そうなことを言うでない！」
「ふぅーん。でも十兵衛、この服、かわいいから好き！」
　たしかにメリハリのきいた十兵衛のプロポーションなら、バニースーツでもレースクイーンでも、現に似合いすぎるほど似合っている。
　くっきり刻まれた胸の谷間。付け根ギリギリまで露ろし出ゆつした太腿が生々しい。もとい、なまめかしい。
「キュッ、てなります」
　相変わらず又兵衛は、股こ間かんの食い込みに難なん儀ぎしているようだが。
「それにしても……なんじゃのお。おぬしらは、ふだんよりいっそうこれ見よがしな感じでなんだか気分が悪いわい」
　対する幸村の胸回り事情は、すでに記したとおりだ。
「えー、ゆっきーもかわいいよ！　胸のところにポケットがあるのも便利でいいよね！」
「胸に、ポケットじゃと」
「うん。十兵衛は、なんだか最初から窮きゆ屈うくつで、胸のとこいっぱいなんだもん」
　バニースーツにポケットなどあるはずがない。あるとしたらそれは、
「これはカップじゃ！　バストのカップが、余っているというだけで……お、お、愚おろか者ものぉおお！」
　バニースーツのバストのカップと実際の胸の間にある隙間がポケットなら、そのポケットにはふつう、パットを入れるという。


「千姫さまたちが敵の城に？」
　病院から向かった生徒会棟とうで、宗朗は慶彦の近習である親衛隊の隊士に教えられた。半蔵と兼続が同行し、さらわれた十兵衛を取り戻もどすためであることも。
　すでに、千姫が倒した豊臣三人衆の少女たちは学園へ送り届けられ、取り調べられていた。
　三人からの情報で、大坂城の位置も判明した。
（なら……行くしかない！）
　豊臣三人衆に聞いてみたいこともあった。とくに幸村と又兵衛のこと。だが敵がそこにいるなら、
（幸村たちも必ずいるはずだ。千姫さまたちも向かっている。十兵衛もいる。迷うことはない）
　隊士に礼を言って宗朗は生徒会を辞した。
　義仙のこと、慶彦に告げたいこと、問いただしたいことも多くある。だがいまは一刻を争あらそうなら、まずは大坂城へ向かうべきだ。
「一度道場へ戻ったほうがいいか。いや、そんな時間なんてない」
　一瞬迷うが、宗朗は道場とは別の道へ足を向ける。刀を握りしめる。勢い、小走りになった。
「そんなノロノロ歩いていては、日が暮れてしまうぞ！」
　不意に背後から声が降ふってきた。振ふり返る宗朗に、
「おわ！」
　ニュッ、と大きな顔が突き出されて来た。やはり大きな舌でベロッとなめあげられる。思わずのけ反る。
　宗朗の倍ほどもある長い顔。白馬だった。みずみずしい黒目が見つめてくる。
「ダルタニアン！」
　馬上の人を宗朗は振り仰あおいだ。
「油断だぞ、宗朗！」
　ダルタニアンが言う。宗朗にもわかっていた。
　これほど近寄られて気づかなかったのは、殺気が皆かい無むだったからでもある。
　鮮やかな青の戦せん闘とうドレス。ダルタニアンは羽根飾かざりの帽ぼう子しのつばを指でキュッ、と上げて見せた。
「乗れ、宗朗！」
　よけいな言葉はいらなかった。ダルタニアンは宗朗がどこへ向かうのか、何をするのかがもうわかっている。
　宗朗もまた、ダルタニアンを一瞬で信じた。
　それはただの道行きではない。最終的には命を預け合うことになる。その相手として互いを認められるか、という判断。
「乗せてもらうよ！」
　もう遠えん慮りよはない。宗朗はうなずくと、白馬の顔を撫なでてやり、馬体の横へ回る。ダルタニアンが足を外してくれた鐙あぶみに足をかけ、鞍くらをつかんで一気に馬上へ上った。刀は背中にくくりつけた。
「ならば行くぞ！　はぃ！」
　手た綱づなを絞しぼり、ダルタニアンが鐙で馬体を軽く蹴ける。
「ヒィィィィィン！」
　いななきとともに白馬が前足を振り上げる。次の瞬しゆ間んかん、猛もう然ぜんと走り出した。
「うわ！」
　予期していたこととはいえ、その瞬しゆん発ぱつ力りよく、スピードは圧倒的だ。
「我の身体につかまれ！　振り落とされるぞ！」
「わ、わかった」
　ダルタニアンに言われて、あわててその身体にしがみつく宗朗。
「こ、こら！　どこをさわって……!!」
「あ？　ご、ごめん」
「ええい、もうよい！　……しっかり、つかんでいろ！」
　白馬はますますその速度を上げていく。
[image: 画像]
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「……この辺り、なのよね」
　千せん姫ひめが周囲を見回す。
　うっそうとした樹海はその辺りではますます奇き怪かいな植生を見せていた。そろそろ沈もうとしている太陽の光をさえぎり、その下を進む者を陰いん鬱うつな気分に落とし込む。
　一歩踏みしめるごとに、ジクジクと染み出す汚よごれた水も、長くいると汚れが這い上あがってきそうな気がした。
「情報によると確かにここ、なのですが」
「なにもありませんわね。目印の木はこれですわね」
　半はん蔵ぞうが言い、兼かね続つぐが指さすのは、三人の目の前にそびえる巨きよ木ぼくだ。
　周りの木々よりもいっそう奇怪なそのフォルム。ねじくれた幹に白く刻み込まれた十字の徴。
「どこかに、入り口があるんでしょうか」
「そんな簡単なものじゃないんじゃない。何か呪じゆ文もんを唱えるとか。どこかへ転送されるとか。ああ、もう、やっぱりあいつらを縛しばってでも連れてくるべきだったわ」
　千姫が言う。十字の木の周りをイライラと歩き回る。
「縛り付けて……」
「あなたもなに考えてるんですの！　早く入り口を探すですわ！　こういうところは、たいてい木のウロの中に鍵かぎとかスイッチとかが……」
　ちょうどあった木のウロを覗き込む兼続。
「……!!」
　無言で、というより声を出せずに飛び退る。兼続の行動に、千姫と半蔵は、攻こう撃げきか、と武器を身構えた。
「なに？」
「だいじょうぶですか！」
　それ以上なにも起こらないのを確かく認にんして、半蔵が近づく。半分腰を抜かしている兼続に代わってウロを注意深く覗き込む。
「きゃ！」
「なによ、なんだっていうの」
「カマドウマ、です。カマドウマと目が、合いました」
　正確にはマダラカマドウマだった。
「なに遊んでるの。まったくおまえたち……ひっ！」
　やはりウロを覗いてカマドウマにガンを付けられ、一歩飛とび退のく千姫。
　カマドウマを甘あまく見みてはいけない。暗くら闇やみであの長いマダラの手足、長すぎる触しよ覚つかくを至近距きよ離りで見ると、かなりのショックがある。跳ちよう躍やく力りよくもそうとうなものだから、跳んで向かって来るときも驚く。
「な、な、なによ！　失礼しちゃうんだから！」
　もう少しで尻しり餅もちをつくところだった千姫が、腹立ちまぎれに薙なぎ刀なたを振り上げる。
「あ、いけません、御お姫ひいさま！」
「うるさい！」
　半蔵の言葉を無視して、薙刀の刃はを木に叩きつけた。このとき、思わず剣姫マスターサムライモードになっていたのは、それほどカマドウマで驚いたのが悔くやしかったようだ。それも、もうカマドウマがそこにいる、とわかっていたのに。
　ザンッ！
　衝しよ撃うげ波きはが巨木を直ちよ撃くげきする。薙刀の終しゆ端うたんスピードが音速を超えていたからだ。
「そんなに悔しかったのですわね」
　もっと驚いていた兼続が言うことでもないようだが。
　薙刀の一いつ閃せんで、巨木は粉々になる、と思われた。が、一部の枝が吹ふき飛んだだけ。自然の物が、これほど頑がん丈じようなわけがない。
「これは……」
　半蔵がもう一度巨木に近づく。あちこちを調べたあげく、薙刀の衝しよ撃うげきでカマドウマが飛び出していった木のウロに手を差し込んだ。
　カチッ……。
　手が触れた突とつ起きがスイッチだったのか、巨木は震えながら下草の茂しげる地面を滑すべる。ちょうど人が入れるほどの縦穴が出現した。
「こんな仕し掛かけだったんですの！」
「御姫さま、さすがです！」
「ま、まあ、当然よ！　当然！　こんなところでグズグズしていられないんだから。さっさと、行くわよ！」


　地下空くう洞どうと地底湖、それに湖の島にそびえ立つ大天主の威い容ようは千姫たちを驚かせた。
「なによ、これ。こんなもの、いつ作ったというの」
　天主を仰ぎ見る千姫。
「作った、というか、言葉どおり建設されてできたものなのでしょうか」
「どっちでもいいですけれど、なんだかここにいるとずいぶん冷えてくるというか、イヤな気が這い上ってくるようですわ。早くあのおデコチビや十兵衛を見つけて立ち去ったほうがいいですわ」
　身体を震わせる兼続。もっとも、半はん袖そで体操着にブルマ、という軽装のため、この地下空洞の冷気で冷えた、のかもしれない。
「言われなくてもそのつもりよ。ふん、あのおチビちゃん、千が助けに来たって知ったら驚くわよね。サプライズは大好きよ！」
　巨木の入り口から洞どう窟くつのような縦穴をくぐって出てきたのは地下空洞の壁に当たる斜しや面めんだった。
　そこからは高いビルからの眺ながめのように、大坂城を見下ろすことができる。
　やがて斜面をすっかり下ると、こんどは仰ぎ見ることになった大坂城天主の麓ふもとにあたる石垣から、一本の木橋が湖の対岸にかかっていた。
「とくに、攻撃はないようですね」
　忍にん者じや刀を手に千姫の前を進む半蔵は、油断なく辺りに気を配っている。兼続はしんがりで背後に目を走らせる。
　橋を渡りきると、天主への入り口となる門がある。これも難なく開いた。
「なんだか誘さそってるみたい。罠かも。まあいいわ。やってやるんだから。……こういうの、なんて言うんだっけ」
　千姫が言う。半蔵が、
「ええ、と、たしか、虎とら、虎……『前門の虎、後門の狼おおかみ』？　ですか？」
「『虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得えず』ですわ！　それしかありませんわ、ていうか、そのものじゃございませんの！」
　故事成語に詳くわしい中学生だった。
「……行こっか」
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「江え戸どじ城ようにも勝まさる豪ごう華かさね、だけど……」
　広い廊ろう下かを歩きながら千姫が言う。
　すみずみまで磨みがき上げられた広い廊下。その両側を囲む襖ふすまには、色とりどりの歴史物語絵巻が描かれている。天井にまで絵が配されていた。
「でもなんだか、息が詰つまりますわ」
　ここでもしんがりをつとめる兼続が言う。
「窓がありません。どこまでも密閉されていて……」
　半蔵がその理由を挙げた。
　たしかに、ふつうの廊下ならば庭に面した縁えんになっているのが通常。このように左右を襖で閉ざされている廊下がこんなにも長く続くのは異常だと言える。
　地下だから陽の光はもともとないが、廊下の隅すみに一定間かん隔かくで行あん灯どんが置かれ、照明になっている。
　廊下は一直線ではなく、ときおりＴ字路に分かれたり鉤かぎ型に曲がったりする。角度はつねに九十度だが、右、左、どちらの曲がりもある。
「……この城、こんなに広かったっけ」
　相変わらず廊下を進みながら、千姫がぽつりと漏もらした。
「かれこれ四半刻はもう歩いていますわ。いくら地下にも構造があるといっても広すぎですわよ」
「あの、さっきもあの行灯を見たような気がするんです」
　半蔵が言って指さす。
　その行灯はひとつだけ灯あかりが暗く、枠わくの覆いに張られた和紙の一部が破れている。中の火皿の炎ほのおがチラチラと見えていた。
「本当なの？」
「はい。たぶん」
「それではなんですの？　わたくしたちは同じところをグルグル回っているというのですの？」
「道が輪のように閉じている、ということよね。分かれ道で、別のほうを行けば輪から出られるんじゃないかしら」
「そうですね。こんどは別方向を」
　ところが……。
「またこの行灯ですわ！」
「Ｔ字の分かれ道はさっきと別を行ったのですが」
「おかしいわよ……どうなっているの？」
　三度トライ、そして、
「はぁ、また同じ行灯ね」
「……」
　立ちすくむ一行。同じ場所を堂どう々どう巡めぐりしていることはもう間ま違ちがいない。
「これが敵の攻撃なの？　淀君って女の能力だっていうの？」
「わかりませんが……あ、御姫さま！」
　半蔵が止めようとしたときには、もう遅おそかった。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた千姫が、薙刀を振りかぶる。
「なめんなぁああ！」
「御姫さま、お言葉が……」
　ビュッ！　空気を震わせて薙刀が両断したのは、壁に当たる襖だった。
　歩く途中、いくつかを開けようとしたが、すべて動かなかった。それを大きく切り裂さいて、
「この！」
　脚で蹴り開く。中へ身を躍おどらせた。
「どお？　廊下がループしているなら、廊下以外を進めばいいんだから！」
「はい」
「まあ、そういうことになりますわね」
　千姫に続く半蔵と兼続。
　襖を切り飛ばして入った部屋は、何の変へん哲てつもない八畳じようほどの畳部屋だった。正方形の部屋の向こう側も、左右もまた襖で、一瞬声を失う。
「ここも、まさか……」
　つかつかと対面の襖に歩みを進めると、千姫はもう一度薙刀を振るう。またも襖を切り開いてその向こうへと突つき抜ける。
「……あ」
「なによ、これ……」
　そこはまた、廊下だった。しかも、
「行灯が……同じですわ」
　ゾッ、とした。
　いま出てきた、破れた襖の部屋を振り返る。
　確かに向こう側の襖も破れていた。つまり千姫たちは部屋を真まっ直すぐ突っ切ってきたのだ。なのに出たのは廊下の同じ場所。
「あ、御お姫ひいさ……！」
　半蔵が言う間もなく、千姫は無言で出てきた部屋へ戻った。今度は別の襖、つまり入ってきた襖から見て左右、左の襖を薙刀で斬きる。外へ、出た。
「……！」
　廊下だった。そして同じ行灯が灯りを瞬まばたかせている。
　半蔵と兼続も廊下へ出てきて、そして立ちつくした。
「……やって、くれるじゃない。だったら……こっちもやるだけなんだからぁ！」
　千姫は薙刀を手に廊下を走った。
「御姫さま！」
「このぉおおお！」
　ザッ！　薙刀が切り下ろしたのは別の襖だった。そして中へ入ると、また例の八畳ほどの部屋。
　だがもう驚かない。間かん髪はつを容いれず、右の襖を切り裂く。外へ。
「また廊下……」
　そう言ったのは半蔵だ。千姫はもう別の襖を斬りつけていた。
　繰り返す。廊下の襖を破って中の部屋へ。中の部屋のどの方向の襖を破ってもまた廊下だ。しかしまた別の襖……。
「御姫さま、わたしも！」
　半蔵も背中の忍者刀を抜いた。
「こうなったら、わたくしもやりますわぁあ！」
　兼続もまた大鎚づちで豪ごう快かいに襖をぶち破っていく。
　だが三人が別方向の襖を破って、それぞれ別の廊下へ出たはずが、
「え……」
「ぁ」
　廊下の別の場所へ、他のふたりがやはり襖を破って出てきてしまう。あるいは自分が出た先に、もう別の誰かがいる、という具合。
　そして例の破れた行灯。
「はぁ、はぁ……しつっこいわね！」
「かれこれ半刻近く、同じことを……」
「出られないんですの？　もうここから、一生……」
　一生、という言葉に、青ざめる三人。
「い、い、イヤですわぁああ！　こんな廊下と一間の部屋だけの場所で一生過ごすのは！　まだ何もしていませんのに！　恋こいとか！　結けつ婚こんとか！　出産とかぁああ！」
「え、いきなり出産!?」
「ええ!?　とにかく、まだまだやり残したことがいっぱいあるということですの！　それにこのままじゃ、あのおデコチビにも負けっぱなしですわ！　こんなところに一生いたら、見返してやるチャンスがありませんの！」
「あの、厳密にいえば食べるものがないので一生、は無理だと思います。おそらく一週間ほどで餓が死し、ですね」
「そっちのほうがもっとイヤですわぁあ！」
　それはそうだ、と思ったわけでもないだろうが、考え込んでいた千姫がスッと立ち上がった。
　廊下の隅まで行くと、置かれた行灯を手に取る。破れた和紙が目印の行灯だ。
「御姫さま？」
「これを持って行きましょ。いちいちこの行灯でがっかりさせられるのはこりごりよ。だったら、千が持って廊下を歩くわ」
「なるほど、ですわ。少なくとも、いままでと違う展開があるかもしれませんわ」
「さすがです、御姫さま！」
「ふん、見てなさい。行くわよ！」
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　行灯を持って歩く一行。しばらくはまた同じなのでは、と落らく胆たんしかけた。ところが、
「あれを！」
　廊下の先に、灯りが漏れている部屋がある。襖が最初からわずかに開いていた。
「新しい展開ですわ！　さっきまでと違ってますわ！」
「いかにも罠わなってにおいぷんぷんなんだけど、行くしかないみたいね」
「はい。前門の虎穴、後門の狼穴です！」
「前門の虎、後門の狼！　ですって言うのに！　あ……」
「ごちゃごちゃ言ってないで、行くわよぉお！」
「御姫さま、ここは襖を破らなくても、ほら、開きますので」
　カラッ、と半蔵が襖を開ける。中は、
「さっきより広いのね」
「これは、二十畳……三十畳くらい、ありますわね」
　やはり何もない部屋ではあるが、これまでよりもずっと広い。三人がちょうど中央あたりへ歩み進んだときだった。
　パシャ……！　入ってきた襖が勝手に閉じる。
「ほら、来たわよぉ」
　千姫が薙刀をかまえる。明らかにさっきより楽しそうだ。
「同じところばかりグルグルグルグル歩かされて、いい加減飽あきてたんだから。ようやく暴れさせてくれるんでしょうね」
「御姫さま、危のうございます」
　半蔵がぴったりと背中を合わせる。背後を護まもって忍者刀を抜いていた。
「まさか、この感じ、またあれですの」
　やや離はなれたところで大鎚を持つのは兼続だ。
　やがて、部屋の四つの辺に当たる襖がそれぞれ観音に開いた。そして襖の向こうから入って来たのは、
「やっぱりですわ！　粘ねん土どのくノ一！」
　四体、五体と現れる。それはたしかに兼続と十兵衛を襲おそったくノ一型の式神だった。四方から完全に包囲される。
「粘土、って……それじゃあ、あれが!?」
　半蔵が驚く。大坂城への道々、兼続は十兵衛がさらわれたときのことを詳しく語っていた。
「粘土だろうと煉れん瓦がだろうとかまわないんだから！　さっさとかかってらっしゃい！」
　言い終わるまえに式神の一体がシャッ、と飛びかかってきた。ひと飛びで千姫を襲うところ、一瞬で薙刀に両断されていた。
　ビシャッ！　まっぷたつになった式神が、溶けて崩れたように床ゆかと天てん井じようにへばりつく。
「なによ、手て応ごたえなんかなにも……」
「いけませんわ！　それはヤツらの習性で……」
　しかしそうする間にも次々と式神が飛びついてくる。払はらおうとすれば斬りつけるしかない。
　くノ一型をした式神の一部は、硬こう化かした刃は物もののようになっていて、なにもしなければそれで斬られる。
　けっきょく斬るしかない。
「御姫さま、ご無事で……！」
「千は平気よ！　おまえこそ！」
　半蔵もまた、忍者刀で式神を次々と斬り捨すてる。
「これではまえと同じで……ええええい！　やるしかありませんの!?」
　兼続もまた、しかたなく大鎚を振るう。たちまち三人の周囲に、切り裂かれ、崩れた式神の残ざん骸がいが山になった。
「おかしいですわ。まえよりもさらに手応えがとぼしいですわ」
　ビシャッ、ブシャッ！　斬られ、叩きつけられて潰れる式神。バラバラの飛沫にさえなる。
　粘土のくノ一、と兼続は言い表したが、粘ねん度どはさらに低い。粘土というよりゼリーなみだ。
　そして、兼続が恐おそれていたことが起こり始めた。
　バラバラに、あるいはグシャグシャになった式神の身体がたがいに融ゆう合ごうしていく。大きな塊になる。
「な、によ！　これ！」
　最後の式神を斬り捨てたときには、千姫の足元に大きなゼリー状の塊ができていた。
　そのうえ、飛沫や破は片へんを浴びたその腕うでや薙刀、身体に付着したゼリーまでがうごめいて、互たがいに触しよ手くしゆを伸ばすように結合していく。
　ヌリュ、ン！　ビュルッ！
　すっかりひとつになったあとは素す早ばやかった。
　そのときすでに、千姫の足元をすっかり取り囲む溜たまりになっていたゼリーが、無数の触手を伸ばして相手を捕ほし食よくするように、いっきに這い上ってくる。
「あぁっ！」
　薙刀を持つ手首までもゼリーに塗ぬり固かためられてしまっている。これでは薙刀はもう用を為なさない。
　そのうえ、無事な上半身にまで、天井に張り付いたゼリーがこぼれ落ちてくる。
「きゃぁああ!!」
「御姫さま！」
　半蔵が救きゆ援うえんに向かおうとしたときには、もう千姫は全身をゼリーに包み込まれてしまっていた。
　そして半蔵もまた同じ経けい緯いをたどる。
「この……離れな、いっ……ぁああ！」
　身体に付着したゼリーをはぎ取ることができない。
　ピチャ、プチャ、ヌチャ……！　そうする間にも、沸ふつ騰とうした湯が跳はねるように飛び来るゼリー式神が、次々と身を覆っていく。
「ま、また……ダメですの!?　この、この！　こんなものに……また、やられるなんて！」
　兼続は必死に記き憶おくの中から、この粘ねん着ちやくタイプの式神への対処法をさぐっていた。だが効果的な策は浮うかばず、すでに半ば以上もその身をからめとられている。
「二度も……二度も同じ敵に同じようにやられるなんて、ありえませんわ、あってはならないことですのに！」
　一度命を拾ったのは、敵に目こぼしされたから、という屈くつ辱じよくが兼続にはある。
　いま考えるとそれは、十兵衛をこの大坂城に運ぶために兼続分の式神が離れて、また人型に戻ったためではないか、とも推測できる。
　ようは兼続は見み逃のがされたわけで、サムライとしてとうてい許し難がたいことだった。
「きゃああ！　なによぉ、これ！」
「な、なんですの？　こんどは」
　振り返る兼続。千姫が叫んでいた。
「ふ、服が!?」
　半蔵も声を上げる。
　すっかりゼリーに包まれた身体から、服が消えていた。正確には、いま消えつつあった。
　グズグズと崩れ、溶けこむように取り込まれていく。
「こ、これでは痴ち漢かんか追いはぎですわ！　は……」
　兼続はそう言って思い出す。
　最初に襲われ、その後に気がついたときも、ほとんど下着までボロボロの姿だった。兼続たちは知らないが、十兵衛は大坂城に運び込まれたときはほぼ全ぜん裸らの状態。
「このエロ粘土が、服を溶かすのですわ！」
　じつは溶かすのは服だけではなかった。
　ふつうの動物ならば骨までも溶かしてしまい、吸収する。衣服だけで済んでいるのは剣姫マスターサムライだからこそ、だ。
「どうなって……るのよ！　ぅ！　んんっ！」
　だが問題はそっちではなかった。
　千姫も半蔵たちも、いままでかろうじて顔はゼリーの外へ出ていた。出していた、とも言える。
　だがとうとう、ゼリーの式神は頭までも、顔までも覆い尽くそうとしてくる。けんめいにゼリーをかきわけても、すぐに液状のゼリーに塞ふさがれてしまう。
「……御姫さま！　うぐぐ……！」
　頭まで、顔までも完全にゼリーに取り込まれてしまうと呼吸ができない。これには剣姫マスターサムライも耐たえられなかった。
「……!!」
　すっかりゼリーに封ふうじ込められた千姫は、まるでそこだけ水のカプセルか、氷の塊かたまりの中にいるようだ。
　半蔵もそうで、苦しげにもがく。
「千姫さま！　半蔵さん！　こ、こんどはわたくしにも……むぐぐ、ううう！」
　とうとう兼続の顔までもゼリーが押し寄せてきた。口や鼻が塞がれる。呼吸が苦しくなってくる。
「……もう、ダメですの!?」
　そのときだった。
　兼続はゼリーに半ば塞がれた視界を巡めぐらせた。
　部屋のやや隅、千姫が持ってきた行灯が置かれている。和紙が破れた、あの行灯だ。灯あかりはそれだけだから、すぐに見つけられた。
「……？」
　半蔵か千姫がまだもがくと、ゼリーから飛沫がときおり飛んで落ちた。その飛沫が行灯に近づくと、
「あれは……」
　ピュッ。プシュ……。
　小さな飛沫が行灯を避さけている。だがほんとうに水すい滴てきのように小さいものは避けられないのか、行灯のごく近くに飛ぶと蒸発して消えた。
「……これですわ！」
　兼続は叫さけぶと、残りのすべての力を振り絞る。動こうとする兼続をゼリーが全方向から拘こう束そくしてくる。
「なめるなぁあああ！　ですわぁあああ！」
　最後は転がるように動き、行灯に手を伸のばした。
　ジュッ！　兼続の手の回りを覆っていたゼリーが爆はぜたように弾ける。手が使えるようになった。
　取り落としていた大鎚をつかむ。
「これで！」
　大鎚で行灯の覆いを取り払った。中の火皿だけになった行灯に、さらに間近の床を、ドンッ！　叩たたく。
　振しん動どうで火皿が飛び上がった。中の油が火ひ縄なわともにこぼれる。大鎚でそれを受けた。
　ボッ！　大鎚が油を浴びて燃え上がる。たぐり寄せると、兼続を覆っていたゼリーが逃にげるように飛び散った。
「行ける！　行けますわ！」
　兼続はゼリーの中で苦しむ半蔵に向かうと、
「お気を付けあそばせぇええ！」
　炎にまみれた大鎚を、半蔵に向かって叩きつけた。
　ビシャッ！　大鎚の炎を嫌きらって、ゼリーが逃げ散る。中の半蔵が、吐はき出だされるように床に転がり出た。
「ぷはっ……ぁああ！」
　その姿はゼリーに衣服を溶かされて、あちこち下着が覗いている。腰こしの装甲スカートだけは、完全な形で溶けずに残っていた。
「お、御姫さまを！」
　まだ喘あえぎながらも、千姫を気遣う半蔵。
「わかってますわ。とぁああああ!!」
　炎の大鎚がゼリーごと千姫を打ちすえる。
　よく見ると、大鎚が当たる寸前、表面のゼリーが爆ぜる。が、すべてがそうではなく、逃げ遅おくれたゼリーに大鎚の打だ撃げき面が当たって、ジュッ！　と沸騰するとともに蒸発するのが見えた。
「きゃぁあああ！」
　飛び散るゼリーは大鎚の威いり力よくを完全に殺すことはもちろんできず、その半分ほどは千姫自身のダメージにもなる。やはり剣姫マスターサムライでなければ、命の保証はないところだ。
「御姫さま、おケガは……！」
　半蔵に抱き起おこされる千姫は、ほぼ下着姿にまで衣類を溶かされてしまっていた。その下着も、あちこちが溶とけていまにも崩壊しそうだ。しかし千姫の肌を隠かくそうにも、半蔵も金属製の装甲スカートしか残されていない。
「や、やってくれるじゃない。もおおお、怒ったわよ！」
　改めて薙刀を握にぎり直す千姫。しかし、
「あれを！」
　半蔵が指さす先、剥はがれ落ちたゼリーはもう一度くノ一の形態を取ろうとはせずに、寄り集まると大きなゼリーの塊になる。
「なるほど、大きくなれば体積に対して表面積は減りますわね。それでもう一度襲って来ようというんですの」
　兼続の大鎚はもう、柄えの先から炎に包まれている。
　それでも打撃面の面積は限られているのだから、ある程度を犠ぎ牲せいにするつもりでいっきに襲いかかれば、ゼリーのほうに分があった。
「どうするのよ、またやられたら同じ手は通じないわよ」
　千姫が言う。
「わたしたちも助すけ太だ刀ちします。けれど……」
　千姫の薙刀、半蔵の忍者刀や装甲スカートからの手しゆ裏り剣けんの発射などは、いずれも斬撃系の武器だ。
　薙刀の剣圧、剣風もあるが、やはり衝撃や風ではゼリーを完全に粉ふん砕さいできない。いま見えている手段は炎による焼しよう却きやくだけなのだ。
「敵に有利に見えているとき、そのときこそが逆転のチャンスですわ！　ピンチをチャンスに変える上うえ杉すぎ流軍学、とくとご覧ろうじろ、ですわ！」
　そう言うと兼続は、背後の襖に大鎚を押しつけた。ボッ、と燃え上がる。
　幻げん術じゆつで作られているといっても、襖自体は物理的に斬ったり破ったりできる。火を点つけることもできた。そして紙と木の襖は一気に燃え広がる。
「なにするのよ！」
　千姫が驚おどろく。が、兼続はサッと動いてポジションを変える。上から見て正方形なこの部屋の、隣となりの辺を背にする。
「まだまだ、こっちですわ！」
　だがここでも背後の襖に火を点ける。
「ええ!?　まだ火を？」
　驚く半蔵。しかし兼続は、
「まだですわよ！」
　さらに移動し、またも火をつけ、また移動。
　この結果、部屋の三方が火に包まれた。火の点いていないのは、兼続たちの背後のみ。しかしそれも時間が経たてば火が回り、延えん焼しようしてしまうだろう。
「どうするのよ！　千たちも絶体絶命よ！」
「もう、火が天井まで……！」
　すでに三方どころか天井まで炎に包まれていた。
　ゼリーに対しての火ひ攻ぜめは有効。しかしそれは兼続たちも焼き尽つくす諸もろ刃はの剣でもある。この場から脱だつ出しゆつすることができても、同じくゼリーも逃のがれて追ってくればまた最初からの黙もく阿あ弥み。
　こっちの意図がバレている分さらに不利だ。
「ここで決着をつけるしかありませんのですわ！　準備は整いましたわ！」
　後手に回った分、ゼリーの式神に手段は残されていなかった。
　三方と天井は火の海。焼き尽くされたくなかったら、兼続たちの背後に残された襖の一面から外へ出るか。
　兼続たちを全ぜん滅めつさせることが術式の十分条件ならば、突とつ進しんして兼続たちを一気に包み込み、窒ちつ息そくさせるか。
「さあどっちですの！」
　兼続が炎の大鎚をかまえて叫ぶ。それに応こたえるように、ゼリーの塊が表面を波打たせて振動した。
「わたしたちは、どうすれば」
　半蔵の問いに兼続は、
「トコロテン、ですわ」
「はあ？」
「あんなブヨブヨゼリー、トコロテンと同じですわ。塊だから少々幅はばをきかせているようですけれど、トコロテンみたいに細切れなら……」
　そう言うと千姫がハッとしたようにうなずいた。
「なるほどね。わかったわ！」
　トコロテン、もといゼリーの式神は兼続たちの話を聞いていたわけではないだろう。
　シィィイイイイイ!!

　ゼリーの塊が声を発したように思えた。ブッ、と一瞬小さくなる。
　だがそれは人間でいえば跳ちよ躍うやくするまえの膝ひざをたわめたかまえ。そこから一気に伸びる。跳んだ。
「来ましたわ！」
「ここは、わたしたちの出番ですね！」
「ふん、まかせなさい！」
　兼続の前へ、半蔵と千姫が出る。同時に、
「まいります！　……流星小刃斬！」
「食くらいなさいよっ！　真空千段振り！」
　半蔵の身に唯ゆい一いつ残された装甲スカートから、多くの手裏剣の刃が放たれる。千姫の薙刀が、空間に鋭するどい斬撃を刻んでいく。
　ビュシュッ、ブシュッ……！
　柔やわらかく、濡ぬれたものを斬る音が響いた、と感じたときには、式神は一瞬で無数の破片に切り刻まれていた。
「トコロテンになりましたわね！　あとはわたくしがこの大鎚で！　竜たつ巻まき旋せん風ぷう鎚づちですわぁあああ！」
　跳躍すると同時に、ハンマー投げの投とう擲てき姿勢にも似た兼続の回転する大鎚が炸さく裂れつする。小しよ片うへんと化した式神を、まとめて粉砕、破は砕さいしていく。
　シィィィィ！
　ひとつひとつのゼリーは再び融合しようとしたが、それよりも兼続の炎をまとった大鎚のほうが速い。
　結果、ほとんどが空中で蒸発して消えていった。
　兼続が部屋の三方に点けた炎は、ゼリーを兼続たちに向けて突進させる装置、いわばトコロテンを押し出すピストン、天突づき棒だ。力を加えて押し出すのではなく、向こうから飛び出てくる違いはあったが。
　そして千姫の薙刀と半蔵の多くの手裏剣は、トコロテンをさいの目の断面に裁断する刃だった。
　ビシャッ！　生き残ったゼリーがかろうじて寄せ集まって、床に固まる。だが、次の瞬間、
「甘い！　ですわ！」
　ドン！　兼続の大鎚が振り下おろされた。大鎚の巨大な圧力で叩きつぶされるのと、炎で焼き尽くされるのとのダブル。
　ジュゥゥ……。最後の式神の小塊も、こうして完全に蒸発していった。
「や、やりましたわ！　ついに仇かたきを、とりましたわ！」
「兼続さん！」
「あら、まあ、賞賛と謝辞はあとでゆっくり、でかまいませんのよ！　いまはこの勝利の余よ韻いんを……」
「かみしめてるヒマないわよ！　トンカチおチビちゃん！」
「ま！　誰がトンカチおチビですの！　その誰かによく似た呼び名、断固拒きよ否ひいたしますわ！　わたくしはだいたい、身長だって平均はじゅうぶんに……ぅあちち！」
　すでに火は天井のすべてをなめ尽くす勢いで燃え広がっていた。床の畳も燃えだしている。
「こっちの襖をやぶるわ！　いい!?　それ！」
　千姫の薙刀、半蔵の忍者刀、それに兼続の大鎚までが加わって、残った一面の襖を切きり裂き、ぶち破る。
「もう火が」
「あああっ！」
　天井が落ちる。襖が焼けて倒れてくる。火の粉が噴ふき上がる。三人は転げるように、襖から飛び出した。
「ここ、は……」
　そこがまた、出てきた炎の部屋だったら、と一瞬悪夢が脳のう裏りをかすめる。しかし、
「廊下……ですわ。やったですわ！　出られたのですわね！」
　ふたたび廊下へ戻っていた。しかもさっきまでとはどこか雰ふん囲い気きが違う。
「窓が！」
　突き当あたりに窓が設けられていた。走り寄ると、格こう子し窓まどの隙すき間まから外を見る。入ってきたときの地下空洞が見えた。
「これは……幻まぼろしじゃないわ！　堂々巡りから出られたのよ！」
　千姫が声を上げる。
　幻術のような無限ループ廊下からはどうやら脱出できたらしい。ゼリーの式神も倒した。しかし大きな問題がひとつ。
「わたしたちの、着るものが……」
　顔を真っ赤にする半蔵。
「あなたはいいですわよ。そのスカートみたいなもの！」
　兼続が言うのは金属製の装甲スカートだ。たしかに半蔵だけ、腰こし回まわりをそれで覆おおっている。他のふたり、千姫と兼続は、
「そうよ、千たちなんて、下着もボロボロよ！　どうしたらいいのよ！」
　式神を倒すのと、部屋から脱出するので忘れていたが、紛まがうことなき下着姿。それも、油断していたらすぐに失われてしまいそうに危あやうい。
「あ、あの、よかったらこれを」
　装甲スカートを千姫にゆずろうとする半蔵。
「いらない！　それよりなにか、焦こげ臭くさくない？」
「でも、服も着ていませんし、燃えるようなものなんてありませんわ……くんくん、確かに焦げ臭いですわね」
「あー！　それ！　そのトンカチが、燃えています！」
　振り返かえると、廊下に置いたままの大鎚が燃えていた。式神を倒すために兼続自ら火を点けたのが、そのままだった。
「あああああ────!!　水！　水を！　くださいですわぁああ!!」
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「それではなにもおぼえておらぬのじゃな」
　幸ゆき村むらが十じゆ兵うべ衛えに問う。
　コスプレ衣装いっぱいの衣装部屋を出たまではいいものの、これからの戦いに備えて小休止。戦術を立て直すところだった。
　そうして廊下の隅に集まった三人と一匹ぴきは、幸村、又また兵べ衛えがバニーガール、十兵衛は超ちようミニレースクイーン姿。
「ウキ！」
　佐さ助すけも相変わらず、首のカラーとボウタイをして得意げだ。
「……うん。ぐっちゃんといっしょに、学園の生徒会のところから道場へ帰るところだったの。そうしたら忍者が襲ってきて。でも忍者じゃなくて、粘土だったの。それで十兵衛もいっぱい斬ったんだけれど、ベタベタくっついてきて」
「ま、待て。敵の忍者だったのじゃな。それが粘土とは」
　そこからまた十兵衛の要領のいまひとつ悪い説明が始まる。幸村は頭を抱かかえながらもなんとか理解できた。
「それは人型をした式神じゃな。刀でも斬れず、粘ねん土どじ状ようにくっついてなんでも取り込んでしまうのじゃろう。やっかいじゃ」
「そう！　ぐっちゃんも式神って言ってた。それにどんどん包まれたら気が遠くなって……目が醒めたら、お風ふ呂ろだったの。お風呂、入りたいよぉ～！　せっかく暖かくて気持ちよかったのに！」
「愚か者もの！　危ないところじゃったのじゃぞ。わらわたちが助けねば、どうなっていたことか。本当になんともないのじゃな」
　淀君による妖あやしげな振る舞まい。あれがなにかの儀ぎ式しきなのか、幸村にもわからない。だが十兵衛の身にも心にも、とくに深刻なダメージや痕こん跡せきはないようだ。
　幸村に一いつ喝かつされると、十兵衛はしゅん、と肩をすぼめた。
「ごめんなさい。ゆっきーが助けてくれたんだよね。べーたさんも」
「ウキ！」
「あは、佐助もね。十兵衛、危ないところだったんだよね。十兵衛、弱いからすぐ負けちゃう。がんばって、剣けん術じゆつも毎日お兄ちゃんに教わってるのに、まだまだダメなの。もっともっとがんばらないと、だね」
「う、うむ。そういうことじゃ」
　剣姫マスターサムライの十兵衛は無む双そうの強さなのに、目の前の十兵衛はやはり生身の人間だ。それでも一いつ生しよ懸うけ命んめい努力している。
「あー！　そうだ。ぐっちゃんはどうなっちゃったの!?　ぐっちゃんも粘土にべっちゃりくっつかれてたんだよ。ぐっちゃんべっちゃり！」
「やめい！　グチャグチャだかベチャベチャだかわからぬわ。とにかく、この城に運ばれて来たのはおぬしだけじゃ。兼続めはどうなったかわからぬ。しかしあやつはどこか、不ふ憫びんというか不幸というか、ツキのなさを絵に描かいたような顔をしておるからのお。もしや粘土にまかれて……」


「ふ、ふぁくしょん！　ですわ！」
「だいじょうぶ？　風か邪ぜひくわよ。なにか着たほうがいいんじゃない」
　突とつ然ぜん大きなくしゃみをする兼続に、千姫が気持ちの入らないリアクション。
「その何かがなにもないのでございましょお！　早くどこかから着る物をなんでも探して来ないと、本当に風邪をひいてしまいますわ！」
　寒くはないのだが、いつまでもボロボロの下着姿でいるわけにはいかないと思うのだった。
「まったく、誰かがウワサしているのですわ！　かわいいこのわたくしをうらやんだり、ねたんだりする者の仕し業わざですのね」
「かわいい……うらやむ、ねえ」
「なんですの！　半はん裸らで何を言っても始まりませんわ！　……そう言うわたくしもそうですけれど……」
　自分で言って自分で引き取っていてはなにもならない。思わず消しよ沈うちんする兼続。そこへ息せき切って走って来るのは、
「御姫さま！　ありました！　衣類を見つけて来ました！」
　半蔵だった。両手に何かを抱えている。
「ほんとうですの！　着る物が！」
「はい！　それも、ただのシャツやズボンじゃないんです！　これを！」
　なぜかうれしそうな半蔵。持ってきた大量のものを廊下の床に広げる。
「どうですか！　これなんてとっても！」
　千姫がそのなかのひとつを手に取ると、身体に当ててみた。ひとこと。
「なんでバニーガール……？」
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「んん！　粘土にまかれて、兼続もかわいそうなことに……なっておらんとも限らぬがそのあたりはよくわからんのじゃ」
　ふたたびの幸村。十兵衛が心配そうに顔を曇くもらせる。
「ぐっちょり、だいじょうぶかなあ。粘土になってないといいんだけど。あ！　でもぐっちょりなら、ふだんから雑草とか煮にて食べたりしてるみたいだし、きっと無事だよね！」
「……おぬし、かなりひどいが、それは素すなのか。ま、まあよい。それよりも聞きたいことがあるのじゃ」
　幸村はやや改まると、
「慶彦は、どうなったのじゃ。あのあと、つまり、盛親が鑓やりを放ったあとじゃ。全登があんなところに変装しておるとは、わらわも知らなんだ。鑓の一本や二本、慶よし彦ひこの親衛隊がどうにかするとは思うておったが……。慶彦は、刺さされたのか。刺され……たのじゃな。その後……」
「生徒会長は、亡なくなったって……」
　十兵衛が答える。さすがに沈ちん痛つうな表情だ。
　生徒会棟から帰る途とち中ゆうで襲われ、さらわれた十兵衛には、その後のことが伝わっていない。
　襲われた「慶彦」が影かげ武む者しやだったこと。本当の慶彦はすべてを知った上で「豊臣方」を引き寄せるためにあの大会を仕組んだこと。さらに、「豊臣方」を名乗る敵の真の姿とその居場所の特定が目的だったこと。
　そして、「慶彦」を演じた義ぎ仙せんが、尊たか保もりから正体を現した正しよ雪うせつの前に倒れたこと。
「亡くなった……あの慶彦が、死んだというか。なんという……」
　言葉を失う幸村。がっくりとうなだれる。
「わらわは、なんということをしてしまったのじゃ。これではあの千に顔向けができぬ……」
「ゆっきー……」
　いたわるように幸村の肩に手を添そえる又兵衛。十兵衛も、ここはかける言葉がない。佐助までが空気を読んだのか黙だまっている。その中で、幸村が続けた。
「……この世を、変えねばならぬと思っておった。徳川の世は腐ふ敗はいしきっておる。民たみは真ま面じ目めに働いておるのに、汚おし職よくや賄わい賂ろで甘い汁しるを吸うのは幕府の役人ばかり。農村ではいまだ上水道や電気もなく、治水の遅れで毎年水害が起こる。大きな被ひ害がいが出る。自由とは名ばかり。民主主義といっても立候補できるのは幕府の息のかかった者ばかりじゃ。……そのような世を変えたいと思うておった。それがわらわの天命じゃとな」
「うん、うん……」
　十兵衛が相づちをうつ。
「じゃが、それと慶彦の命を奪うばうのは、同じことなのじゃろうか。意味があるのか。慶彦を弑しいすることで世がよくなるのか。それを、見み極きわめられなんだ。……あの者たちは、勝永たちは、慶彦を討うった混乱に乗じてこの学園を乗っ取ると言うた。ここから革命が始まるのじゃとな。この世を変える。この世を糺ただす。その言葉を信じて、乗せられて、あの者たちの手助けをしてしもうた。じゃが慶彦ひとりを殺してなんになる。そのような暴力革命が成功したとしても、この先さらに多くの者の命を奪うであろう。そうして世が変わるのか。民が幸せになれるのか。わらわはそうは思わぬ。もっと違うやりかたがあるはずじゃ。それを探すために、わらわがいるのではないか。サムライはそのために顕あらわれて来た者のはず。そうわかっておったはずじゃ。おったはずなのに、このような……」
　幸村の双そう眸ぼうから涙なみだがこぼれ落ちていた。
　うつむいているからその表情は見えない。ポツ、ポツと床にこぼれる涙るい滴てきが、小さな染しみを作る。
「慶彦を襲しゆ撃うげき……いや殺害したのはこのわらわじゃ！　わらわが殺したのも同じ。違うとわかっていながら事を急ぎ、結果、ひとりの命を奪うとは……。わらわは、軍師失格じゃ。いままで、すべてわかっているように振る舞い、あれこれ偉えらそうに指図しておったが、そのわらわがいちばん、何もわかっていなかったのじゃ。わらわなど、軍師を名乗るのもおこがましい。軍師ではないのじゃ！」
　その言葉とともに、がくっ、と崩くずれそうになる幸村を支えたのは、又兵衛の手ではなかった。
「ゆっきー……」
　ふわっ、と包つつみ込んでくる両手。背中まですっぽりと抱き留とめられる。温かい羽にくるまれたような感覚。
「ぁ……な、なんじゃ……」
　十兵衛に抱かれて、幸村はうろたえた。小さく抗あらがった。それは、あまりにやわらかかったから。温かくていい匂い。それはまるで、
「ははう……ぇ……まさかそんな、違う……ちが、ぅ……」
　毅き然ぜんとしよう、弱みを見せまいとする、そんな気持ちがみるみる温かく包まれて、溶け出していく。
　この心ここ地ちよさにいっとき浸ひたっていたい、その安心感。なによりも、心強い。心が満たされるこの気持ち。
　いつのまにか、幸村は目を閉じていた。その顔がやわらかい胸に埋うずまる。小さな小鼻がひくひくして、息を吸い込む。温かく、甘い匂いが胸にまで染み入ってくる。
　髪かみをなでられて気持ちがよくて、その手に頭を押おしつけた。
「……ゆっきーは、すごくいい軍師さんだよ。ゆっきーのおかげで、十兵衛も千姫さんも、助けられたよ」
　かつてダルタニアンに道場を襲われ、なすすべもなく敗北して十兵衛が連れ去られたこと。同じく任務の失敗で幽ゆう閉へいされていた千姫を、幸村の作戦で被害を出すことなく、両者とも救出することができた。
　兼続が敵として現れたときも、義仙のときも、幸村はつねに謎なぞを解き明かし、事態を最良の方向へと導いた。
「そのようなこと、もはやどうでも……。わらわには、もう……」
「ううん、違うよ。みんなゆっきーを頼たよりにしてるの。だってゆっきーのことが大好きなんだもん。十兵衛もべーたさんも、佐助も……ぐっちゃんも、半蔵さんも、千姫さんも……」
　その名前が出ると、幸村はビクッ、と反応した。
「千は……なかろう。あやつとはつねに争う間あい柄だがらじゃったが、もはやそれもかなわぬ。憎にくまれて、当然じゃ」
「じゃあ、憎まれたらいいじゃない」
「なに」
　幸村が顔を上げた。十兵衛の意外な言葉に戸と惑まどう。
「千姫さまに憎まれたら、ゆっきーは辛つらいの？　辛いから、もう会いたくないの？　会わないように、柳生の道場を出て行くの？」
「それは……もう我らはあそこにおれぬ。いる場所がない。受け入れてもらえる立場ではなくて……」
「憎まれたって、いいじゃない。立場がなくてもいいよ。十兵衛がわかってあげる。十兵衛が、ずっと側にいてあげる」
「おぬしひとりが……」
「憎まれたら、軍師失格だったら、どうするの？　逃げて、隠れて、どこかへ行ってしまえばいいの？　憎まれるのがイヤだから？　そうじゃないよ。ゆっきーはゆっきーのできることをするの。できないことなんて求めてないよ。ゆっきーが一生懸命がんばってたら、きっとみんながわかってくれる。どんな人も。だって、あの道場のみんなは、そのくらいでどうにかなったりしないもん。みんな、お兄ちゃんが大好きで、みんなもみんなが大好きで、だからこんなに、強いんだよ」
「十兵衛、おぬし、本当に十兵衛か」
　幸村の問いに、十兵衛はフワッ、と笑った。その笑え顔がおを見ているうちに、幸村もそうするほかないように、小さく唇くちびるを緩ゆるませた。
「……そうじゃのお。そうかもしれぬ。わらわは憎まれるだけのことをした。取り返しのつかないことじゃ。じゃが、そうやって自分を責めて、逃げていてはなにもできぬ。なにも起こらぬ。償つぐないにはならぬのじゃな。けっきょくそれは、自分のことばかり。自分がこれ以上傷つきたくないというだけのことなのじゃな」
　幸村は十兵衛の腕から離れて、居住まいを正す。
「傷つき、倒れることこそ本ほん望もうじゃ。そのために戦うことじゃったな」
「幸村さま」
　又兵衛も視線をからめる。うなずいた。
「そうだよゆっきー。でもゆっきーのこと、絶対にひとりで行かせたりなんて、しないからね。十兵衛もずっと、いっしょだもん！」
「おぬし……奇きみ妙ようなやつよの。じゃが不思議と、なにやら腹が立ってきおったわ」
「お腹なかが」
「うむ。わらわが一足飛びに心清らかになるとでも思ったら大おお間ま違ちがいじゃ。まずはこのことを見み抜ぬけなかった自分に腹が立つ。そしてわらわを利用したやつらにも。なにより、どうやら豊臣方を騙かたりながら、その正体は別であろうヤツらにじゃ」
「うんうん」
「それであの千がよろこぶとも、許してくれるとも思わぬ。が、これはわらわの問題でもある。淀よどと名乗るあの女の化けの皮、引っぺがして正体を見極めてくれるわ」
「おー！　いいよゆっきー、生き生きしてきたの。怒おこるって、エネルギー使うものね。怒るのはやる気のある証しよ拠うこだよ。生きるエネルギーなの！」
「ふむ！　まだまだ怒り足りぬわ！」
「でもね、怒ったあとは、スマイル！　笑顔でね。笑顔は心のご飯だよ！」
「ご飯……また面めん妖ようなことを。じゃが、言い得て妙みようじゃな」
「ゆっきーの笑顔、みんな待ってるんだから。そのなかでも、お兄ちゃんがいちばん、待ってるよ」
「む、宗むね朗あきらのことは……よい、いまはよいのじゃ」
「あー、なんかゆっきー、赤くなってるし。それだけ元気ならもう心配ないの！」
「からかうでない！　わらわは……もう、行くのじゃ！」
「えへ、はーい！」
　歩き出す幸村。十兵衛が続く。
「ウキ！」
　佐助までが元気になって、十兵衛の肩かたに飛び乗った。
「きゃ！　あはは、いきなり乗ったら痛いのぉ～、こら」
　笑いながら佐助をたしなめる十兵衛。幸村の後ろ姿も視野に入れながら、又兵衛が目を細める。
　十兵衛を見るその目が、変わってきていた。


６


「いかがなさいますか、御お方かたさま」
　そう問うのは正雪だ。
　天主高こう欄らんの下の階にあたる部屋。
　窓がなく、正八角形に模かたどられた部屋の壁かべにあたる襖ふすまはすべて、豪ごう華かな金きん泥でい障しよ壁うへ画きがで彩いろどられていた。
　灯りはほとんどなく、わずかにいくつかの行灯が弱い光を放つのみ。ぼんやりとした暗がりの中、正面の上座、御み簾すの向こうに淀よど君ぎみがいる。
　ふたたびいつもの、十じゆ二うに単ひとえに身を包み、髪をきれいに結ゆい合わせていた。艶あでやかな黒くろ髪かみに金の簪かんざしがいくつも挿されていて、鋭えい利りな触しよ覚つかくのようにも見える。
「式を破ったのは見事でありんしたえ。まあ、あの程度で剣姫マスターサムライが、それも三人も、どうこうできるとは思うてあらしゃりまへん。それにしてもなかなか見物でありんした。楽しませてくれるでありんす」
「現在、この城の中にいる剣姫マスターサムライは、十兵衛、幸村、又兵衛、千姫、半蔵、兼続の六名。さらに一名、向かってきております。加えて『将』が一名……」
　正雪が言うと、淀君との間の空間にボゥ、とビジョンが浮かんだ。
　鮮あざやかな青のドレスは、白馬を走らせるダルタニアン。密着するように、宗朗がしがみついている。
「慶彦のもうひとりの剣姫マスターサムライでありんすか。上々。上々よな。これですべての剣姫マスターサムライと、それに『将』までがひとり、わちきの城に集まって来るということ。こんな楽しいことはないでありんす。この城をこしらえた甲か斐いがあったでありんす」
「はい。この幻大坂城に剣姫マスターサムライをおびき寄せること。これほどまでにうまくいくとは思いませんでした」
「もうひとりの剣姫マスターサムライは正雪、おまえが討ち果はたしてくれたようじゃしの。大義。大義でありんす。ヒャヒャヒャ！」
　義仙のことを笑う淀君。
　千姫たちを迎むかえ撃うった勝永たちの失敗は、どうやら最初から織り込み済みだったようだ。
「仕掛けは上々。さすれば、あとは仕上げを残すのみ、かと」
　正雪が平伏ふくしながら問う。淀君が御簾の向こうでサッ、と扇せん子すを広げた。
「さよう。じゃが、わちきに恥はじをかかせたあやつらは、このまま簡単に討つのが惜おしいでありんすなぁ」
　物もの欲ほしそうな視線で正雪を眺ながめる。もっとも、御簾の向こうでは正雪には淀君の表情までは見えていないはずだ。
　次の言葉を待つ正雪に、淀君は舌でペロッと空間をなめるそぶりをする。
「もう少し……楽しませてもらうでありんすえ。仏蘭西ふらんすの剣姫マスターサムライが到とう着ちやくするまで、まだヒマがあることでもありんす」
「御ぎよ意いならば。しかるに相手は剣姫マスターサムライが六人。御方さまのお力を少々お借りすることになるやと思います」
　正雪が言うと、
「よい！　よい！　そのほうがわちきも楽しめるでありんすえ」
　声を弾はずませた。
「最後の仕上げは一いつ瞬しゆん。そんなふうに楽に逝いかせてやるのはつまらんでありんすえ。もっともっと苦しんで、わちきを楽しませてくりゃれ。断だん末まつ魔まの悲鳴を、声も上げられないほどの苦く悶もんの表情を、見せてくりゃれ。ひゃっひゃ、ひゃひゃひゃ！」
　耳みみ障ざわりな笑いが御簾の向こうを満たした。


「その淀って人が悪い人なんでしょ？」
　廊下を歩く幸村、又兵衛、十兵衛の一行。プラス、
「ウキ！」
　猿さるの佐助だ。十兵衛が幸村に話しかける。
「うむ。淀君といえば豊臣方の首しゆ魁かいといってもよい」
「しゅかい……握あく手しゆ会かい」
「違うわ！　なぜそこで握手会じゃ！　握手会とはそもそもなんじゃ。挨あい拶さつに握あく手しゆするのに会合がなぜ必要なのじゃ！」
「違うよお。アイドルの人が江え戸どの秋葉原とかで、ファンの人にサービスで握手してあげるんだよ。でもグッズを買わなくちゃだめなんだって」
　妙にアイドル事情、ファン事情に詳くわしい十兵衛だ。
「知らぬわ！　握手などされてなにがうれしい。とにかく！　じゃ、淀、淀君がこの城をここに築かせ、勝永らの豊臣方サムライを操あやつっておったのは間違いなかろう」
「なら、やっぱり豊臣の人たちが徳川の慶彦さんや幕府をやっつけちゃおう、ってしたんでしょ？」
「そう見えるじゃろう。それが淀の狙ねらいでもある。豊臣を騙って幕府を攻撃すれば、世の反幕府勢力や抵てい抗こう運動を刺し激げきし、世論を味方につけることもできる。結果、幕府の立場を追い込む一助ともなるじゃろう。そのために、勝永ら三人のサムライを利用することまでした。勝永らは最後まで自分たちを淀に呼び寄せられた豊臣方のサムライじゃと信じておったじゃろう。淀のために、豊臣家再興と徳川必ひつ滅めつをかけてどこまでも戦う覚かく悟ごだったはずじゃ。それにわらわもつい……騙だまされたのじゃ」
　騙された、と幸村がはっきり認めた。
　どこまでもプライドが高く、自分の非を認めない幸村が、ここではっきりと非を認め、曝さらして見せた。
「でもゆっきーは……ううん、そうだね。いつもゆっきー騙してるんだから、たまには騙されたほうがいいの」
「こら、いつわらわが人を騙したのじゃ！」
「えー、だって、ぐっちょんなんていつも騙されてるよ。この間もめんつゆだ、って言って、アイスコーヒーで冷や麦食べさせてたし」
「うむ。ふつうはアイスコーヒーだと言ってめんつゆを飲ませるのじゃがな。反対なのがミソじゃ……ではないわ！」
「うん。ふふふ」
「まったく……ともかく、あの淀は、淀君を名乗ってはおるが、別の誰だれかじゃ。うすうす感づいておったが……じゃがその誰かが、問題なのじゃ」


「この城の主が淀君だということ。彼かの女じよが尊保をずっと操っていたのかは、わからないわ。だけどいま尊保は由比正雪という正体を明かして、学園の崩ほう壊かいをたくらんでる。淀君の先せん鋒ぽうとして、ね」
　こっちはやはり廊下を行く三人。もちろん千姫、半蔵、兼続だ。
　その姿は、ＳＭふうボンデージレザーのレオタード、ナース、それにチアガールだった。
　例の、衣装部屋からひとかかえ半蔵が持ってきたコスチュームを、めいめい選んだ結果がこれだった。なぜかバニースーツは選から漏れていた。
　千姫が続ける。
「格技大会でお兄さまが襲われた事件だって、正雪が手を回して豊臣方のサムライを親衛隊の中に紛まぎれ込ませた。それがなかったら、たとえ予知されていてもあそこまでの接近を許すことはなかったわ。鑓くらいではね」
「それも、その『慶彦さま』は影武者の……」
　義仙だった。そのことには各人が胸の中でそっと触ふれていた。わずかな間ののち、千姫が再び口を開いた。
「だから、おチビちゃんがお兄さまの襲撃に荷か担たんしたって言っても、たいしたことなんてしてないのよね。……いいわ。あの豊臣方の三人をつかまえてみてわかったのは、どうやら淀君に利用されてる、ってことね。利用される本人たちがそれに気づいていない、というのが……」
「いちばん利用する者にとっては、好都合ですわね」
「そう。あの三人はサムライだったけれど、剣姫マスターサムライではなかった。淀君は女だし、『将』ではないわね。お兄さまは知っていたのよね。どこまでか、はわからないけれど、少なくとも淀君が真の意味の淀君じゃないってこと。豊臣を騙るなにかで、そのために豊臣方のサムライをなんらかの形で呼び寄せて、利用した」
「では彼女の、真の狙いはなんでしょうか。真の、正体というのは……」


「あの女の真の狙いはわからぬ。じゃがわかっておることは……この学園を破は壊かいし、ひいては大日本国を破壊することじゃろう。支配とか、徳川から奪い取とる、などではない。そんな気がするのじゃ」
「気がする、のですか」
　又兵衛が口を開いた。いつになく幸村の推論が、直感のみで導かれていることに驚いたからだ。
　緻ち密みつな推理をいつもはたらかせて完かん璧ぺきな答えを得る。それが幸村なのに、ふだんは思いついても口に出さない直感でものを言うとは。
「カン、じゃな。わらわも、いろいろ変わってきたのかもしれぬ。あの連中……とりわけこの、十兵衛とつきおうておるとの」
「ん？」
　十兵衛はちょっと小首をかしげていたが、
「でもなんでこの学園や国を壊したいの？　そんなことしたら、住めなくなっちゃうよ？　美お味いしいものも食べられないし、楽しいこともできないし、誰もいなくなったら、十兵衛、つまんないと思うんだ」
「おぬしらしいの。じゃがそこじゃ。おそらくそこにあの淀が考えておる、というよりなにか、その身が求めて止やまぬ理由があるはずじゃ。それが……いまのわらわにはわからぬのじゃ」
　わからないことをわからない、と認める強さも幸村は得ていた。又兵衛が、それもまた感じてうなずく。
「ただ……」
「ただ？」
「おそらく淀なる者、ふつうの『将』ではない。剣姫マスターサムライでもなければ、サムライでもない。というよりも、我らのサムライ、剣姫マスターサムライ、『将』なるものとは、まったく別の流れ、系統というべきものの中に存しておるもの、と見た」
「『将』でもない、サムライ、でもない……？」


「淀君がサムライを召しよ喚うかんすることはできても、『将』じゃないから契けい約やくして剣姫マスターサムライとすることはできない」
　千姫が言う。
「では正雪の強さは。あの短たん銃じゆうは能力から来るものです。間ま違ちがいなく剣姫マスターサムライと同等かそれ以上の能力ではないかと」
　こっちは半蔵だ。
「何か別の方法でサムライを強化していると言うんですの。別の方法……はっ」
　兼続が気づいた。千姫がうなずいてみせる。
「そう。トンカチがまえに操られていたときの秘術」
「ちょ！　トンカチって誰ですの！　『トンカチおチビちゃん』から、いっきに短縮されましたわ！」
　生徒会の書記長、松平尊保を名乗っていた由比正雪が、兼続に施ほどこした術式のことだ。これも式神として顕けん現げんし、千姫たちを襲った。
「この城で見た式神の術。千たちは式神と便べん宜ぎ的てきに言っているけれど、きっとそれだってまったく異なる術法によって成り立っているはずよ。おそらく、正雪を強化しているのもその術法。ただし、簡単ではないから、豊臣方のあの三人には施されていなかった。最初から捨て駒ごまだったのかもしれないわ」
「捨て駒……」
「ええ。だけど十兵衛はていねいにさらっていった。淀君がその術法を十兵衛に施すためにさらったのは間違いない」
「となれば、一刻も早く、ですわ！」
「ええ、探し出して十兵衛を取り戻もどすのよ。ついでに、いままでさんざんなめたことをしてくれた正雪も、淀君も、まとめてやっちゃうってことね！」
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　廊ろう下かの角を曲がると急に開けた場所に出た。
　座ざ敷しきでもなく板の間の、人だまりと言ったところだろうか。焚たきしめられた香こうの香かおりが鼻をつく。
　だがあまり深く観察する余よ裕ゆうはなかった。
　それが、いたからだ。
「！」
　誰もひと言も発しなかった。こういうとき、武芸者は己おのれのなすべきことを瞬しゆ時んじに判断する。
　幸村と又兵衛が左右に分かれて横飛びに跳とぶ。十兵衛はやや遅れて後退した。佐助もいっしょだ。
　それ、の姿は異様だった。
　長い両手に鋭い刃。全身がウロコで覆われている。異様に頭が大きく、平たい頭頂部の下に巨きよ大だいな目がついていた。
　身長は二メートルほどだろうか。昆こん虫ちゆうかと思わせるが、触覚や羽はない。手足も二本ずつの二対だ。
　怪かい物ぶつ、と呼ぶしかない。
「アギアガギゥェア!!」
　名状しがたい叫び声ごえを発しながら、怪物が突進してくる。長い両りよ腕ううではさらに伸びて、すくい上げるように迫せまってくる。
「気をつけよ！　こやつ、何か……飛び道具を使うぞ！」
　幸村が叫んだ。刃の下をくぐりながら大鉄てつ扇せんを広げる。又兵衛にももう一本の腕の刃が伸びた。鑓で払う。と、
「来る！」
　又兵衛の予感が的中した。
「ギュガェエエエ！」
　口もないのにどこから、という奇き声せいとともに、怪物の全身から無数のウロコが発射される。三人に向かって飛来した。
「きゃぁっ！」
　剣けんで受けるのも間に合わず、十兵衛は床に転がって避ける。あとを追うようにウロコが点々と床に突き刺さった。
「逃げよ、十兵衛！」
　十兵衛を助けようと、幸村が大鉄扇のひとつを飛ばす。
　ブーメランの軌き跡せきを描いた大鉄扇が、背後から怪物を襲う。勝負あった、と思われたその瞬しゆ間んかん、
「ギュワ！」
　怪物が平たい頭を振り上あげた。勢いよく大鉄扇にぶつかる。まるでそのまま振り抜ぬくように、大鉄扇を弾はじき返した。
「な、に!?」
　怪物は自分の身を振り子このようにして、頭とそれにじつは巨大な足で、床と言わず壁と言わずぶち当ててくる。そのたび、すさまじい風圧が巻き起こった。それだけで幸村など飛ばされそうになるほど。
「幸村さま！」
「かまわぬ！　しかしこやつ、式神か。なんたる形態じゃ。全身が武器になっておる。どこから攻撃が来るかわからぬ！」
「わたしが！」
　又兵衛が進み出ると、激しい鑓の反復攻撃を放った。
　突き、引ひき戻す。そのスピードは音速にさえ達している。空気を振るわせ、破り、衝しよう撃げき波はとして襲いかかるほど。
　又兵衛の鑓を、怪物は受けることができずに吹ふき飛とばされる。しかし壁に足をつけて膝のバネで吸収し、着地には成功する。
　すぐに態勢を整えると、ふたたび両手の刃を振りかざして突進してくる。
「これは、ただの式ではないな。ひさびさに骨のある敵のようじゃ！　又兵衛、ぬかるでないぞ！」
「はい、幸村さま！」
　又兵衛が五丈じよ鑓うやりをかまえる。
「え、え、ええ～!?」
　十兵衛だけがうろうろ、おろおろと逃げ回まわっていた。抜ばつ刀とうはしているものの、打ち込むことができない。
「ウキキ？」
　そんな十兵衛に付き合うように、佐助が周囲を回りながら首をかしげる。


「な！　……によ、これ！」
　途と切ぎれながらの驚きを声にするのは千姫だ。
　不意に広間のような空間に出たと思ったら、その向こうの廊下から怪物が現れた。
　いったい何の動物か、鳥類を模したものなのか。
　全身が羽に覆われていて、両腕はひときわ大きな翼つばさになっている。その先には鋭い爪つめがあった。
　特とく徴ちよ的うてきなのは頭で、頭というよりもうひとつの腕のようだ。長く鋭い嘴くちばしが、大きく突き出している。
　まるで生物としての秩ちつ序じよというものが感じられない。とにかく強く、恐ろしく、と幼児が考えて落書きしたようなフォルム。
「リュィェエエエエエ!!」
　喉のどに挟はさまった玉を転がし、震ふるわせるような声で、怪物が鳴いた。吠ほえた。のそり、と動く。
「また、式神ですの!?」
　兼続が下がる。大鎚づちをかまえた。
「御お姫ひいさま、お下がりを！」
　半蔵が出ようとするなか、それよりも千姫が先に前へ跳ぶ。薙なぎ刀なたで斬きりかかった。
「さっきのみたいにまたベタベタくっついてくるんじゃないでしょうね！　そうでないなら……千の薙刀の、露つゆとなっちゃえぇえ！」
　薙刀が一いつ閃せんする。袈け裟さに斬りつけた、と見えたが、怪物は一足飛びに退すさっていた。
「なによ、素す早ばやいじゃない！」
「御姫さま、伏ふせてください！　撃ちます！」
　半蔵が跳び上がりざま、手しゆ裏り剣けんの雨を撃ち出していく。ゼリーの式神から唯ゆい一いつ溶とけずに残った装そう甲こうスカートを、ナース服の下に装備していたのだ。
　怪物は手裏剣の雨を避け、両手の翼ではたき落としていく。
　それだけではない。クルッと振ふり向むきざまに、片手の翼が千切れた。それ自体、ひとつの生物のように羽ばたくと、弧こを描いて飛来する。
「たありゃぁああ！　ですわぁあああ！」
　兼続が大鎚で弾き飛ばした。そのまま大鎚の二撃、三撃を加えていく。風圧で怪物の羽が逆立つ。
　だが大鎚でも怪物は打うち崩すことができず、反はん撃げきを許してしまう。
　鋭い嘴が長く伸びると、目に止まらない速さで刺突が繰くり出されてくる。その衝撃波で兼続も半蔵も、壁かべ際ぎわまでいっきに吹き飛ばされるほどだった。
「な、なんてやつですの！」
「ただの式神じゃないわね。おもしろくなってきたじゃない！」


８


「ヒュヒュヒュ……これは見物でありんすえ。元気がよくて、たいそう跳ねよる。どっちもどっちも、気張って戦いなんし。もっとわちきを楽しませておくれでありんす。ヒュヒュ……！」
　空気が抜けるような笑い声をたてる淀君の眼前、空間に結ばれた像が、広間のようすを映し出している。
　ゆらめくビジョンの中に見えるのは、幸村たち三人、それに千姫らのやはり三人が戦う姿だ。
　もうわかるとおり、集団的な幻げん術じゆつだった。
　幸村たちは千姫たちを、その逆にも、互たがいが怪物に見えている。怪物と戦っているつもりなのだ。
「あつらえたように三対三。互いの力が拮きつ抗こうしているからこそ、ぶつかりあったときのダメージも最大となる。うまくつぶしあってくれますでしょう」
　言うのは、側に控ひかえている正雪だ。
「わちきの幻で殺し合うとは、愉ゆ快かいでたまらぬでありんす。互いに仲間に打ちかかっているとも知らず……殺したあとでわかったときの顔が見たいものよ。そのとき、生きていたら、のことでありんすが。ヒュヒュヒュ！」
「御意。それにそろそろ、次の獲え物ものが到着するころです」
　正雪が立ち上がった。緋ひの上着が翻ひるがえる。腿もものホルダーに差し込まれた二丁の拳けん銃じゆうが見えた。
「たのんだえ。……柳生宗朗、どれほどの男か。もうすぐわかるでありんす！　ひゅひゅひゅ……!!」
　淀君の目の前、ビジョンが切り替かわって地下空くう洞どうを映し出す。馬を下りたダルタニアンと宗朗の姿が、見えていた。


「このままじゃらちがあかないわ！」
　千姫が言えば、
「たしかに、このままいつまでも戦いが続けば、いずれ消しよ耗うもうして怪物に圧あつ倒とうされると思います」
　半蔵が応える。まだまだ疲ひ労ろうの色はないが、怪物を突き崩す策もまだ見えていない分焦しよう燥そうがある。
「時間ばかりかかれば、助けられるものも助けられなくなりますわ！　敵の狙いが足止めなら、わたくしたちはどんどん不利になっていきますもの！」
　兼続も声を上げた。
「ええええい！」
　何度打ち込んでも斬りかかっても、怪物は俊しゆ敏んびんに巧たくみに逃れる。かと思うと、攻撃で生じた隙すきを必ずついて反撃してくる。
「思ったよりアタマいいじゃない。それになにか、この感じ……」
「御姫さま、危ない！」
　翼を広げた黒いカラスのような怪物の攻撃。それは幸村の大鉄扇なのだが、からくも避けた千姫は覚悟を決める。
「こうなったら、一度の攻撃に集中するわよ！　同時に、いちばん強い技を出すわ。半蔵は援えん護ごして！」
「はい、御姫さま！」
「やるしかないようですわね！」
「行くわよ！」
　わずかに後うしろ髪がみを引かれるような感覚はなんなのか。訝いぶかりながらも全力で一点集中攻撃を仕掛けるしかない、と思う千姫だ。


「少々手詰まりじゃの！」
　飛び退のいた幸村が大鉄扇を受けながら苦にが笑わらいする。
「はい、幸村さま」
　又兵衛も鑓を油断なくかまえながら応えた。
「う～、う～、なんかおかしいよ、ゆっきー！」
　十兵衛だけが息が上がっている。無理もない。剣姫マスターサムライモードでなければ、十兵衛はただのサムライよりも劣おとる一いつ般ぱん人じんだ。
「おぬしは下がっていてよい！　巻き込まれぬようにだけ、しておれ。逃げ遅おくれてケガをしなければよい。我らふたりでじゅうぶんじゃ！」
　幸村の言うとおり、三人に見えて実質ふたりのチームなのだ。
「違ちがうの！　ゆっきー、佐助が……」
「ウキュゥ、ウ、キィ……」
　さっきからむずがるように十兵衛にしがみついている。
　猿と言っても、佐助は戦せん闘とうを多く見ている。経験している。水牢ろうから抜けだしたときのように知ち恵えもある。
　こんなふうに、戦いをじゃまするように動くことはなかった。
　しきりに幸村や又兵衛の足元をウロウロし、取り合ってくれない、とわかると十兵衛にくっついて袖そでを引っ張り、ワンピースの裾すそに噛かみついた。
「興奮しておるのじゃろう。怖こわがっておるのか。おぬしといっしょじゃ！　とにかくじゃまにならぬよう……」
「違うよ！　佐助はなにか訴うつたえてるんだよ。なにか、佐助にしかわからないことを、きっと知ってるの！」
　十兵衛が佐助を抱だいて叫ぶ。だが幸村は、
「言いたいことならあとで聞くと、そう言うておけ！　いまは一瞬でも隙を見せたらやられるのじゃ。それほどの敵、と見た」
　そう言うと視線を怪物から離さず、又兵衛に手で合図を送る。
「わかりました、幸村さま」
　息の合った連れん携けい攻こう撃げきを仕掛ける、そのサインだ。
「ならば……これを最後と心得よ！　この技、出し切る所存でまいるのじゃ！」
「はい」
「ああああ～、待って待って、待ってぇええ！」
　だがもう幸村は振り向かない。又兵衛もだ。
「ウキュ！　キュキュキャッ！」
　興奮したように飛び跳ねる佐助。だがその顔は非常事態を告げている。
「どうしよう、どうしたらいい？　佐助、どうしたらいいの？」
　十兵衛が佐助を抱きしめる。
「キキッ！」
　佐助は抗うようにもがき、すり抜けた。十兵衛の顔を覗のぞき込む。
「そっか。わかったよ。佐助はこの戦いを止めたいんだね。十兵衛もなんだか戦うのがイヤなの。たとえかなわないってわかってても、いつもだったらなにか役に立ちたい、って思うのに。剣を持つ手に力が入らないの。いいよ、だったら」
　十兵衛は剣を腿の鞘さやに収めた。これで積極的に戦うことはおろか、防ぼう御ぎよすら放ほう棄きした形だ。
「全力で止めるよ。いいね」
「ウキ！」
　ふたり、もとい、ひとりと一匹で見つめ合う。そしてその視線は敵の怪物へ。


「行くわよ！」
　言うと同時に、千姫が動いた。横飛びに跳躍しながら、腰のかまえた薙刀を旋せん風ぷうのように振り回す。
　竜たつ巻まきのような剣風が巻き起こって怪物を襲った。これだけでも、まともに浴びれば薙刀の刃はと同じ切れ味がある。
「受けてください！　流星小破斬！」
　半蔵はまっすぐ跳躍し、扇おうぎ状じように手裏剣の雨を降ふらせる。
「おおおおりゃぁああ！　飛龍投とう擲てき弾だんですわぁあああ！」
　兼続の大鎚はその手を離れ、ハンマー投げのハンマーよろしく、こんどこそ鋭い回転を与あたえられて飛んでいく。
　千姫の薙刀の剣風、半蔵の手裏剣、兼続の大鎚が三方から怪物を襲った。
「リュリュリュリャリャャァァアア！」
　だが怪物は退かない。
　奇声とともに身を低く縮めると、全身の羽を逆立て、両手の翼を楯たてにしながら回転して剣風をしのぎ、手裏剣を弾ひいた。
　幸村が床ゆかにに伏せるほど低くかまえ、大鉄扇を両方とも開いて回転防御のかまえをとった結果だった。
　唯ゆい一いつ、やっかいな大鎚に、
「リュィェエエエ！」
　押しつぶされた、と見えた。
「やりましたわ！」
　だがじつは、運動方向のベクトルにさからわず、当たった、と見せて同じ方向へ飛退していた。
　わずかに又兵衛の鑓が、大鎚の軌き道どうを変えている。
　だが第一いち撃げきがかわされるのは計算のうち。怪物が姿勢を崩しているときこそ、
「いまよ！　やぁああああ!!」
　薙刀を大きくふりかぶり、千姫がいっきに間合いを詰める。特とつ攻こうにも似た近接攻こう撃げきを仕掛けていく。
「御姫さま！」
　半蔵も続くが、一いつし瞬ゆん遅おくれた。


「ここじゃ！」
　勝負のカンどころを押さえた、と確信した幸村が言う。怪物の攻撃をすべてやりすごし、あるいは跳はね返す。
　態勢がくずれたと見て、いっきに跳躍、接近してくる怪物に、
「又兵衛！」
「はい！」
　怪物の長い腕うでの刃＝千姫の薙刀を、又兵衛の鑓で払わせる。
　そうしておいて幸村は、小こ柄がらを利して自らも怪物のふところに飛び込んだ。大鉄扇で怪物の頭を薙なぐ。
「な、に！」
　だが一瞬遅れた半蔵の手裏剣が、そこへ飛んできた。幸村は鉄扇でガードしなくてはならない。
　結果、接近戦を仕し掛かけようとした千姫と幸村の生身だけが、ぶつかるほどに接近した。
「ぃ!!」
「くっ!!」
　いまが最大のチャンス！　とわかっていても、互いの得物は封ふうじられている。このまますれ違う、と見えたところへ、
「ウキャキャ！　キャ、キャー!!」
　飛んできた物体。いや猿。じつは、
「行くよぉおおお！　ぇぇぇええええいっ!!」
　十兵衛がなんと、ふたりの間へ佐助を投げつけていたのだ。大きく振りかぶり、見事なオーバースローで。
「ひゃぁ!?」
「な、なんじゃ、ぅあ！」
　ガリ！
　真っ直ぐふたりの間に飛んだ佐助は、その爪でふたりの顔を引っ掻かいていた。見事な三本線が鼻先に刻まれる。
　そればかりではなく、佐助は幸村と千姫の髪の毛けをがっちりつかんで引っ張っていた。三者のスピードもあり、本来すれ違うところが、
「う、きゃぁあああっ！」
　もはや猿のものとも人のものともつかない悲鳴。
　幸村と千姫は互いに顔と顔がぶつかり、そこへ佐助までぶつかっては、受け身も取れず尻しり餅もちをつく。転がる。倒たおれる。
「うあ！」
「も、もおお！」
　折り重なるように倒れた幸村と千姫は、ふれ合うほどに近い互いの顔を見て、思わず飛び退いた。
「な、な、なんじゃ、おぬし！」
「おチビ、ちゃん……？」
　佐助に鼻先を引っ掻かれた痛み、ぶつかりあったときの頭ず突つきの衝しよ撃うげき、それらが相まって、ふたりに意識を取り戻させたのだ。そして、
「あ……」
「ええ!?　幸村さんに又兵衛さん？　ですか？」
「十兵衛ですの？」
「ぐっちょり！　無事だったの、ぐっちょり！」
「ぐっちょりではございませんわ！　なんですのそれ、かねつぐ！　あだ名はぐっちゃんで……いえ、ぐつぐつ……ああ、もう！」
　集団的幻術は、三人ひと組にかけられ、他の三人を怪物に見せていた。ひとりの目が醒さめれば、残りのふたりも覚かく醒せいする。
「おぬしたちじゃったのか……」
「じゃあ、千たちが戦っていたのって、おチビちゃ……ぷ──っ!!　な、なあに！　そのかっこう!!」
　噴き出す千姫。幸村のバニー姿を指さして笑い転げる。
「な、な、なんじゃ！　お、おぬしこそ、その破は廉れん恥ちなかっこうは！」
　憮ぶ然ぜんとして顔を赤くする幸村。
「というより、全員がコスプレですわ！　どうなっているんですの!?」
「ナースにチアガールも、いいかも……」
　ようやく邂かい逅こうした六人は、驚おどろくと同時にお互いの珍ちん妙みようなコスチュームに目を奪われることに。
「……ウキキッ!!」
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「……わ、わらわはおぬしに、謝あやまらねばならぬ」
　幸村が沈痛な面おも持もちで切り出した。相手はもちろん、千姫だ。
　千姫はすぐにピンと来ていた。だが、
「なあに。言ってみなさいよ」
　わざとわからない振り、厳しい態度をとってみせる。
　もちろん幸村のそんなそぶりの理由は、自分の荷担した計画で慶彦が死んだ、と考えていることにある。慶彦は千姫の実じつ兄けいなのだから、責任を感じる幸村は、どんなことをしても謝罪するほかない。少なくともそう思いこんでいた。
「御姫さま、あの……」
　半蔵がうながす。慶彦は無傷で無事であるし、影武者の義仙がその後犠牲になった。それを告げるべき、との思いなのだが、千姫はあえて無視している。
「説明の要は、ないじゃろう。わらわの罪を弁解する気もない。わらわは……」
　言葉に詰まる。
「がんばって、ゆっきー。……だいじょうぶだよ。ゆっきーは、だいじょうぶなんだから、ね」
　十兵衛がエールを送る。心からの、応おう援えんだった。
「……」
　又兵衛も、見守る。幸村に従った自身も、同じ罪だと悟さとっていた。
「なん、ですの」
　兼続は戸惑う。顛てん末まつを知っていることもあるが、こんなに弱々しく、また真しん摯しな幸村を見たことがない、ということもあった。
「わらわは……いかなる責めをも、負う所存じゃ。いかに扱あつかわれようと、かまわぬ。しかしそのうえで、わらわにできる償いを、どんなことをしてでも……」
　ポン。
　言葉の途中で、千姫が歩み寄っていた。幸村の頭を、ポン、と叩く。
「な、なにをするのじゃ。まだわらわの言うことは途中で……」
「責めを負うんでしょ。どんなことでも。だからよ。いまので、終わり。それともデコピンがよかったかしら」
「な、に？」
　幸村が驚いたように顔を上げる。千姫と目が合った。そして千姫が、笑った。
「あんな生ぬるい計画で、本当にお兄さまをどうにかできると思っていて？　笑っちゃうわ。それに、あのことで決定的な役割をしたのは、おチビちゃんじゃなくて、尊保よ。いまは由比正雪と名乗っているわ」
「由比正雪、じゃと」
　湯ゆ殿どので淀君を助けた拳銃使いが正雪だと、このとき初めて幸村に知れる。
「ええ。正雪が生徒会書記長の立場を利用して、全登を変装させ、親衛隊の隊士に潜もぐり込ませた。おチビちゃんが画策した争乱は、失敗するのが最初からの筋書きだったのよ。失敗した、と安心させて、全登が背後から襲う。なめられたものよねー。おチビちゃんも、最初から失敗する目的で計画に組み込まれてたんだもん」
「じゃ、じゃが、それも含ふくめて……まさか」
　ここまでに至って、幸村も気づいた。千姫が、ふん、とかぶりを振る。が、その頬ほおがもう笑いを含んでいるのは見て取れた。
「慶彦さまは、ご無事です。最初から襲撃を予期してらした、というより、慶彦さまはそれを誘さそうためにあの格技大会を催もよおされたんです」
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　半蔵が説明した。
「だから、言ったじゃない。お兄さまが死ぬわけない、って。おびき寄せるためだったのよ。全部お兄さまの筋書きどおり。ほら、もっともーっと、おマヌケになってきたわよ、おチビちゃん」
「チビ、チビと！　申す……な……。ほ、本当に……無事、なのじゃな。慶彦は、生きて、おるのじゃな……」
　言葉の最後は、涙で聞き取れなくなっていた。うつむき、震える幸村を、又兵衛が後ろからしっかりと抱きしめる。
　千姫が、クスッと笑った。
「はい、これでお終しまい。お終いよ！　さっきちゃんと、償いもしてもらったしね。いつまでも罪の意識だとか、謝るだとか、そういうのは止めてよね。千も、そんなおチビちゃんとじゃ、気軽にケンカできなくなっちゃうじゃない。いっしょにいても、それじゃ張り合いないんだから！」
「おぬし、それでは……」
　ぐしゅぐしゅと目元を拭ぬぐった幸村が、顔を上げる。そこへ、
「よかったね！　よかったね、ゆっきー!!」
　飛び込んできたのは十兵衛。勢い余って、又兵衛ごと床に倒れそうになる。
「ぅあ！　こ、こら！　やめんか、十兵……！」
　だがぐりぐりと頬を押しつけ、抱きしめる十兵衛の、その頬もまた涙で濡ぬれていた。それに気づいて、幸村も言葉を途切れさせる。
「……まあ、こんなものですわね」
　兼続も、ふーっと息を吐はき出した。緊きん張ちようが解けた笑いが、その表情にある。
　千姫と幸村の間の壁も棘とげも、こうして消えていった。
　そして気がつけば、六人は全員が宗朗の剣姫マスターサムライ。いわば、血を分けたそれよりも濃こい絆きずなで結ばれた姉妹だった。
「さあて。そうとなったら、そろそろ、行くわよ！」
「そうじゃ。さんざんふざけたことをしてくれた淀とやらに、借りをたっぷり返してくれるわ！」
「行っちゃうよおおお!!」
伍◆決戦！　大坂城
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「これが……」
「大坂城か。たしかにな」
　地下空洞の下、地底湖のほとりに立って大坂城大天主を見上げるのは宗むね朗あきらとダルタニアンだ。
　禍まが々まがしい巨城を前に、思うところは多々ある。しかしいまは、
（十じゆ兵うべ衛えを救い出すのが先だ。幸ゆき村むらや又また兵べ衛えさんたちもここに居るなら……）
　宗朗の思いはダルタニアンにも通じている。
「逸はやる気持ちは我も同じだ。早く戦いたくてウズウズしている」
　笑うダルタニアンの顔にはいい緊張感があって、美しい顔を凛り々りしく引き締しめていた。
「うん。行こう！」
　宗朗が言い、ダルタニアンがうなずく。ふたりは地底湖にかかる橋へ回った。そこから大天主の入り口までは一直線だ。
　橋の幅はばは、帯刀したサムライがふたり、余裕を持ってすれ違える程度。ダルタニアンが前を、宗朗が後ろを油断なく見張る。
　橋の中ほどまで進んだところで、天主の入り口に当たる門が開いて、中から姿を現す人ひと影かげがある。
「あれか」
　ダルタニアンに言われ、宗朗も前を注視した。
「松まつ平だい尊らた保かもり……いや、由ゆ比いし正よう雪せつ！」
　すでに男子であったころの面おも影かげはほとんどない。
　面おも立だちはよく見れば尊保の輪りん郭かくをなぞっている。もともと端たん正せいな細ほそ面おもてだった尊保が、そっくり女性の正雪に変わって、それが不思議なほどに違い和わ感かんがない。
　素す肌はだかと見まごう白いボディースーツに、羽織った緋ひ色いろのロングコートが鮮やかに翻った。
「気をつけろ！　正雪の武器は銃じゆうだ」
　宗朗が言う。だがダルタニアンは、
「わかっている。……早く撃って来い。そのなまくら銃の弾だん丸がんなど、我わがクレイモアで一発ずつすりつぶしてくれるわ」
　楽しくてたまらない、といったふうだ。
　正雪との距きよ離りは約五十メートル。橋の上は隠れるものが何もない。やがて正雪は、無言でコートの中に素早く両手を差し込む。腿のホルダーに収められていた拳銃をそれぞれ両手で抜くと、
「危ない！　ニア！」
　同時に発射した。
　発はつ砲ぽう炎えんとともに、向かってくるオレンジ色の弾丸が一瞬見えた。宗朗はダルタニアンに、伏せるよううながそうとする。が、
「見える。見えるぞ、この程度の弾たまで……！」
　ダルタニアンのふたつのクレイモアが、その重さをまったく感じさせない動きで振り上げられた。
　キシュッ……！　金属音と、それが蒸発して消えるような音。ふたつの音が混じって聞こえた。と思ったときには、もうクレイモアは振り下おろされている。
「だいじょうぶか、ニア！」
（さすがだな。あの正雪の弾を簡単に斬って捨すてるなんて）
　宗朗が感心するのもつかの間、ダルタニアンが首をかしげる。
「おかしい。手て応ごたえがまったくない」
「なに」
　まっすぐ飛んできた弾丸をクレイモアで粉ふん砕さいしたはずなのに、当たった衝撃も、砕くだいた感かん触しよくもなかったのだ。
　だが訝る余裕はなかった。次弾がすぐにも、正雪のかまえた二丁の拳銃から飛び出してくる。
「これも……！」
　あっけなく斬って落としたダルタニアンが、
「おぬしは伏せていろ！」
　さらに次の弾丸が撃ち出されるまえに、と、正雪へ向かって駆かけ出す。一気に間合いを詰めるつもりだ。
「ニア！　正雪の弾丸は連発ができない。一発が消滅めつするまで次の弾は……！」
　言いながら宗朗はダルタニアンに続こうとして、不意に気配を感じた。振り返る。そこに、
「……!!」
　弾丸が、迫っていた。
（な、に!?）
　正雪の弾丸は物理的なものではなく、能力によるもの。
　真後ろへ、三百六十度回り込んだのかと思った。が、真正面からダルタニアンへ撃った弾もまた、飛来して来ている。
「ニ……ァ！」
　言葉を絞しぼり出す余裕はなかった。宗朗の抜いた刀が、かろうじて弾丸の一発をかすめる。軌道が変わって、弾き飛ばされる弾丸。だがもう一発が、
「ぐっ!!」
　宗朗の二の腕をかすめた。
「宗朗！」
　ダルタニアンが気づいた。身を翻す。が、そのときには彼女の正面を襲った弾丸が、身を貫つらぬいていた。
「くっ……ぅ？」
　着ちや弾くだんの衝撃がない。もちろん苦痛も。弾丸は幻まぼろしのように通とおり抜けて、そして消える。
「こっちはまやかしか！　宗朗、後ろだ！　後ろが本物で……！」


「気づいたかや。だがもう遅おそいでありんす。ヒャヒャッヒャ……！」
　淀君が見るビジョンが、負傷した宗朗とダルタニアンを映し出している。
　大天主の正面に現れた正雪は幻げん影えいだった。それは淀君の能力が作り出したもの。そして本当の正雪は、
「剣姫マスターサムライはすべていただく。しかし『将』は不要だ」
　岩いわ陰かげから現れる。その場所から、宗朗を狙そ撃げきしていたのだ。
　最初から正雪の狙いは宗朗にあった。
　宗朗を亡き者ものにしてしまえば、「将」を失った千姫や幸村たち、六人の剣姫マスターサムライはただのサムライに戻る。
　となれば、大天主の中にいる彼女たちを捕とらえるのは造作もない。
「そういうことだ。『将』を失った剣姫マスターサムライなど、主をなくした番犬以下。柳生宗朗、貴様が『将』である不可思議、ここで断たち切きらせてもらう」
　二発の発はつ砲ぽう音おんがひとつに聞こえる。弾丸が並んで、宗朗に迫ってくる。
「宗朗！」
「ニア、よせ！　間に合わない！」
　宗朗は負傷した身体でけんめいに刀をかざした。が、弾丸は軌道を変えて宗朗の顔面へ殺さつ到とうする。
「な、に……！」
　炸さく裂れつする弾丸で宗朗の首から上が吹き飛ぶ、ところ……、
「うぅ!!」
　飛び込んできたダルタニアンが、宗朗をかばって身を投げ出だした。
「やめろ、ニア……!!」
　だがこの姿勢では、クレイモアは使えない。弾丸は一発をダルタニアンの頭に、一発をその肩へと命中させていく。
「っ!!!」
　弾丸の威いり力よくで、ダルタニアンが跳ね飛ばされる。橋の床にたたきつけられた。
「ニア！　ニア!!」
　宗朗が身を起こす。だがその頭にぴたり、
「これで、終わりだ」
　正雪が拳銃の銃じゆ口うこうを押し当あてていた。
「……！」
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　もうどんなことがあっても間に合わない。正雪は引金を引きさえすればいいのだ。が、突とつ如じよ、すさまじい剣風が襲おそった。宗朗と正雪を根こそぎ吹き飛ばすほどの。
「ぅああああああ！」
　宗朗は巻き上げられ、地底湖へ落ちるところ、かろうじて橋の欄らん干かんをつかんで止まる。見上げると、やはり噴き上げられた正雪が大天主の二層目の破は風ふにまで達していた。が、それよりも驚くのは、
「ニア！」
　その正雪を追ってダルタニアンが跳んでいた。両手に煌きらめくクレイモアをかまえ、突とつ進しんする。
「ハァァアアアアア!!」
　立ち直った正雪も、屋根の上から拳銃をかまえる。一発、二発、銃じゆ弾うだんを放った。が、すべてクレイモアに弾かれる。
　二本のクレイモアを鑓のように突つきだし、ダルタニアンの全身はその陰かげに隠かくれている。いわばクレイモアは装甲された戦せん闘とう機きの機首、あるいは衝角だった。
　一気に二層目の破風まで跳ぶと、ダルタニアンのクレイモアが正雪ごと壁を突き刺す。一瞬、真っ赤な鮮せん血けつが噴き上げた。
「やった、のか……いや！」
　突き刺さる、と見えた刹せつ那な、正雪は緋の上着を残して身をかわしていた。血と見えたのは、千切れた上着の破は片へんだ。だが致ちめ命いし傷ようではないものの、脇わき腹ばらに傷を受け、白のボディースーツまでが切り裂さかれる。
「ばか、な……!?」
　正雪の顔色が変わっていた。驚きよ異ういと畏い怖ふがある。続けざまに拳銃を撃つ。至近距離だが、巨大なクレイモアを楯にしたダルタニアンにすべて弾かれる。近すぎて弾だん道どうを変えることもできない。
「そこまでだ！」
　残ったクレイモアを両手持ちにし、ダルタニアンが渾こん身しんの一撃を放つ。
「くっ！」
　だが正雪は続けて発はつ砲ぽうしながら、破風を蹴けって屋や根ね瓦がわらの角まで跳ぶと、壁の向こう、つまり天主の別の辺へと身を躍おどらせる。
「逃げるか！」
　突き刺さったクレイモアはそのままに、残った一本を持ってダルタニアンが追う。屋根の角では銃じゆ撃うげきに備えた。が、
「姿をくらましたか」
　そこに正雪の姿はなかった。格こう子し窓まどが一枚、外部から破壊されていた。ダルタニアンは窓へ近づくことは避さけて、クレイモアを回収するといったん地上へ下りる。
「ニア！　正雪は!?」
　橋の上へ自力でよじ上った宗朗が駆けつけた。
「手傷は与えた。が、逃げられた」
　そう言うダルタニアンも、額からひと筋、鮮血を滴したたらせている。
「ケガをしたのか、ニア！」
　そう言う宗朗も、制服は破れて、銃弾でえぐられた二の腕が露ろし出ゆつしている。血が手首を伝って流れ落ちて、指先まで朱しゆに染めていた。
「宗朗、おまえこそ、その腕が」
　ダルタニアンも気づいて言う。が、宗朗は上着からハンカチを取りだすと、ダルタニアンの額をぬぐった。
「ぼくのはかすり傷だ。それより……」
　思い出す。宗朗をかばって正雪の銃弾を、ダルタニアンはまともに浴びたはず。とっさにクレイモアで弾くこともできなかった。
「大事ない。我のこのドレス、それに帽ぼう子しも、ただの飾かざりではない」
　そう言うと、ダルタニアンはいつも被かぶっている羽根付きの帽子を脱ぬいで、宗朗の頭に載せた。
「うぁ……重い！」
　ズシッ、と首にかかる重量。
「それに、これだ」
　ケガをしていないほうの宗朗の手を取ると、自身の肩に触れさせる。膨ふくらんだ肩かた袖そでは、まるでゴン、ゴン、と音を立てそうに固かった。
「これって」
　装甲されているのだ。
「肘ひじや膝の覆いだけではないのだぞ」
　優ゆう雅がに見えるダルタニアンの羽根帽子も肩の膨らみも、鋼板で内張りされていた。その総重量は三十キロを超こえる。
　撃ち出された正雪の弾丸を、ダルタニアンは頭の帽子と、肩で受けた。ただ受けるだけでなく、微びみ妙ような角度を計算している。
　いくら装甲されているといっても、まともにあの銃弾を浴びては無事で済まない。浅い角度で逸そらせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。
　鋼の塊かたまりであるクレイモアでなければ、貫かん通つうしてしまう。なんとか銃弾を逸らせたものの、身体ごと弾かれ、額にも傷を受けた。
「そうだったのか。それほどの……」
　コンマ数千分の一秒の戦いを、剣姫マスターサムライは戦っている。そして三十キロ以上の装甲された戦闘ドレス、それに倍するクレイモアを握にぎって、目にとらえられないほどの速さで動き、跳ぶダルタニアンも。それをさらに紙かみ一ひと重えでかわす正雪にも。
（かなわない。かなうはずがない、そんな戦いに……。ぼくは、勇気だなんてあやふやな口実で挑いどむべきじゃない。ぼくをかばってくれたニアがケガをしたように。彼女たちの戦いを妨さまたげることになる）
　つかうべき勇気、かけるべき命も、やりかたによってはただの無む駄だとも無む謀ぼうともなる。ならば宗朗自身の戦いとは……。
「こ、これは……もう、よい」
　ダルタニアンがそう言ったのは、額に当てられた宗朗のハンカチだった。
「あ、ごめん」
　あわてて外す。ハンカチにはほとんど血はついていなかった。
「よかった。血は止まったみたいだね」
「うむ、痛みももうない。不思議だ……ん」
　額に触れて、ダルタニアンが言葉を失う。そこに傷自体がなかった。傷口から流れ出した血は固まったままついている。なのに傷がすっかりなくなっていた。
「ニア？」
「な、なんでもない……これが、おまえの……。そうか。慶彦が、ほしがるわけだ」
　小声でつぶやく後半は、宗朗には聞き取れなかった。
「え」
　聞き返す宗朗に、
「なんでもない」
　ダルタニアンは答えない。宗朗が視線を逸らせたあとで、もう一度見つめる。その口もとに微びし笑ようがあった。


２


「な、なんですの？　なんですの!?」
「銃じゆ声うせい!?」
「外からです！」
　こっちは城内の剣姫マスターサムライたちだ。兼かね続つぐ、千せん姫ひめ、半はん蔵ぞうが銃声を聞きつけて色めき立つ。
「あれは」
「なんじゃ、見せてみい！」
　又兵衛が格子窓から外を見下ろして言う。幸村が覗き込もうとすると、
「どいて！　千にも見せなさいよ」
「やはり正雪の銃で」
「むぎゅ！　お、押さないで！　ですわ！　痛いですわ！」
　たちまち狭せまい格こう子し戸どに六人がひしめき合い、こういうところで必ず不運を引く兼続が早くも下した敷じきになりそうになる。
　全員の上を跳び箱ばこをまたぐように、顔を出した十兵衛が、
「お兄ちゃんだ！　お兄ちゃんが来てくれたの！　あれは……ダルタニアンさん？　お兄ちゃ……！」
　格子戸の隙すき間まから手を出して叫さけぼうとした。
　バキャ！　激しい破壊の音が階下から響ひびく。銃声が何発も、さらに聞こえてきた。
　まだダルタニアンと正雪が、天主の屋根で戦っている最中だったのだ。
「向こうよ！」
「いや、外へ出て宗朗を援護するのが先じゃ！」
「十兵衛、ここから出る！」
「あー！　わたくしを踏ふみ台だいにしましたわぁあ！」
　またも喧けん噪そう。だが剣姫マスターサムライどうしの戦いは、一瞬で終わっていた。それを真っ先に幸村が感じ取る。
「見える……！　わらわの中に、状じよう況きようが浮うかび上がってくるのじゃ！」
　幸村の軍師としてのいちばんの能力。それは自ら戦うことよりも、指揮すること。そのために、敵と味方の位置関係が立体的に透とう視しされ、脳内にＣＧのように再現される。
「宗朗が来てくれたからじゃな……」
　離はなれていた宗朗が駆けつけてきた。そのために幸村の剣姫マスターサムライの能力が開眼したのだ。
「どっちなの、おチビちゃん！」
　千姫が言う。正雪を追おい詰めるつもりだ。
「ここは第三層じゃ。一層上の階の窓を破ってふたたび天主の中へ入ったらしい。そこまではトレースできた」
「わかった。行くわよ、半蔵！」
　幸村の言葉を受けて、千姫が薙刀を手に飛び出していく。
「はい、御姫さま！」
　半蔵が従う。
「又兵衛、おぬしも加勢せよ。多い方がよかろう」
　幸村が言うと、又兵衛もまた鑓を手にふたりの後を追った。
「わたくしたちは、どうしますの」
「お兄ちゃんを迎えに行くの！」
「うむ。我らは宗朗たちと合流する」


「お兄ちゃん!!」
　大天主第一層の門を開けようとした宗朗は、内側から開く門に警けい戒かいする間もなく、飛びついてきた妹をあやうく抱き留とめた。
「十兵衛！　……幸村も！」
「宗朗……」
「わ、わたくしも、おりましてよ！　小さいからって、見落とさないでいただけます!?」
　兼続が口を尖とがらせる。
「ごめん！　ごめん……って、みんななんで、そのかっこう……？」


「……御方さま、申し訳次し第だいも……」
　闇やみに浮かび上がる淀君の居室の中央に、正雪が仰あお向むけに仰ぎよ臥うがしていた。その脇腹は大きく破れて、苦しげな呼吸に胸を喘あえがせている。
　淀君は御み簾すの向こうから出て、正雪の傍かたわらに十二単の裾を広げている。
「かまわぬ。よくやったでありんす。やつらをとうとうすべて、この城の中へとおびき寄せたこと、ほめてつかわすえ」
「ありがたき、お言葉」
「おまえにはもうひとはたらき、してもらうでありんす。わちきの血を浴びて、精気を取り戻しやれ」
　淀君は上うわ掛がけの袖から素すの腕を露あらわにすると、口もとに掲かかげた。手首を自ら噛み破る。一瞬、鮮血が飛び散り、傷口からあふれ出した。
「ささ、飲みやれ」
　飲む、といっても口からではない。破れた正雪の脇腹に手首をかざす。こぼれおちた血が、正雪の血と混じって吸い込まれていく。
「ぁぁ、ぁ……」
　そのさまを見ながら、淀君は笑ってつぶやいた。
「あとは仕上げを待つばかりでありんす。この分であれば、あの者たちを呼ぶまでもなさそうでありんすなぁ……ヒュヒュヒュ……ヒャヒャ……」


３


「半蔵も……千姫さまも!?」
　驚く宗朗のほうも、つい顔が赤くなる。が、もっともっと、耳まで朱に染めているのは、
「な、な、なによ！　おまえに見せるために、こんなかっこうしてるわけじゃ、ないんだから！」
「そうです。宗朗くんは見ないでください！　とくに御姫さまを見てはなりません！」
　千姫と半蔵だ。
「……」
　又兵衛が鑓を持ったまま、バニースーツの股こ間かんをキュッ、と引っ張った。
「まったく、胸がすかすかするわい」
「まあ、あなたの胸じゃ無理もありませんけれど……わたくしも、ちょっと余るようですわね」
　なぜかここへ来て、兼続も幸村にやさしい。
「お兄ちゃん！　お兄ちゃんお兄ちゃん、お兄ちゃ～ん。んん～！」
　そしてさっきから、宗朗の腕にからみついたまま、身体をネコのように擦こすりつけるのをやめない十兵衛。
「こ、こら。そんなにくっつくんじゃない、十兵衛、ちょ……っと！」
　思わず宗朗も閉口するほど。
（よかった。みんな無事で。そのうえ、なんだかまえより仲良くなってるみたいじゃないか）
　いちばん危き惧ぐしていた幸村と千姫も、どうやらもうふたりの間に決着はついて、落ち着いているのがわかる。
（ぼくたちはもう、だいじょうぶだ。まえよりも、強くなってる！）
　確信が湧わいてくる。ならば、
「敵は……淀よど君ぎみはこの城のどこにいるんだ、幸村」
　あと、なすべきことはひとつ。
　宗朗の決意が伝わったのか、幸村が真顔で答える。
「うむ。この天主の第六層、高欄の階の直下に、あやつの居室があるようじゃ。他の層はクリアーなのに、そこだけがじゃまされたように見み透とおせぬ」
　いま宗朗たち全員は、第四層に上がってきていた。
「あと、二階か。そこに淀君が、いる……」
「じゃがあの者、姿どおりの淀君ではないぞ。わらわには感じる。あれは……反徳川とか、反幕府とかいうものではない。もっと、この日の本に仇あだなすものじゃ！」
　幸村が言うと、千姫も同意する。
「お兄さまも言ってらしたわ。きっと同じ意味だと思う。正雪の背後にいる人物が、ただの豊臣の重じゆ鎮うちんとか、そういうのであるわけがないって」
「じゅうちん？　文ぶん鎮ちん？」
「んん！　とにかく、これでますます」
　十兵衛のボケはひとまず置くとして、宗朗も、剣姫マスターサムライたちも、もはやその気持ちに一点の揺ゆるぎもなかった。
「はっきりしたわけですね」
「どっちにしろ、勝ってここから出るしかありませんわ。そうすればおのずと」
「わかるはずね。フフ、これだけの剣姫マスターサムライがそろっているんだもの……まあ千にはかなわないとして、どっちにしろ負ける気はしないわね」
「どさくさに紛れてなにを言っておる。ふん、じゃが前半は同感じゃ」
　宗朗が言い、半蔵が、兼続が、千姫が言う。幸村のツッコミも健在だ。
　一同、目でうなずき合いながら、淀君のいるという階上を目指す。
「たしかに徳川の姫の言うとおりだ。我はもう、これ以上ここに留とどまらなくてもよさそうだな」
　ダルタニアンはそう言って笑うと、ひとり、身を翻した。階下へ下りようとする。
「あ、ニア」
　宗朗が呼び止めようとしたときだった。
　ゥオン……！
　突とつ然ぜん、視界がブレるように、動いた。
　それは、録画した映像を性能の良くないサーチで早送りしているような光景。風景にノイズが入って流れる。が、急に固定した。だが視覚はまだ慣れず、一いつし瞬ゆん戸と惑まどう。身体のほうが揺れてしまうあの感覚。
「な……んだ」
　風景が一変していた。天主の中、窓まど際ぎわの廊下の一角にいた、と思ったら、大広間がそこにあった。
　天主の別の部屋なのか。千姫たちがゼリーの式神と戦った部屋とは、広さは同じほどだが、板いた敷じきで、壁も天てん井じようも何の装そう飾しよくもない。
「気をつけるのよ！」
「あれ……を！」
　半蔵が真っ先に気づいた。どこにも出入り口のない部屋の壁を背に立っている人影。
「銃を、持っていますわ！」
　言うまでもなく、正雪だった。緋色の上着はすでになく、身体に密着した白のスーツも大きく破れて血に染まっている。しかし、
「傷はもうない、というのか」
　ダルタニアンが目を細めるように凝こらして、つぶやく。
　宗朗は下がった。いままでなら真っ先に前へ自分から出るところ、下がる。
「それでよい、宗朗！」
　幸村が言った。そのうえでさらに、
「又兵衛！　半蔵、それに兼続は、前へ出るのじゃ！　千姫とわらわは宗朗の左右を護まもる。十兵衛は後ろじゃ！」
　てきぱきと指示していく。
　一瞬の驚きがあった。が、すぐに全員が受け入れていた。
「わかったわ！」
　戦で言うところの陣じん立だてが完成していた。
　前衛に又兵衛、半蔵、兼続。本ほん陣じんに宗朗。その左右を千姫と幸村が守る。そして背後には十兵衛。
　この場合、敵は真正面の正雪ひとりしかいない。だがあらゆる不測の事態に備えるのが陣立てだ。背後から襲われることも考えて、十兵衛を置く。十兵衛はまだ剣姫マスターサムライと化してはいない。
「幸村……うん」
　宗朗もうなずいた。この陣立てを受け入れる。
「将たる者、どっしりかまえておればよい。戦術はわらわが引き受ける。おぬしの役割はそれ以上のことじゃ」
「ぼくの、役割……」
「いまはわからぬがな。おぬしにしかできぬこと……いや、もう届いておるやもしれぬがな、みんなに」
　最後は小さな声になる。不意に染まった頬を隠すように、幸村が顔をわずかに背そむけた。
「幸村？」
「か、かまうでない！　いずれにせよ、おぬしが強くなれば、我らはもっと強くなる。そういうことじゃ！」
　いっぽう、
「ほお。見事なものだ……うん？」
　一歩下がってながめるかっこうになったダルタニアンが言う。ふと目を止めた。
「お兄ちゃ……お、に……」
　十兵衛が小さくつぶやいていた。
　そのうつむいた顔には前まえ髪がみがかかってよく見えない。いつもと違って猫ねこ背ぜで、一歩、二歩、歩く。歩きながら腿につけた脇わき差ざしを抜いていた。
　すでに全員が抜刀、あるいは得物をかまえているのだから、十兵衛のそれは不自然ではない。だが、
「なんだ……？」
　脇差しを短く握ると、そのまま宗朗の背中へと近づいていく。その不ふ穏おんな動きに、ダルタニアンがとっさに近づき、十兵衛の腕を取ろうとした。が、
「なに!?」
　一瞬で見失っていた。剣姫マスターサムライのダルタニアンの視線を瞬しゆ時んじに外すなど、常人の動きではない。他の剣姫マスターサムライといえど、難しいはず。
　そのうえ、逆に足あし払ばらいをかけられ、跳ね飛ばされていた。ほとんど足あし蹴げりに近い。十兵衛は瞬時に身を床に這はうほど低く沈しずめ、ダルタニアンの足を払はらったのだ。
「宗朗、その者は！」
　ダルタニアンの声よりも早く、こんどは幸村と千姫が気づいていた。
「十兵衛、どうしちゃったの!?」
「これは……すでに秘術が施ほどこされておったか！」
　幸村が言うのは、淀君による十兵衛への干かん渉しようのことだ。阻そ止ししたかに見えたが、じつはそれ以前に、血によるコントロールが埋うめ込まれていた。
　ふたりは言うだけでなく、同時に宗朗を護る行動に出ている。宗朗と十兵衛の間に入り、身を挺ていして十兵衛を阻止する。そのつもりが、
「速い!?」
「剣姫マスターサムライの……十兵衛か！」
　あっと言う間に間合いが詰まる。振り向いた宗朗の胸に、十兵衛の脇差しが迫る。そのまま刺さし貫く……！
「十兵衛！」
　宗朗は身を退かない。逃にげることも、かわすこともしなかった。ただ、呼んだ。名前を。目を、見つめる。
「……」
　十兵衛の動きは止まらない。剣姫マスターサムライの動きは千分の一秒で宗朗との間合いを詰める。だが同じ刹那、宗朗はもう一度、呼んでいた。
「十兵衛……おいで！」
　手を広げる。十兵衛を迎え入いれる。抱き留める。その仕草で。
「お兄……ちゃ……」
　飛び込んで来た。そのまま、止まらない。止まらず、宗朗とぶつかる。胸の中へ、飛び込む。
「十兵衛！」
「お兄ちゃん！」
　脇差しの切っ先は、宗朗の胸に当たっていた。だが瞬しゆ間んか的んてきに十兵衛が柄えを握る手を緩ゆるめた。だから突き刺さることはなかった。


「おのれ、わちきの術が……なにが違うというのじゃ。あの娘むすめ……やはり剣姫マスターサムライの出来損ないか……！」
　淀君が目の前の、空中に浮かんだビジョンに手をかざす。
　宗朗と十兵衛がしっかりと抱き合あっていた。十兵衛の手が、ピクッと震えると再び脇差しを握る手に力を込める。


４


「宗朗、気をつけるのじゃ！　まだ十兵衛は……！」
　幸村が十兵衛に大鉄扇を向けようとして、ためらう。
「お、お兄ちゃ……じゅう……べ……」
　十兵衛の手が震えている。だがいつまた剣姫マスターサムライのモードになるかわからない。そうなればこの至近距離、というよりも密着した状態では逃のがれようも防ぎようもない。
「伏せてください！」
　半蔵が叫んだ。一方では、正雪が二丁の銃を撃うち放って来ていた。
　ガン、ガン、ガッ……！　それも、連発だ。
「あの銃は、一発が消えるまでは次の弾が撃てないのじゃありませんの!?」
　兼続が叫んだ。その間も、飛んでくる銃弾を避け、大鎚づちで振り払い、受けるので精一杯だ。又兵衛や半蔵もそうで、防戦一方となる。
　機きか関んじ銃ゆうのような連射ではないものの、正雪の拳銃は威力も連射性も増していた。
　淀君の膝ひざ元もと中の膝元たる大坂城天主の中、傷を淀君の血で治ち癒ゆしたその効果もあって、正雪の能力は高まっている。
「なにをしている！　このままでは」
「そうよ。こんなにいるのに……たったひとりにやられちゃうじゃない！」
　ダルタニアンが言い、千姫が叫んだ。
　正雪は外側からゆっくり切り崩くずすように、部屋の端はしから端へと一瞬で跳とび移りながら銃を撃ちかけてくる。だが一気に飛び込んでくることかもしれない。
　指示を。
　誰もがそう思っていた。宗朗に指示を、命令を、求めていた。
　だがその宗朗は、十兵衛につかまっている。いや、
「十兵衛」
「お兄……ちゃ……す、き」
　苦しそうにあえぐ十兵衛が、わずかに笑って宗朗を見上げた。淀君の施した術に全身全霊で抗あらがっているその姿。瞳ひとみに、宗朗の顔が映った。
「ぼくも大好きだよ、十兵衛」
　宗朗が笑った。笑いかける。そしてギュッと、抱きしめた。お互たがいがその柔やわらかさと硬かたさを感じるほど強く。匂においが届くほど近く。
　つかまっているのは宗朗ではなかった。宗朗が十兵衛をつかまえ、抱きしめていた。そして、
「チュッ♡」
　唇くちびるが触ふれ合う。
　キスしたのは宗朗だった。十兵衛の唇に深く、重ねていく。一瞬時間が止まったようだった。
　閉じた双そう眸ぼうには何も見えない。何も聞こえない中、互いに触れ合い、押おしつけ合った身体のあたたかさだけが、確かなものとして輝かがやく、あふれだす。
「……なんじゃ、これは……」
　いちばん近くにいた幸村が、そのまぶしさに思わず、目の前に手をかざす。半歩下がった。
　光はふたりのふれ合った唇から広がって、またたくまに十兵衛の身を包つつんでいく。十兵衛の腕が宗朗の背中に回されて、しがみつくように強くつかんでいた。
「……ふ」
　一瞬ののち、光こう芒ぼうが消えて十兵衛が身を離した。濡れた唇が離れると、透とう明めいな唾だ液えきの細い橋が一瞬かかって、消えた。
「十兵衛？」
「……またおまえか。やってくれる、な」
　さっきまでの甘あまえた、たよりない、でもかわいい、そんな十兵衛の表情が一変している。鋭するどい目つき。引き締まった表情。
　どこか身長も伸のびたような、その胸もさらに大きくなったような気さえする。
「十兵衛さん！」
　思わず「さん」をつけてしまう。剣姫マスターサムライ・十兵衛の姿がそこにあった。
（あれ？）
　だが、ふだんならば、登場と同時に叱しかりとばされそうなのが、十兵衛の頬が、今日はわずかに赤く染まっているように見えた。
「十兵衛さん、顔が赤いような……」
「う、うるさい！　そのようなところばかり気にするでない！　もしそうだとしたら、いつもよりも長く念入りにキスとやらをおまえがするからではないか！　……それよりも、わたしを呼んだ理由は、あれだな」
　急に真顔に戻ると十兵衛は、目で指し示した。その視線の先はもちろん、
「出てきたようだな。柳やぎ生ゆう十兵衛。待っていた……！」
　由比正雪だ。いまは歩みを止め、二丁の拳けん銃じゆうをまっすぐに宗朗、十兵衛に向けている。
「宗朗！」
「宗朗くん！」
「……！」
　千姫、半蔵、又兵衛がその間に立ちふさがろうとする。銃撃を止められないまでも、身を挺して宗朗を護るかまえだ。
「よい。道を空けろ」
　低い声で言ったのは、十兵衛だった。ゆっくりと宗朗から離れる。
「どうするのじゃ、宗朗」
　幸村も十兵衛の意図を計りかねて、宗朗に尋たずねた。
　宗朗は十兵衛を一いち瞥べつする。十兵衛はとくに視線を返さない。が、
（うん。わかった）
「道を……スペースを空けるんだ。十兵衛に、すべて任せる」
　言い切った。その言葉には自信がある。「将」として、十兵衛にすべてを賭かけて、悔くいはないという確信。
「いいんですか宗朗くん。相手は連発拳銃です。いくら十兵衛さんが強くたって」
　半蔵が言う。
「そうよ、当たったらケガだけじゃ済まないんだから！」
　千姫も。幸村だけが、軍師の顔になっていた。そして言う。
「理り屈くつの上で考えれば、同じ力の剣姫マスターサムライどうし。となれば得物が物をいう。この距離。それに一対一では、どうあっても拳銃が絶対有利。それも正雪の拳銃は二丁で、いまは最大の欠点を克こく服ふくし、連発が可能じゃ」
「それじゃ、勝てっこないですわ！」
「じゃが……そうでもないかもしれぬ。少なくとも『将』の宗朗はそれに賭けた。一か八ばちか、といった運うん否ぷ天てん賦ぷの博ばく打ちではない。『将』にしか、宗朗にしかわからぬものがあるのじゃな。それはもはや、道理と言ってもいいかもしれぬ」
[image: 画像]
　自信や確信が個人の中にあるものなら、道理は世界という広い外にあるもの。だがそれすら、包み込んでいるのかもしれない。
「見せてもらうか。我を破った最強の剣姫マスターサムライの……技とやらを」
　ダルタニアンは一歩退いて、冷静に眺ながめている。
「宗朗」
　十兵衛がようやくひと言、言った。顔は向けない。視線は正雪から離れない。
「よく申した。おまえの言葉、この柳生十兵衛三みつ厳よし、裏切ることは……ない！」
　最後の一文字が言葉になって唇から出るのと、真正面の正雪が動くのが同時だった。
「！」
　全員が見つめる中、正雪は横飛びに飛び込みざま、その身を真横に倒しながら両手の拳銃を放つ。
　何度も何度も、引金を引き絞った。
　これに対して、十兵衛はどんな対たい抗こうの手段があるのだろう。誰もがそう思った。
　十兵衛の武器は名刀・三池典太。ふつうの大た刀ちよりずっと長いとはいえ、やはりただの刀。脇差しを使ったとしても、二刀でなにができるのか。
　十兵衛は、微び動どうだにしていなかった。
　だがよく見ると、わずかに膝ひざをたわめ、かかとを床から離しているのがわかった。どの方向へも、どんな事態にも瞬時に対処できる、そんなかまえ。力を全身から抜いているのに、次の瞬しゆん間かん最大のスピードとパワーを発揮できる。
　正雪が拳銃を撃った刹那、十兵衛が動いていた。
「弾より速く動けば、どうということはない！」
　正雪が撃つ拳銃は、撃った瞬間にその軌き道どうがほぼ決まる。
　十兵衛は、正雪の能力が軌道を変えるよりも速く動き、一瞬で三池典太の間合いにまで飛び込んでいた。
「な！　に……!?」
　こうなると連射も意味がない。二連射目を正雪が撃つよりも速く、
「終わりだ」
　いつのまにか脇差しまで抜いていた十兵衛が、両刀を交差させ、逆袈け裟さに斬り上げる。
「バカ、な……弾より速く動くなど、非常識、な……！」
　正雪の胸と胴どうに、大きな×の字を描えがくように鮮血が噴ふき上げた。それでもなお銃を撃とうとする。が、その腕に、
「そうは、させません！」
　半蔵の手しゆ裏り剣けんが、突き刺さった。
「ぐっ、は！」
　これで勝負あった。真に終わりだった。正雪は口からも大量の血を吐くと、力なく崩れ落おちる。
「……義仙の借りは、返してもらったぞ」
　十兵衛のつぶやきは、もはや正雪には聞き届けることはできなかった。
「やりましたわ！」
「うむ、やったのじゃな」
「すごい……」
　期せずして歓かん声せいが上がる。剣姫マスターサムライたちが十兵衛の周りに集まる……ところ、
「待て」
　十兵衛が制する。その視線の先を全員が追って、声を上げた。
「なによ、あれ」
　倒れた正雪の背後の空間が、黒く染まっていた。まるで水中でそこだけ墨すみを吐いたように、黒い空間がじょじょに広がっていく。その向こうに、
「淀君か」
　宗朗が身構える。暗黒をまとった淀君が、十兵衛を、そして宗朗を刺すようにその目で射た。
「柳生か……不思議なものでありんすえ。わちきのじゃまをするのが徳川でなく、たかが柳生とは」
　淀君の手が、正雪の身体に触れる。瀕ひん死しの正雪を、空間の中へと引きずり込んでいく。
「持って行かれますわ！」
　だが、それを止めることもできない。もっとも間近にいた十兵衛は、淀君と対たい峙じするようにじっとその目を見つめていた。
　淀君はその部屋の剣姫マスターサムライたちを睥へい睨げいするように見回すと、ペロッと蛇へびの舌を覗かせて笑った。
「また、会うときを楽しみにするでありんす。そのときが、あればでありんすが……」
　正雪の全身が暗黒の中に包まれると、墨は急速に収縮していくようすを見せる。このまま空間が閉じるように、姿を消してしまうのか。
「待て！　おぬし、淀君などではあるまい！　正体を現したらどうじゃ！　もはや誰もだませぬぞ！」
　幸村が叫ぶ。大鉄扇を暗黒の中へ打ち込むかまえだ。
「ヒャヒャ……元気のいいお子でありんすなぁ。よいでありんす。この姿も少々、窮きゆ屈うくつになってきたところだ。よく、見るがよい……！」
　ふっ、と空間が瞬まばたいた。閉じかけていた空間が、一気に広がった。
　その向こうに、奇きみ妙ような人影があった。さっきまでの淀君と顔は同じ。しかしまったく髪かみ型がたも、服装も違う。
　羽織っているのは、暗黒の空間にとけ込むような濃い色のマントか。その胸むなもとがたっぷり開いて、素肌が見えている。だが目を惹ひくのは額と首から胸もとにつけられた、
「ロザリオ……ではおぬしは……！」
「天草四し郎ろう、時とき貞さだ……そうおぼえておいていただこう」
　十字の印だ。淀君……天草四郎が笑った。薄うすく裂けた唇が大きく開いて、中の舌が空間をなめあげるしぐさをした。舌の中心に、五ご芒ぼう星せいが白く輝く。
「あれは……」
　千姫がなぜか言葉を失う。そのさなかにも、もっとも近くから四郎を見ていた十兵衛は、
「由比正雪に天草四郎か、おもしろい。だが……黙だまって行かせると、思ったか！」
　一いつ瞬しゆんで間合いに飛び込む。同時に三池典太が四郎の首を薙ないでいた。
「やったか！　……いや!?」
　ダルタニアンが息をのむ。それはすぐに他の剣姫マスターサムライたちにも伝わった。
　三池典太の長刀が、封ふうじられていた。四郎に打ち込んだ十兵衛の剣を、とっさに飛び出してきた影が、二本の大小で完全に受け止めていたのだ。
「二刀流……二天一流か！　そのような使い手、ただひとりしか……！」
　幸村の言葉の意味するところはすぐ明らかになった。
　影が揺らめくと、少女の形になる。長い髪かみをざんばらに乱し、黄金の瞳を輝かせている。その姿、
「宮みや本もと武む蔵さし……！」
　そしてもうひとり。武蔵とは対照的に、長い髪をきっちりと結ゆい上げ、若わか衆しゆ髷まげのように垂らした髪をなびかせている。涼すずしい目元の美少女。
「佐さ々さ木きが厳んり流ゆう！」
　さらに背後には、さらなる長身を佇ちよ立りつさせた少女、また、見たこともない長い鑓やりを持つ少女までも。
「荒あら木き又また右衛え門もん、宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆんか……！」
　そう言うダルタニアンは、御ご前ぜん試合の本戦で彼かの女じよたちと同じチームに編成されて見知っていた。けっきょく本戦は行われなかったのだが。
「様子見、遊びで御前試合にまで来ていたというのですか……」
　半蔵の言うとおりだった。そして、
「今日のところはここまでといたす。また会えるのを楽しみにしておるぞ」
　ざわめく中、こんどこそ天草四郎は笑って、全員に向かって手をかざした。
「もっとも……この城からおまえたちが無事、出るようなことがあったらの話。それまで、Ｖａｌｅｔｅ！」
　四郎はかざした手のひらを返すと同時に、キュッと握った。とたん、一気に暗黒の空間が収縮し、四郎とすべてを呑のみ込んで、消える。
　同時に、地じ響ひびきの衝撃が襲ってきた。
「きゃあああっ！」
　まるで奈な落らくの陥かん穽せいへまっすぐ落ち込んでいくような感覚。と思ったら急に突き上げて来る。
　直下型の大おお地じ震しんもかくや、という激しさ。揺れというよりも、叩たたきつけられ、押しつぶされる。
「大変ですわ！」
　兼続が気づいて、指さす。
　天井が崩ほう壊かいを始めていた。長く入ったヒビが漆しつ喰くいを粉々にし、中の梁はりを猛もう烈れつな力でたわめていく。
「壁も、床も……！　お城が……！」
「はめられた、ということじゃな。最終的に淀よど……天草の狙ねらいはこれだったのじゃ。我らをこの城に集め、一いち網もう打だ尽じんにする。それなら合が点てんがいくというもの」
「そんなことはいいわよ！　どうするの？　このままじゃ、巻き込まれて下敷きになるわよ！」
「十兵衛は……！」
　宗朗が十兵衛の肩かたに手を掛かける。振り向かせる。
「……んっ……にゃあ。……お兄ちゃん？」
「元に戻ってるし……」
　その間にも崩壊はさらに加速していく。揺れも激しく、立っていることも難しかった。
（ダメ、なのか。ここまで、来て……！）
　さすがに宗朗も肩を落としかける。その背中を、
「顔を上げよ。『将』はいかなるときも、顔をうつむけるでないわ」
　ポン、と叩かれた。
「幸村。だけど……策があるのか」
「わらわは何のためにおると思う。おぬしの軍師じゃぞ。ならば、まずわらわをたよってもよかろう」
「たよる……そうか。みんなの力を」
　たよる。引き出す。そのために「将」があるのでは。
「うむ。この天主にたどり着くまでに、地下をさまよっていて気づいたのじゃ」
「それじゃ、助かるんですの？」
「ゆっきー！　行こうよ！」
「幸村さま」
「なんでもいいから早くして！　もう保たないわよ！」
　全員を前に、幸村はうなずくと身を翻す。
「わらわに、ついてまいれ！」
「よし！　……って、ぁ」
　その手がしっかりと宗朗の手を握っていたとしても、もう誰もとがめ立てなどしない。
　崩壊する大おお坂さか城じようの中、七人の剣姫マスターサムライとひとりの将、それに、
「ウキーッ！」
　一匹ぴきの猿さるは地下へと消えていく。


５


「あ～～～!!　お兄ちゃん、ほっぺにクリームついてるよぉ。十兵衛がなめてあげる！」
　いつもの柳生道場の風景。食後のデザートにお茶とケーキで人ひと心ごこ地ち、というところ。
「愚おろか者！　席を立つでない。こ、これ！　そのように顔を近づけるなと！　またうかつに変身したらどうするのじゃ！」
「ちょっと！　いつまでなめてるのよ！　宗朗、こっちを……千も見なさいったら！　あ～ん……んぐ！」
　ショートケーキの苺いちごをくわえながら、目を伏ふせて顔を突き出す千姫。が、その苺は幸村によって乱暴に口の中へ押し込まれる。
「やめい！　恥はずかしい！」
「んん！　なによ！　喉が詰つまって死ぬところだったじゃない！　千を殺す気！　このおデコチビは！」
「なんじゃと、色ボケ姫が！」
「なんですって！」
「お、御お姫ひいさま……！」
「お兄ちゃん、はい！　あ～ん！」
「なんですの！　この道場、なんですの!?　色しき魔ま殿でんですわ！　こんなところの空気を吸っていたら、知らずに妊にん娠しんしてしまいそうですわ！」
「……」
　そして当の宗朗といえば。
「みんな無事でよかった……」
　大坂城崩壊のときのこと。
　幸村の先導で間かん一いつ髪ぱつ、城から抜け出すことができた。
　城の地下をさまよっているときに又兵衛が気づき、幸村が確信したこと。それは、どうやらかつての大坂城が構造も同じに再現されているということだった。
　つまり、地上に出ている大天主の下は、そっくり地下に埋まっていたのだ。
　地下だから、外に出るということはできないが、そこは渡わたり廊ろう下かで結ばれて、他の郭くるわの、元来地上に作られていた施し設せつへと移ることができる。
　なぜそれほどまでに忠実に豊臣時代の大坂城が再現されていたのかはわからない。
　おそらくは、淀君を装よそおった天草四郎の幻げん術じゆつが、すみずみまでを模も倣ほうしてしまったのだろう。そしてそれは、意外な副産物を生んでしまっていた。
『かつて、本物の千姫が落ち延びた隠し通路、つまり秘密の抜け穴あなじゃ』
　その正確な入り口や仕掛けを幸村が知っていたのも、かつての真さな田だ幸村と時空を超えて結ばれている、その記き憶おくのせいなのだろう。
　かくして、宗朗と六人の剣姫マスターサムライ＋猿は、幸村に導かれながら隠し通路を通って無事、脱だつ出しゆつすることができた。通路の出口は、学園郊こう外がいの樹海の中だった。
「よかった。ぼくはそれだけで満足……うぐぐっ!?」
　宗朗の開いた口へ、
「わらわの手ずから食べるがよい、宗朗！」
「千のケーキだって、食べるわよね！」
「いっぱい食べてね、お兄ちゃん！」
　幸村、十兵衛、千姫から同時にケーキとクリームを突っ込まれて悶もん絶ぜつする。
「なにをやっているのだ。まったく……！」
　そんな風景を窓から覗のぞいている人影。派手な羽根飾りの帽子に、
「あ～！　ダルタニアンさんだ！　いっしょにケーキ食べようよ！　おいしいよ～！」
「……この道場、これでよいのかのう……ま、いまはよいか。いまだけは……」
　幸村は改めて笑う。見ると千姫も、同じように笑っていた。
　淀君あらため天草四郎とそのサムライたちの消息はその後、杳ようとして知れない。だが遠くないときに再び姿を現すであろう事は、誰の心にも自明の理として刻まれている。それに対する覚悟も。
「ね！　お兄ちゃん!!」
　また剣姫マスターサムライたちの、宗朗の、一日が始まる。




（了りよう）
あとがき




　この本を手に取った方はもうお気づきと思いますが、
　アニメ
　ですよ。うあぁああああ!!



　アニメの話を初めて聞いたのは、まだ『百花繚乱　巻ノ弐』が発売されるまえ。編集部での打ち合わせのあとでした。
「ときに……じつはですね」
　こんな感じで編集長から切り出されると、わ、なんかいい話？　ガーン！　悪い話!?　の二択なので、内心ガクブルですがそこはつとめて平静を装っていると、
「この作品をアニメにしたいという話があるんですが」
　……。いや、耳を疑うとはこのことです。耳垢がたまりすぎて、変なことが聞こえているのではないかと思ったくらい。幻げん聴ちようか！　幻聴か!?

　もうね、孔明の罠かと思いましたよ。
　アニメとか言ってヌカよろこびさせておいて、ウソぴょ～ん！　というヤツですね。いや、孔明はそんな幼よう稚ちなことしませんが。てか、ヌカよろこびってなんでヌカ？　米こめ糠ぬかとか関係あるんですか？
　すいません話が脱線しました。結論からいうと、もちろんウソなんてことはなく、ただまだ検討の域だということ。ようは、まだまだどうなるかわかんないよ、ということですね。なのでその日は、では話を進めますね、はいお願いします、というふうに終わり、でもなんだか気が大きくなった自分は、帰りに新宿とら○あなでエッチな同人誌を買ったりしました。
　しかしその後、とくにアニメ関係の話題はなく日は流れ、『巻ノ参』のプロット打ち合わせの席などでも出なかったので、あー、やっぱり流れたんかな、まあそうですよねー、ぐっすん的に思いながら（全部自分の中の会話です）編集部を後にすると、ムシャクシャした気分で新宿とら○あなへ行き、エッチな同人誌を買ったりもしました。
　ところがあるとき、スタッフの方々と顔合わせをする機会がありまして、せいぜいひとりかふたりか四人かな、と思っていたら、関係者のみなさん合わせ十数人の方々がホビージャパン社のたぶんいちばんデカい会議室に居並んでいたので、ふだん引きこもりで、六人以上集まるような飲み会にも二の足を踏む自分はたいへんビビったわけであり、一時間くらいのミーティングのあと、ようやく解き放たれた開放感から、その足で新宿とら○あなへ行ってエッチな同人誌をいつになく多く……（もうええちゅーねん！ｗ）。
　というような経けい緯いで（エッチな同人誌ばかりでぜんぜんわかりません）、日に日にアニメ化の現実性は増していき、それにつれてエッチな同人誌も増え、アニメ版の設定稿やらシリーズ構成やら各話プロットやら各話シナリオを拝見したりチェックしたりをしているうちに、どうやらホントの本当に、こうしてアニメ化を発表できるまでになりました。自分も編集部に行くたびに、エッチな同人誌を買い続けた甲か斐いがありました（待て）。
　もちろん今回のアニメ化は、自分ひとりの力なんかではさらさらなくて、なにより十兵衛はじめ、魅みり力よくあふれるキャラとイラストを毎号描いてくださるＮｉ[image: 外字]さま、この企画の最初から貴重な意見を何度もいただいたＨ編集局長、担当のＵ編集氏、加えて「ホビージャパン」本誌やサイトでいつも情報を掲載、宣伝していただいていることが、今回のアニメ化のスタートにも決め手にもなったと思います。そしてそして、お読みいただいた読者さますべてのおかげです。
　さらにはアルターさんから発売されている美び麗れいなフィギュアの数々！　ほんとにかわいいし、細かいとこまでスゴイです！　皆様方にひたすら深い感謝と御おん礼れいを、申し上げます。
　そしてこれから生まれて来るアニメ『百花繚乱』のスタッフ、関係者の方々にも改めまして、よろしくお願いいたします。
　現在の最新トピック！
「東京国際アニメフェア２０１０」でＰＶが初公開される予定です！　アニメ『百花繚乱』の映像としてはまさに初お披露目です。自分は、コンテ段階の絵のものを見ただけですが、


　メチャクチャかっこいいです。きれいです。あと、せくし～！


　ぜったい見てください！　「東京国際アニメフェア２０１０」へゴーだ！　開催は……えーっと、３月27～28日（パブリックデー）！　東京ビッグサイト！（詳細は「百花繚乱」原作公式ＨＰなどをご確認ください。）
　しまった！　『巻ノ肆』のことがほとんど、というより全然書いてないよ。でもアニメの話のほうがおもしろいから、いいよね！


　アニメになったら『百花』のエッチな同人誌も……う、う～ん……２０１０年二月某日。
すずきあきら
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すずきあきら 先生／Ｎｉ[image: 外字] 先生
[image: 画像]
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